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    　──傷だらけのその少女は、〝私の犯した罪〟だった。


    



    　私は一日も欠かさず青い病室を訪れて、自分が犯した罪と向かい合う。


    〝私の犯した罪〟が喜ぶ。


    〝私の犯した罪〟が泣く。


    〝私の犯した罪〟が怒る。


    　また明日も会おうねと──〝私の犯した罪〟が無邪気に笑いかけてくる。


    　そんな彼女に、自分もまた笑顔で応こたえることが、私にとっての贖しよく罪ざいだった。


    



    　ちっぽけな病室の中で、少女はいつしか、時間を数えることをやめていた。


    　私にすべてを奪われた少女は、ただ静かに、いつまでも変わらない平穏の殻に閉じこもって生きていくことだけを望んでいた。


    　そんな彼女に、私はいつでも寄り添い、優しく微笑ほほえみかけて肯定する。


    　そうして──


    　私という〝罪人〟は、いつしか彼女にとっての拠より所となっていた。


    



    



    　ある日、昔に死んだ家族が遺のこした形見を、私は少女に託した。


    　すでに壊れ、時を刻むことをやめた懐中時計。


    　もう二度と動かない機械仕掛けと重ね合わせるように……せめて、少女の魂がこれ以上壊れませんようにと、救いのない願いを込めて。


    



    　そうして──


    　私にとっての贖罪は、いつしか──私の大切な拠り所となっていた。

  


  
    　Day01【20xx/08/28】


    「えいっ、しんじゃえ！」


    　そんな物騒な掛け声と同時に、小気味よい銃声が鳴り響いた。


    　銃弾の雨を浴びた動く死体ゾンビの胸から、勢いよく血が爆はぜる。蜂はちの巣になった敵の躰からだが、洋館の床に崩れ落ちる。むろん仮想ゲームの話である。


    　病院のベッドの上で、うちの事務所の所員一号──神楽かぐらヰゐ音ね耶やは、のん気に携帯ゲーム機のホラーゲームに興じていた。彼女は透き通った瞳ひとみをくわっと見開き、小さな液晶画面に真剣な視線を注いでいる。


    「これでよしっと。えっと、次はぁ……ってウソ、まだこんなにたくさん!?　そんな、こんなの多勢に無勢すぎ──あ、あぅ、あ～っ！　……やられちゃった」


    　最初の敵に気を取られている隙すきに処理が追いつかなくなり、続く第二陣に群がられて、あえなくゲームオーバーである。


    「気ぃ抜きすぎだ、アホ」


    　ベッド脇のパイプ椅い子すに座りながら、遠目から音耶の無様なプレイを眺ながめていた俺──芥あくた宗そう佑すけは、目の前の助手の粗そ忽こつさに呆あきれていた。


    「……むぅ」


    　納得がいかないのか、音耶は桜色の唇をつんと尖とがらせていじけてみせた。その子供っぽい仕草は、まるで芸術品のように精せい緻ちな面立ちとはどこかミスマッチだ。肩を落とした拍子に、真しん珠じゆ色の長い髪が一房、さらりとこぼれて揺れる。


    「ちょっと音耶さーん？　まだイージーの序盤ですよぅ？」


    　音耶のベッドに腰掛けて画面を覗のぞき込んでいた巻まき島しま舞まい奈なが、はしゃいだ声を上げる。彼女は三つ編みにした栗くり色いろの髪を揺らしながら、大人びた音耶とは対照的な、中学生と見まごう童顔に無邪気な笑みを花咲かせていた。


    　巻島は俺と同じ高校に通う一学年下の女子生徒兼、うちの事務所の所員二号である。先週からうちの事務所に勤め出した新人で、元気だけが取り柄を地で行くような奴やつである。業務内容は主に家事全般。


    「えぇ～……。でも巻島さん、こんなの絶対に弾薬足りませんよ……」


    　音耶が頰ほおを膨ふくらませて訴える。そういやこいつ、敵の胴体目掛けて撃ちまくってたっけ。


    「無駄弾撃ちすぎなんだよ。効率が悪いんだっての」


    　神楽ヰ探偵事務所全メンバーは今、門かど間ま総合病院の入院病棟にて一堂に会していた。


    「だって、射撃苦手ですし……」とぼやく音耶の眉み間けんに、巻島がつんと人差し指を当てる。


    「そうじゃなくてですねぇ、頭を狙ねらうんです。ヘッドショットはゾンビ戦のセオリーですよー」


    「セオリー？　ゾンビと戦うのに、常識なんてあるんですか？」


    　音ね耶やは弓なりに伸びた白い睫まつ毛げを震ふるわせて驚くと、両腕をぐっと頭上に伸ばして一息ついた。


    「ふぅ……でも、ゲームってなかなか面白いんですね。いったい何が楽しいんだろうなーって、いつも宗そう佑すけさんの後ろから見てただけでしたけど……わたし、気に入っちゃいました。ありがとうございますね、巻まき島しまさん？」


    　右目を包帯に覆おおわれたミイラのような顔で、小首をかしげて巻島に笑いかける。音耶がプレイしているゲーム機とソフトは巻島の差し入れである。


    「いえいえ～、お礼には及びませんって。あたしも昔盲腸で入院したとき、退屈で死んじゃいそうでしたから」


    　巻島は片手を振りながら気さくに笑うと、天井を上目遣いで見つめながらいった。


    「……それにしても音耶さんったら、トラックなんかに轢ひかれてよく生還しましたよねぇ？」


    　疑う様子もなく訊たずねてくる巻島に、俺と音耶は揃そろって気まずい顔になる。


    　先日ようやく腕のギプスが外れたのだが、音耶の有り様は完治とは程遠い。右足はギプスで固められ、顔の半分は包帯に覆われている。


    「……おまえ、悪運だけは強いもんな」


    「そうなんですよー……あ、あはは……」


    　音耶がぎこちなく笑い、巻島がうんうんと頷うなずく。


    「フツーだったらペシャンコですもんねぇ。ともあれ、音耶さんまで潰殺魔スカツシヤー事件の被害者の方々みたいにならなくてよかったですよー」


    「────」


    　巻島がふいに漏もらした一言に、音耶が一瞬、表情を強こわ張ばらせる。


    　この音耶の有り様は、今月初めに街を襲おそった連続猟奇殺人──ネット界かい隈わいでは『潰殺魔スカツシヤー事件』と呼ばれている──の顚てん末まつを巡るドタバタによるものだ。


    　瀕ひん死しの重傷を負いながらも、どうにか〝敵〟を打ち倒した音耶は、今も長い入院生活を強いられているのだった。


    「…………」


    　女子ふたりのやり取りを、俺は一歩引いた位置からハラハラとした気分で見守りつつ、飲みかけの缶ジュースに口をつける。


    「そのゲーム、クリアするまで貸してあげますんで、ゆっくり傷を治してくださいね～──と、もうこんな時間」


    　バイトの時間になったらしく（こいつはうちの事務所と飲食店のバイトを掛け持ちしているのだ）、巻島がベッドから腰を上げる。太ふと腿ももまであらわになった水玉模様のワンピースを翻ひるがえし、へろっと脱力系の笑顔を浮かべる。


    　片手を振って見送る音耶に、巻島は振り向きざま、ニヤリと悪魔めいた笑みを浮かべた。


    「──音耶さんがここでのーんびりしている間にもぉ、先輩は着々とあたしの魅力にメロメロとローラクされつつありますんで」


    「────」


    　去り際に放たれた挑発の台詞せりふに、音ね耶やの表情がぴきりと凍り付く。


    「えへへ。今のうちにせいぜいリードさせてもらいますからねーっ」


    　などとくだらない見栄を張る巻まき島しまだが、当然、実際にはこれまで間違いなどひとつもなし。極めてＫＥＮＺＥＮな、学生らしい付き合いといえる。


    「……ちなみに、具体的にはどのような方法でその、籠ろう絡らくとやらを？」


    　巻島の発言を真に受けた音耶が、温度の失せた声で訊たずねている。正直怖い。


    「そりゃもう、愛情を込めた手料理に決まってるじゃないですか！」


    「……あら。そういうことでしたら、わたしの方に一日の長がありますね。巻島さんって、確かお料理の方はまだまだ初心者でしたよね？」


    　勝ち誇った顔で微笑ほほえむ音耶に対し、しかし巻島は余裕の表情を崩さない。


    「ふっふっふ──甘い。甘すぎますよ音耶さん。愛する殿方の心を射止めるためには、技術なんてものはただのトッピングに過ぎません。大切なのはハートですよぅ！」


    　む、と身構える音耶に、巻島は両手で躰からだをかき抱いて悶もだえつつ、


    「というわけで巻島、次回は新妻の定番──裸エプロンに挑戦しようと思うのです」


    「は、はだかえぷろん？」
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    　何の脈絡もなくアホなことをのたまう巻まき島しまに対し、単語の意味を解していないらしい音ね耶やが訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめた。


    　この女はいろいろと大丈夫なのだろうか、と本気で心配になる。


    「先輩ったら、裸エプ好きですもんねー？」と巻島がこちらに振り向いていう。


    「いきなりゲスい話題振ってくんじゃねえ！」


    　さも当然のように断定されているが、巻島と裸エプについて語ったことなど一度もない。


    　まあ嫌いじゃないけどね。裸エプ。


    　覗のぞく横乳がロマン。ただし二次元に限る。でもそれがどうした。


    「なんか最近、先輩めっちゃ忙しそうなので、たまには躰からだを張ったサービスで癒いやしてあげちゃおっかなーなどと思い立った次第なのですが」


    「いや、いらない。おまえがやってもきっと金太郎にしかならない」


    「常々思うんですけど、先輩って女の子に対して用いるレトリックにデリカシーがないですよね！」


    　むきー、と肩を怒らせる巻島だが、すぐに笑顔になってぽんと手を打ち、


    「あ、そうだ。じゃあ先輩がやります？　裸エプ」


    「何がじゃあなのかわからねえけど、いいからとっととバイト行けよおまえ！」


    「あの……はだかえぷろんって何ですか？」


    　アホなやり取りを繰り広げる俺達に、音耶がわからないという表情で訊たずねてくる。別に読んで字の如ごとくなので、その質問は華麗にスルーする。


    「先輩って女の子みたいな顔してるし、きっと女装が似合うと思うんですよね。っていうか確信的に似合う。再来月は待ちに待った文化祭ですしー、せっかくだからミスコン出てみましょうよぅ！　クラスの女子総出でサポートしちゃいますよ！　服も化粧品もよりどりみどり！」


    「あ、確かに綺き麗れいな顔立ちですし、ちゃんとお化粧すれば美人になりそうですね！　巻島さん、わたしもお手伝いしていいですか？」


    「ですよねですよねー！　ではでは、めっちゃくちゃのギッタギタにトランスセクシャってやりましょう！」


    　反発したり意気投合したり、忙しい奴やつらだな。


    「……嫌いやだっての。誰だれが好き好んで、そんなけったいなモンに出なくちゃならないんだ」


    　巻島が露骨に残念そうな顔で眉まゆ尻じりを下げる。


    「じゃあ裸エプでエントリーします？」


    「何がじゃあなのかわからねえけど、俺を退学にさせたいのかおまえは！」


    　むしろ自主退学のち、即自殺するレベルの生き恥である。


    



    



    　巻まき島しまが去っていくと、広い病室は一気に静かになった。


    　音ね耶やの病室はクリーム色の壁紙に囲まれた大きな四人部屋で、それぞれのベッドは清潔なカーテンで仕切られている。音耶のベッドは左端の窓際に位置し、晴れ渡った窓の外には緑に覆おおわれた大きな庭園が一望できる。


    　この門かど間ま総合病院は、この瀬せ科しな市の中心部にででんと屹きつ立りつする企業立病院である。


    　地上一五階。許可病床数は一五〇〇床以上。三次救急の受け入れ、多種多様な診療科と最新鋭の設備を備えている。


    　この瀬科市に発祥の起源を持つ、かの巨大企業グループ──日本国内に知らぬ者はいないほどの一大複合企業コングロマリツト「門間グループ」によって五年前に設立された。それからというもの、市内市外問わず、最新鋭の治療を受けるために多くの患者がはるばる足を運んでくるという大病院だ。


    「さてと。──んじゃ、とっとと本題に入るぞ」


    　鋭い声音で本題を切り出したとたん、音耶の表情が途端に緊張を帯びた。


    　──というのも。


    　件くだんの「潰殺魔スカツシヤー事件」の終息と入れ替わるようにして、この街では今、奇妙な事件が人知れず横行しているのだ。


    「はい。ですが……死者の失踪だなんて、まるでさっきのゲームみたいなお話ですね」


    　音耶が神妙に眉まゆ根ねを寄せて呟つぶやく。


    　──死者の失しつ踪そう。


    　その突飛に過ぎる内容の呟きは、しかし何のレトリックでもない。


    



    　この病院から、死体が行方不明になったのだ。


    



    　始まりは一週間前。


    　ある女性が職場の屋上から身を投げ、この病院に搬送された。


    　しかし、すでに致命傷を負っていた女性は治療の甲か斐いもなく死亡。


    　あげくその遺体が、目を離した隙すきに院内から忽こつ然ぜんと消え去った──という次第である。


    　以上の出来事を皮切りにしたかのように、この瀬科市からは病院内外合わせ、すでに三体もの遺体が、文字通り〝行方不明〟となっている。いずれのケースも目撃者はいまだなし。


    　病院の霊安室から、あるいは引き取られた遺族宅から──彼らは何の痕こん跡せきも残さず、その存在をくらませていた。


    「さしずめ、リビングデッド事件……とでも呼ぶべきでしょうか」


    　音耶がぼそりという。さっきまで遊んでいたゲームから連想したのだろうが──それはあまりに非現実的な推測だ。単に、盗難に遭あっただけと考えるのが真っ当な判断である。


    　──これまでに失しつ踪そうした遺体全てに共通する、とある異常がなければ、の話ではあるが。


    「遺体が消えたすべての現場からは、失踪者の血けつ痕こんが残されている。──まるで、遺体がその場で、誰だれかによって傷付けられたかのように」


    　故人の亡なき骸がらには、エンバーミングという消毒・保存処理が施ほどこされる。


    　つまり間違っても、ベッドや棺内に出血の跡が残ることなどありえない。


    　そして、その僅わずかな血痕は例外なく、遺体の右手に位置する箇所に付着していたという。


    　まるで──遺体を持ち去った犯人が、故人の右腕を傷付けたかのように。


    「ええ。今回の連続遺体失踪事件には──おそらく〈奇腫指キヤンサー〉が関かかわっています」


    　何度耳にしても嫌悪感とおぞましさを覚える単語に、胸の中が疼うずく。


    　──〈奇腫指キヤンサー〉。それは人の心に取り憑つき、欲望に働きかけるいびつな腫しゆ瘍ようだ。


    　いまだ正体の見えない敵の存在を、俺と音ね耶やはひたすらに追いかけている。


    「今回の事件は異常です。少なくとも、ただの盗難目的であるとはどうしても思えません」


    　実際、その逸脱した事件内容を考慮され、今回の事件は世間にはいまだ隠匿されている。


    　音耶のいう通り、今回の事件に〈奇腫指キヤンサー〉が関わっている線はかなり濃厚だ。


    　重量のある人間の遺体を、誰にも悟られることなく持ち去るという、犯行の困難さ自体も去ることながら、「死体を盗む」という行為の異常性──犯人の目的が、まったく見えてこない。


    　だからこそ、その常軌を逸した行為の裏には、〈指〉に取り憑かれた人間に共通する、極端なまでの行動理念の一元化──病的なまでなひたむきさを感じる。


    「一応、調べてみたが──三人の被害者達の間には、何ら目立った関係性が見られなかった。消えた被害者達全員が、ほぼ間違いなく赤の他人だったはずだ」


    　貴重な夏期休暇終盤の二日間ほどを費やして、情報を集めてみたのだ。


    　これまでに〝失踪〟している被害者は三名。失踪した順から……


    　自動車整備工場に勤務していた、十代の女性。


    　隣町の配送業者に勤務していた、四十代の男性。


    　末期癌がんの闘病の末に死亡した、八十代の女性、である。


    　一人目の女性は病院から、二人目と三人目はそれぞれ引き取られた遺族の家から、忽こつ然ぜんと姿を消したまま、今現在も発見されていない。


    　──遺体の性別も年齢も、妙にバラついているのが気になるところだった。犯人の目的がまるで見えてこない。


    「……って、何だよ？」


    　現状報告を淡々と口にする俺に、音耶が不満そうな眼まな差ざしを向けていた。


    「ここ数日、顔を見ないなと思ってたら……ひとりでそんなコト調べてたんですね？」


    　俺がひとりで事件に首を突っ込んでいたことが気に入らないのだろう。しかし、こいつはピンピンしているように見えてまだまだ怪け我が人にんなわけなので、おいそれと頼るのもどうかと思う。


    「あまり危ない真ま似ねはしないでくださいね。……宗そう佑すけさんには馬耳東風でしょうが」


    「別に、身に危険が及ぶようなことはまだしちゃいねえよ。……それに今回に関しては、犯人の目星がつかない以上、被害者の視点から考えを詰めていくしかないだろ」


    　失しつ踪そう者である二人目の中年男性と三人目の老人は共に病死だ。不審な点は特にない。


    　だが、一人目の女性の死因は、職場の屋上から飛び降りたことによる出血性ショック死だった。


    　名前は梨なし木き静しず來く。一九歳。


    「何かしら手掛かりがつかめる可能性が残されてるとしたら、俺はそこだと思う」


    　ただの勘にすぎないが。調べ終えて何の収穫もなければ、二人目、三人目と順々に調べていくだけだ。


    「……それにしても宗佑さん、今回はなんだか、ずいぶんと積極的なんですね？　今回の事件の被害者達はすでに故人です。貴き織おりさんのときと違って、直接的な犠牲者はまだ出ていないのに……」


    「関係あるか。これ以上、あの忌いま々いましい義ぎ指しをのさばらせてたまるかってんだ。……ただでさえ後手に回ってるんだ、こっちも動かなくちゃ始まらねえだろ」


    　不思議そうに見つめてくる音ね耶やから視線を外し、手元に視線を落とす。


    　脳裏をよぎったのは、数週間前の出来事──廃はい墟きよに散らばる死体の山と、その真ん中で泣き叫んでいる少女の光景だ。頭を振って、その真っ赤な映像を追い出す。あの時、何も摑つかむことのできなかった掌てのひらを強く握り締める。


    　もう二度と、同じ轍てつなんざ踏むもんか、と舌を打つ。


    　こちらの心情を見透かすように、音耶が目を細める。


    「──約束してください。くれぐれも、ひとりで危ない真似はしないと。少なくとも、わたしが動けるようになるまでは大人しく──あいたっ」


    　表情を曇らせる音耶の額に、痛烈なデコピンをかます。


    「うぅ……怪け我が人にんに何てコトするんですかぁ……？」


    「怪我人の分際で、所長様にナマいってんじゃねー」


    　涙を浮かべて額を押さえる音耶に一いち瞥べつくれてやる。


    「そういえば脚のギプス、明日外れるそうです。これでだいぶ身軽になりますね」


    「そうかい」


    　嬉き々きとして報告してくる音耶から視線を背け、椅い子すから立ち上がった。じき夕方だ。まだ陽の出ているうちに、やれるだけのことはやっておかないと。


    「──っと、忘れてた。おまえ着替えとか足りてんの？」


    「心配ご無用です。昨日、巻まき島しまさんがどっさり届けてくれたので」


    「……なんだかんだ、おまえらって仲良いのな」


    　巻まき島しまを事務所で雇うにあたって、音ね耶やとの付き合いはあらゆる意味で不安要素だったのだが……少なくとも俺から見れば意外と仲良くやっている様子である。音耶がさっきまでプレイしていたゲームも、元はといえば巻島が貸し与えたものだったりする。


    「そんな。心遣いのできる、とても優しい方ですよ？　先日、歓談の折に〝怖いのは苦手〟と明言したわたしに、あんな素敵なゲームを貸してくださったんですから！」


    「陰湿すぎる……」


    　ついでに、音耶に苦手なものが存在したのも初耳である。


    「でもおまえさっき、楽しそうにゾンビ撃ち殺してたじゃん」


    　しごく真っ当なツッコミに、音耶はなぜか偉そうに胸を反らせてみせる。


    「わたしが苦手なのは幽霊とか怨おん霊りようとか、摑つかみどころのないモノ全般なんです。死体のひとつやふたつでいちいちビクビクしていたら、探偵助手なんて務まりませんよ？」


    「結局、物理攻撃が通用するかしないかの差でしかないのか……」


    　ともあれ、巻島の嫌いやがらせは見事に空振ったらしい。


    「……まあいいや。んじゃな。何かわかったら連絡する」


    　片手を上げて、冷房が効いた病室を後にした。


    



    　　　◇


    



    　その日の深夜。


    「おーい、お菓子ってこれで全部だっけかー？　もっと買わなかったっけ？」


    「どれだけ食べる気よ、あんたは。時間を考えなさい……太るでしょうが」


    「皆さん、もっと詰めてくださいねー。廊下から看護師さんに見られてしまいますので」


    　明かりの落とされた病室に、音耶を含めた少女達の微かすかな声が響いている。音耶のベッドは今、定員を無視した三人もの少女の体重を支え、ぎしぎしと小さな軋きしみを上げていた。


    　消灯時間をとっくに過ぎた深夜──人知れず開催された、秘密の女子会である。三人寄り集まってシーツをテントのように被かぶり、昼間に購入しておいたお菓子の袋を囲んでいる。


    「……だいたい、わざわざこんな夜中にこそこそ夜更かしする理由があるの？」と黒髪をふたつのおさげにした少女が訊たずね、


    「まったく、わかってねえな。あえて規則を犯すことで生じるスリルと背徳感がだな……」と、短い髪を明るい茶色に染めた少女がくだけた口調で答えている。


    　ふたりは中学三年生で、音耶と同室の入院患者である。


    　黒髪の少女は肺の手術、茶髪の少女は部活動中に負った骨折により、それぞれ入院している。数日前に音耶がこの大部屋に移ってきてからは、すこぶる良好な関係を築いていた。ふたりとも音耶と同じく、すでに退院を間近に控えている身である。


    「その背徳感というのは、たとえばそのライオンみたいな髪の色のことかしら？」


    「るっせーなー、退院したらちゃんと戻すっての。だいたい夏休みってぇのは、規則にがんじがらめにされた学生が、つかの間の自由を謳おう歌かするためのゴールデンタイムだろ？」


    「その単語の使い方は、致命的に間違っているわ」


    　他愛もない会話が終わるのを、音ね耶やは焦じれた気分のまま座して待つ。


    「あの、おふたりとも？　そろそろ……」


    　その我慢もすぐに限界へと達し、音耶は意を決して控えめな声で切り出す。


    「……そうだったな。今夜の目的は、こんなどうでもいいことじゃないもんな」


    　そう。こんな深夜に、女子三人が何のためにコソコソと集まっているのかと問われれば──その目的はずばり「恋バナ」だ。


    　ちなみに計画の言い出しっぺはほかならない、音耶本人だった。せっかく同世代の女の子達と知り合えたのだから、いつか噂うわさに聞き及んだ「女子会」なるものを体験してみたかったのだ。


    　そんなこそばゆい希望を、つい先日それとなく茶髪の少女に伝えてみたところ、実に張り切った調子でこうして段取りまでしてくれた。


    　湧わき上がる期待感に胸を膨ふくらませる音耶に、茶髪の少女が「そんなにあわてんなよ」とばかりに、にやりと頷うなずいてみせる。そして──


    「うっし。それじゃあ音耶サンもお待ちかねみたいだし──では第一回『暑い夏を乗り越えろ！　背筋も凍る☆超怖い怪談話大会』始めるぞー！」


    「……はい？」


    　何か今、わけのわからないコトバが聞こえてきたような。我が耳を疑いつつ顔を上げる音耶を置いてけぼりにして、黒髪の少女は合点がいったといった様子で頷いていた。


    「なるほど……このシチュエーションを選んだのはそういうコトなのね。友達同士の怪談話なんてもうやり飽きたけど、深夜の病院っていうのはまあ、それなりに風流かも」


    「あの、どうして普通に納得していらっしゃいますか？」


    　音耶の脳内を包んでいた桃色の乙女空気が、瞬時にしてドス黒い闇やみへと移り変わっていく。


    「じゃあ行くぞぅ……まずはかるーく定番モノから──」


    　いまだに状況を飲み込めない音耶のことなど歯し牙がにも掛けず、夏の夜にふさわしい恐怖のひとときが静かに幕を開けた。


    



    



    　今こ宵よい一〇本目にして、本命たる新興都市伝説……その名も黒傘アンブレラが、茶髪の少女によるおどろおどろしい口調によって語り終えられた。かいつまめば、黒い日傘を持った殺人鬼の幽霊が、夜道を歩く通行人を追い回して呪のろい殺す、というありふれた内容である。


    「～～～～…………っ」


    　音ね耶やはベッドに顔を押し付けて両耳を塞ふさぎながら、自らの聴力の鋭さを呪のろっていた。


    「……あのー、音耶さん？　ビビりすぎじゃないですか？」


    　耳をふさいで丸まる音耶の背中を指先で突きながら、黒髪の少女が呆あきれた声をかけてくる。


    「──わたし、本当にこういうのはだめなんです。いえ、ほんとに」


    　むくりと起き上がりつつ、片手を握って訴える音耶。いたずらを成功させた少年のような笑みを浮かべた茶髪の少女と目が合う。


    「うぅ……もしかしなくても確信犯でしたね……？」


    「いやいや、音耶サンったらめっちゃ怖がってくれるんで、こっちも話し甲が斐いがあったわー」


    「うぅ……楽しみにしてたのに……」


    　寂しそうに呟つぶやく音耶の肩をぽんぽんと叩たたきながら、茶髪の少女が笑う。


    「にしてもこの〈黒傘アンブレラ〉ってのは、ぽっと出の新作にしちゃーそれなりの出来だったな。字じ面づらのインパクトこそ難ありだけど、ナマ語りでの臨場感はそれなりだ」


    「……その話って、瀬せ科しな市発祥の都市伝説だって聞いたんだけど本当なのかしら？」


    「そういうの、ほんとにやめてください……」


    　さらっととんでもない事実が発覚し、音耶はふたたび耳を塞ぎたくなった。


    　もしも自分が同じ目に遭ったら──などとリアルな想像をしてしまい、思わず声を荒らげてしまう。声を抑えて笑うふたりを、音耶はきっと睨にらみ付け──ふと、あることに気付いた。


    「あ、あのぅ……」と片手を上げ、音耶はおずおずと訊たずねる。


    「？」


    　正直、口に出すのを気兼ねしてしまう。が、このままだと本当に取り返しがつかないことになりそうだ。ええいと首を振って活を入れる。心の中で声を振り絞って、はい、せーの！


    「おふたりとも、お化粧とか行きたくありません？」


    「別にー」「特には」


    　世にも冷ややかな返答。落胆しつつ、落ち着きなく両りよう腿ももをもじもじさせる音耶を観察していた茶髪の少女が、にやりと意地の悪い笑みを浮かべた。


    「ははん。音耶サン、もしかして怖くなっちゃったんだ？」


    「くっ……！」


    　仮にも年上おねえさまの身としては、根性が曲がっていてよ、と指摘したくもなる。


    「そーだねぇ～、真夜中の病院の便所にひとりっきりってのは、さぞ怖いだろーねぇ～」


    「ちょっと、言葉が汚い」


    「そんなことはいいですから……お願いですからどっちかおひとりでも……っ」


    　いい加減、自らを襲おそう非常事態が切羽詰まったものとなりつつある。ああもうどうしよう、こうなったらどちらかひとりでも力ずくで従わせて……などと、完全に冷静を欠いた思考が、音耶の中で展開され始めていた。


    



    



    　静まり返った病院の廊下は、どこか閉塞的な雰囲気に包まれていた。照明の大部分はすでに落とされ、足元の誘導灯が放つ淡い光が、白い壁をぼんやりと照らし出している。


    　視界に困るほどの暗さではないが、それがいっそう、「深夜の病院の廊下」という視覚的な不気味さを強調してくる。


    「…………」


    　薄暗い廊下を、音ね耶やは松まつ葉ば杖づえをつきながら進んでいく。運の悪いことに、病室からもっとも近いトイレは修理中につき使用禁止となっており、彼女は階下のフロアへの移動を余儀なくされていた。


    「うぅ……消灯前にトイレくらい行っておくんだった……」


    　そんな情けない独り言を漏もらしつつ──彼女はふと、暗くら闇やみの中でこうして身をすくませている〝自分〟の姿を冷めた視線で観察している、もうひとりの〝自分〟に気付く。


    「────」


    　それは声にならない疑問だった。


    　自分は今、ひとりきりで深夜の院内を歩き回るという状況を、心底から怖がっているのか。


    　それとも、自分という存在に埋め込まれた機能の一端が、人間らしくあろうと擬態しているだけなのか。


    　自分自身のことであるにもかかわらず、そんなことすら──音耶にはわからなかった。


    



    　神楽かぐらヰゐ音耶は、造られた存在である。


    　装着者に人じん智ちを超えた〝能力〟を与える義ぎ指し──〈奇腫指キヤンサー〉は、その者の魂を最後の一片まで喰くらい尽くす、貪どん欲よくな悪性腫しゆ瘍ようである。義指に付加されているのはあくまで〝才能〟ではなく〝人格〟なのだ。


    　しかし、ひとりの人間に収めることのできる精神は、どうあがいたってひとり分のみだ。その矛盾を補うため、義指に内包されたプログラム人格は、装着した人間の精神リソースを喰らうことで、無理やり自分の居場所を作る。その結果が、宿主となった人間の人格崩壊だ。


    　ゆえに、義指にプログラミングされている人格ソフトは、専用の肉体ハードを用いての運用が前提にして絶対条件となる。


    　──そして音耶の肉体こそ、まさしく〈奇腫指キヤンサー〉の運用を専門とする〈専用肉体ハードウエア〉だった。ゆえに過不足なく、不安定極まりない義指を扱うことができるし、少なくとも外見上での人間との差異は、その艶つやめく白髪や整いすぎた容姿を除けば皆無である。人間との内部的な差異に関しては、音耶本人も詳しくは知らないが──彼女の治療に関しては〝ある協力者〟が派遣した専属医師が担当しているため、彼女の肉体の特異性は露見していない。


    　今、彼女の肉体と接続している〈紅こう指し〉は、他の義ぎ指しの排除、切除を目的とした〈奇腫指キヤンサー〉だ。音ね耶やは自身の義指にプログラミングされたその使命に従って、これまでに複数の敵を刈り取ってきている。


    〈奇腫指キヤンサー〉を──そして、自分自身を生み出した存在が何者であるかさえ知らず、そして疑問にも思わないまま、音耶はこれまでの日々をつつがなく過ごしてきた。


    　音耶は、自分自身の存在を〝指を刈る人形〟と規定していた。


    　余計な感情など持たず、無駄な同情などせず、ただ与えられた使命を遂行する、奇械仕掛けのデク人形。


    　物事を円滑に進めるため、相手から情報を引き出すため──様々な目的ありきで、音耶は目覚めてから今日に至るまで、ひたすら人の真ま似ね事ごとを演じることに努めてきた。


    　そして、今こうして大きな問題もなく入院生活を送っているように、人間社会で過ごすことに不自由のない〝人格らしきもの〟を獲得したのだ。


    「…………」


    　そんな彼女だからこそ──時折わからなくなるのだ。


    　今、こうして考えている自分自身が、いったい何なのか。


    　パートナーである宗そう佑すけのことを、〝失いたくない存在〟として認識している自分が何なのか。


    　音耶は自身の右手を見下ろす。


    　今、こんな大層なことを考えている自分自身さえ、この紅あかい義指にそうさせられているのではないか。人間らしく振る舞うこともまた、義指に組み込まれたシステムではないのか。


    　演じることが当たり前になりすぎて、本来の自分自身との境界線が曖あい昧まいになっている──そんなどうしようもない矛盾に、音耶は小さくため息をついた。


    「……そういえば」


    　出口の見えない思考に耽ふけるうちに、思考はいつしか完全に切り替わっていた。暗くら闇やみに対する恐怖は、すでにどこかへと消え去っていた。


    　このまま階下──一階まで降りれば、霊安室のある通路まで行くことができるはずだ。


    　この病院の霊安室から遺体が消え去ったのは、一週間前に起きた梨なし木き静しず來くの一件のみである。発生から時間が経たちすぎているし、そもそも、今向かったところで都合よく何かが起こることなどあり得ないだろう。


    　それでも。何事もまずは自分の目で見み据すえることだと──いつか宗佑がいっていたのを、音耶はふと思い出していた。


    　音耶は差し迫っていた用事を済ませるとトイレを出、そのまま階段をゆっくりと下りていった。耳を澄ませ、息を殺し、巡回中の看護師や警備員と鉢合わせしないよう注意を払いながら進む。ギプスで固められた不自由な右足が、心底煩わずらわしかった。


    　やがて一階に到着する。そのまま歩を止めず、会議室や喫煙室、休憩室の扉の前を通り過ぎて進むと、やがて曲がり角に差し掛かった。この先に霊安室があるはずだ。


    　一度だけ深呼吸をして頭をクリアにし、音ね耶やは静かに足を踏み出した。角を曲がる。


    　数メートルほど前方に、微かすかな照明を反射して冷たく輝くスチールの扉が構えていた。


    　霊安室へと続く扉である。


    　無駄と知りつつ、音耶は扉へ歩み寄ると、取っ手に手を掛けて強く引いてみた。がちん、という硬い手て応ごたえ。当然ながら施錠がなされている。


    「……だめですよね」


    　一応のリアクションとしてぼやいてはみたが、予想していた結果である。ひとまず、状況確認として周りを見渡してみる。通路の両サイドには面会室や納棺室、エンバーミングを行う部屋などがあるが、いずれも霊安室と同じように施錠されている。


    　通路はここで行き止まりである。もしも看護師に見つかれば言い訳は立たない。この場を一刻も早く立ち去ろうと、音耶は扉から身を翻ひるがえし、


    「────！」


    　立ち止まって、目を見開いた。


    　息を呑のむ。


    　自分がつい先刻通り過ぎた通路の中心──


    　そこに、いつ現れたのか、小さな人影がぽつりと佇たたずんでいた。


    



    「にゃ、にゃ、にゃ───？」


    



    　歌うように無邪気な声が、静まり返った廊下に反響する。


    　目の前に立ち尽くしているのは、ぶかぶかのパジャマを身につけた小柄な少女だった。


    　栗くり色いろをした髪を頭ごとすっぽりと覆おおう、大きな猫耳があしらわれたフード。


    　薄うす闇やみと長く伸びた前髪に隠されて、少女の表情ははっきりと窺うかがえない。だが、微かに覗のぞくあどけない両の瞳ひとみは、誘導灯の淡い光を反射して爛らん々らんと輝き、音耶の全身を舐なめるように凝視している。腰元には、何か大切な物を繋つないでいるのか、細い鎖が揺れていた。


    「──あなたは？」


    　一歩身を引きながら、音耶は短く訊たずねていた。


    　真っ当に考えれば、彼女も自分と同じ入院患者だろう。年としは一〇歳前後といったところか。敵意も殺意も感じられない。


    　だというのに、音耶は全身に緊張を走らせていた。


    　通路に浮き彫りになる少女のシルエットは、ゆらめく幽鬼のようだ。少女の存在感はどこか希薄で、一度でもまばたきをすれば、次に瞼まぶたを開いたときには跡形もなく消え去ってしまいそうな──奇妙な儚はかなさと不気味さに満ちている。


    「お姉さんも、さがしにきたの？」


    　音ね耶やの質問を無視するかたちで、少女が口を開いた。


    「……？　何をいっているんです」


    　低く答える音耶に対して、少女は大きな猫耳を小刻みに揺らしながら、「にゃふ」と愛らしく笑ってみせる。そして、童謡でも口ずさむかのような無邪気な声で、


    



    「───迷子の死体を、さがしにきたの？」


    



    　そんなことを、告げた。


    「……！」


    　瞬間、音耶の意識は即座に臨戦態勢へと移った。背中を扉に付け、邪魔な松まつ葉ば杖づえを手放す。


    　少女の体格は音耶よりも二回り以上小柄だ。肉弾戦に持ち込めば、容た易やすく仕留められるだろう。


    　だが、〈奇腫指キヤンサー〉に侵された者に、常識的な道理などいっさい通用しない。


    　……件くだんの連続遺体失しつ踪そう事件は、いまだ世間には公表されていないはずだ。事件を知るのは一部の警察関係者や、宗そう佑すけや音耶といった〈奇腫指キヤンサー〉と関かかわりを持つ者──


    　そして、遺体を持ち去った犯人のみである。

  


  [image: ]


  
    



    「あなたが──遺体を持ち去った犯人ですか？」


    　音ね耶やの問いに少女は答えない。黙ったまま、ただ微かすかに首をかしげるだけだ。


    「そうですか。では──その躰からだで確かめさせていただきます」


    　無機質な声で音耶は宣告し、戦闘の枷かせとなるギプスを踏み砕こうと片足を持ち上げた。


    　そのとき、


    



    　ぺたり　ぺたり　ぺた


    



    　そんな粘ねばついた足音が、音耶の耳の奥に染み込んできた。


    　素足がリノリウムの床を踏む音。それは背後──霊安室に続く扉の向こうから、音耶の聴力をもってしてかろうじて聞き取れる程度ではあるが、確かに響いてくる。


    　ぺたり、ぺたり。


    　音耶は考える。看護師や入院患者であれば、素足で院内をうろつくような真ま似ねなどしない──いや、そもそも施錠された霊安室の中をひとりでうろつかなければならない状況など、とてもじゃないが想定できない。


    　──日中、宗そう佑すけが話していた事件の内容が、否いや応おうなく脳裏に蘇よみがえる。


    （リビング、デッド……！）


    　目の前から一歩も動かない少女を、音耶は片目で睨にらみ据すえる。


    　ぺたり、ぺた。


    　足音が止やむ。凍るような静寂が場を支配し、その直後──


    　がごん、というひときわ大きな金属音が、音耶の背後から鳴り響いていた。


    　明確な異常事態を前に、音耶はほんの一瞬、注意を正面から逸そらした。ちらと振り返る。扉は変わらず閉ざされたままだ。今の物音は、この入り口の反対側──外へと続く扉が開け放たれた音に違いなかった。


    「って、な……!?」


    　すぐさま正面に向き直った音耶は、驚きよう愕がくの声を発した。


    　目を離したのは一瞬のはずだった。だというのに、猫耳フードの少女は、まるで本当に幽霊であったかのように、音耶の前から忽こつ然ぜんと姿を消していたのだ。


    　あわてて駆け出し、曲がり角から飛び出して薄暗い通路を隅から隅まで見渡す。


    「いない……！」


    　ほぞを嚙かむ思いで呟つぶやき、音耶はふたたび背後の扉へと向き直った。逃げ去った少女のことは気がかりだったが、何者かも知ることのできない人物の追跡よりも、今は扉の中で起きている明らかな異常事態の全容を把握することを、音耶は優先していた。


    　音耶の目の前には、鈍く輝く銀色の扉が立ちふさがっている。


    　銃さえ持っていれば、ピンポイントで鍵かぎを破壊できたかもしれないが──入院生活の中でそんな物を携行するわけにもいかず、事務所に置いてきてしまっている。どのみち病院の中で銃声を轟とどろかせるのはあまりにリスクが高い。


    　多少時間をかければ、素手でも力ずくで開けられるだろうが、そんな悠長な真ま似ねをしていてはすぐさま誰だれかが駆け付けてくるだろう。


    「もう……っ！」


    　苛いら立だたしげに呟つぶやき、音ね耶やは太ふと腿ももにつけたシガレットケースへと素早く手を伸ばした。


    



    「装填リロード──〈潰殺鬼スカツシヤー〉」


    



    　音耶の右手から、小指の義ぎ指しが引き抜かれる。


    　音耶は外した義指をシガレットケースに収め、入れ替わりに新たな義指を取り出した。爪そう部ぶを銀色のマニキュアで彩られた小指──


    　欠けた右手の断面スロツトに、その義指が押し当てられる。ただの無機物でしかなかったはずのそれは、まるで融とけた断面同士が癒ゆ着ちやくするようにして、音耶の手と瞬時に繋つながる。


    「──────」


    　今まで音耶〝だったもの〟の躰からだが一度だけ震ふるえ、吐息のような呻うめきを上げる。そして──


    



    「もぉお……いきなり起こさないでくださいよぅ～……」


    



    「その人物」は音耶の声と姿のまま、さも気けだるい口調で不満を訴えていた。


    　いや──違う。それは単なる口調の変化ではない。


    「ああ、もう……眠いので、手っ取り早く終わらせますねぇ……せーっの」


    　包帯に隠れていない音耶の左目──その虹こう彩さいが、鮮やかな銀色の輝きを放つ。絶大な圧力が空間の中に渦を巻く。


    　それは、前回の事件において音耶と宗そう佑すけが回収した〈奇腫指キヤンサー〉だ。


    　銘を銀ぎん指し〈潰殺鬼スカツシヤー〉。


    　能力アビリテイは、視界内の標的を押し潰つぶす空間圧縮。


    　触ふれてもいない金属製の扉が、見えないプレス機にかけられて紙くずのようにひしゃげる。甲高い音が通路全体に鳴り響き、霊安室に続く扉が開放される。


    「……おやすみなさぁ～い」


    　そんな間の抜けた一言と共に銀色の義指が外され、音耶の右手の断面には、ふたたび紅あか色の義指が装着される。


    「すごい破壊力……」


    　即座に「神楽ヰ音耶元の人格」へと立ち戻った音ね耶やは、感心するのもそこそこに霊安室へと踏み込んだ。今の一撃で、間違いなく異常を悟られているはずだ。警備員や看護師が駆け付ける前に片をつけなければならない。しかし──


    「────」


    　暗くら闇やみの中を見回した音耶は、思わず舌打ちを漏もらした。


    　視界に飛び込んできたのは、簡素な部屋の真ん中にぽつりと残された空からのベッド。床には白いシーツが無造作に落ちている。


    　外へと続く扉は、大きく開け放たれている。夜風に煽あおられた鉄扉が、きぃきぃと虫の鳴き声のような音を立てている。


    　──この病院は、四方を広大な庭に囲まれている。日中は色とりどりの花が咲き誇り、背の高い木々の葉がざわめく美しい庭園だが、夜間になると明かりが落とされ、色彩を失って、うら寂しい樹海のような様相を呈する。


    　開け放たれた扉の向こう側には、鬱うつ蒼そうと茂る木々からなる夜の森が、虚むなしく広がっているのみだった。

  


  
    　Day02【20xx/08/29】


    　翌朝。


    　昨夜、四件目の「遺体失しつ踪そう」が発生したことを、俺は桐きり呀がから報しらされた。


    『芥あくた、今回の〝失踪者〟は白しら坂さか蒔まき絵え。四十代の女性だ。門かど間ま総合病院内で死亡後、霊安室から忽こつ然ぜんと消え去っている。死因は病死だ。ちなみに彼女が死に至るまでの過程に、なんら事件性は見られない』


    　照り付ける日射とは対照的な、冷え冷えとした声を携帯電話越しに聞きつつ、目的地を目指して歩道を歩く。


    「そうかよ」と生返事を返す俺に、桐呀は不満そうに声を潜ませた。


    『気のない返事だな。腹でも減っているのか？』


    「だって、もう通算四件目だろ。何も起こらないほうがおかしいっての。だいたい、昨日の夜中に音ね耶やから聞いてるし」


    　昨夜遅く、なかばパニック状態に陥った音耶から連絡があったのだ。大まかな事態の流れはその際に聞いた。


    『そういえばそうだったか。まったく神楽かぐらヰゐの奴やつ、あのボロ雑ぞう巾きんのような有り様から、よくこの短期間で回復したものだ。相変わらずの化け物ぶりだな』


    　桐呀が失笑混じりにいう。こいつは警視庁捜査一課の警察官であり、互いに〈奇腫指キヤンサー〉を追い続ける協力者であり、こちらにとっては貴重な情報源でもある。


    　音耶の特異性についても重々承知しており、彼女に専属の医者を手配したのも桐呀の計らいだった。


    「それで、残った手掛かりや目撃者は？」


    『神楽ヰが派手に壊した扉以外、目立った痕こん跡せきはない。……というか芥、奴に重々注意しておけ。いくらなんでも目立ち過ぎだ』


    　桐呀が声を鋭くしていう。確かに、扉をぶち破るのはいくらなんでも豪快すぎだ。しかも成果ゼロ。


    『ああ、それともうひとつ──』


    　含みのある声で桐呀が笑う。


    『これまでと同様、安置室のベッド──遺体の右腕に位置する箇所に、僅わずかな血けつ痕こんが残されていたよ』


    「…………」


    　返す言葉もなく辟へき易えきする俺に、桐呀が可お笑かしそうにいう。


    「第三者が遺体を損壊させたのは間違いない。──右手という共通点は、気になる符号だな？」


    〈奇腫指キヤンサー〉はひとつの能力につき一本しか存在しない、といつか音耶がいっていたが──今回の事件がもしも単独犯だとしたら、その行為にはどんな意味があるのか。


    「不可解な事件だが──ともあれ、早いところ貴様らが解決してもらえると助かるんだがね。世間に露ろ見けんしないよう遺族や関係者を押さえるのにも、限度があるからな」


    「……あのな税金泥棒。人任せもいい加減にしろっての」


    「心外だな。裏で私がどれだけ骨を折っているか、語って聞かせてやりたいよ」


    　はたしてどこで、どのような思惑が、どのように働いているのか。事態における末端に過ぎない俺には知る由よしもないが、そこに桐きり呀がの存在が一枚嚙かんでいることだけは間違いない。


    　こと〈奇腫指キヤンサー〉に関かかわる問題に関して、こいつは得体の知れない特権を握っているフシがある。その影響の及ぶところが司法の範はん疇ちゆうなのか、それともその枠外にあるのかは、いまだによくわからない。こいつは怪しい黒幕よろしく、事件に直接関わること以外の何を訊たずねたところで、不快な薄笑いを浮かべるだけだ。


    　──その辺についてはいずれ、洗いざらいぶち撒まけてもらわねばなるまい。


    『では用件は伝えたぞ。こちらは仕事中の身でな』


    　用件を伝えるだけ伝えて、桐呀はさっさと通話を終えようとする。


    　電話の向こうからは、事件現場に特有の緊張感に満ちた独特の声や音が、切れ間なく聞こえてくる。


    「やたら騒がしいけど──なんかあったのか？」


    『ああ、こちらはじき報道に流れるだろうがな。殺人事件だよ』


    　聞けば昨夜、市内に停とめてあった車の中から一体の変死体が発見されたという。


    　被害者は市内に住む無職の青年で、全身を鋭利な刃物でメッタ斬ぎりにされて、自身が所有する車の中に放ほうり込まれていたらしい。わかりやすい異常犯罪に、思わず顔をしかめる。


    『犯人はいまだ確保できていない。痕こん跡せきらしい痕跡も残していないうえに、現場周辺には監視カメラもないときた。おかげでこっちはてんてこ舞いだよ』


    「てんてこ舞いって言葉遣い古くねえ？」


    『うるさい。──それに、話はそこで終わりではなくてな』


    　もったいぶった口調で桐呀は続ける。


    『被害者の車から、第三者の血液が検出されている』


    「第三者の血けつ痕こんって……車内から？　だったら犯人の血じゃないのか、それ」


    『いや、外装からだ。バンパーやボンネットが破損していたし、ヘッドライトも砕けていた』


    「典型的なひき逃げ車両だ」


    『ああ。まだ血痕の身元は判明していないが──しかし、妙なことにね』


    　一泊の呼吸を置いて、桐呀はぼそりと告げる。


    『──少なくともここ数週間、未解決のひき逃げ事件なんて発生していないんだ』


    　俺は返答に詰まる。


    　被害者の存在しないひき逃げ事件、か。


    　それはそれで不可解極まりないが、今は余計なことにかまけている余裕などない。


    「まあいいや、せいぜいがんばって──」


    　通話を終えようと伸ばした指を、しかし俺はとっさに止めていた。


    　現実に起こりうるはずもない──嫌いやな予感が頭を掠かすめていた。その懸念を気け取られないよう、極めて平静な口調で桐きり呀がに訊たずねる。


    「なあ。その犯人ってさ──まさか、奴だったりしないよな？」


    　その一言だけで、こちらの意図は伝わったらしい。桐呀が『む』と短い声を漏もらす。


    　全身メッタ斬ぎり──その悪趣味に過ぎる被害者の様相が、冬に起きたある事件を否いや応おうなく思い起こさせたのだ。


    　今も目に焼き付いている。


    　黒い刀を携たずさえた、白い髪の殺人鬼──


    『それこそまさかだ。安心しろ。少なくともアレの仕業ではなかろうよ』


    　こちらの懸念を、桐呀は一笑に付してみせた。


    『全身メッタ斬りとはいったがね、ひとつひとつの傷は浅いし、切り口だって小学生が家庭科の授業で切った野菜よりも粗雑だぞ。たったの一いつ閃せんで四肢を斬り飛ばす〈斬殺鬼リツパー〉の剣けん捌さばきとは、比べるべくもない』


    〈斬殺鬼リツパー〉──その異名を、久々に他人の口から聞いた気がする。


    　あのいかれた殺人鬼は、俺が初めて対たい峙じした異能であり、そして──


    『それに貴様だって承知しているはずだぞ？　奴やつはすでに──』


    「とっくに死んでいる、か」


    　先回りした俺の相あい槌づちに、桐呀は耳元でくつくつと笑ってみせる。


    『そう。忘れ形見カラダだけを残してな』


    　ぶつりと通話が切れる。沈黙した携帯をポケットにしまい、歩調を早める。


    　──昨夜、音ね耶やが目撃したという猫耳の少女について思考を巡めぐらせる。


    　その少女が何者なのか──そもそも実在するのかすら判然とはしないが、遭遇時の状況や発言を考えれば当然、失しつ踪そう事件の犯人としての疑念は募る。


    　ともあれ、音耶には一刻も早く、その少女の正体を突き止めてもらわなければなるまいと考えつつ、俺は進む足を止め、目の前の建物を見上げた。


    　いつの間にか目的地に到着していた。時刻は午前一一時前を示している。


    　工場こうばの方からはコンプレッサーやグラインダーの甲高い稼働音が響き、塗料やオイル、削られた金属の臭においが混ざり合って鼻をつく。パーツを取り去られた整備中の車が何台か並び、つなぎを着た作業員達が忙せわしなく行き来していた。


    　四階建ての建物を見上げる。


    　奥おう司じ自動車整備工場。


    　一人目の失しつ踪そう者──梨なし木き静しず來くが勤めていた職場だ。


    　そして、彼女が屋上から身を投げた現場でもあった。


    



    



    　梨木静來の幼少時代の知り合いを名乗り、でっち上げの事情を並べ立てると、工場責任者の奥司康やす彦ひこという男性は、律義に対応してくれた。冷房の効いた応接室のソファに座って待っていると、彼は冷えたお茶の缶を二本持って現れ、向かいに腰を下ろした。


    「──静來ちゃんの件は、本当に残念なことでした」


    　奥司康彦は膝ひざの上で腕を組み、消沈した声でいう。


    　彼はこの工場の経営者であり、飛び降りた梨木静來の第一発見者でもあった。


    「彼女──静來ちゃんには、四年ほど前からこの工場で働いてもらっていました」


    　四年前か。梨木静來は確か、今年で一九歳だったはずだ。


    「彼女は、高校に進学していないんですか？」


    「ええ。中学を卒業する少し前に、ご家族を亡くされたんです。頼れる親しん戚せきもいなかったようで、中学を卒業してからはずっと、うちで働いていました。彼女がここに来た頃ころは、今ほどスタッフも充実していなかったので……彼女の不幸は、まるで半身を失ったような気分です」


    　彼の落ち窪くぼんだ瞳ひとみには、悲観する色が濃く浮き出ていた。


    「せめて焼香だけでも、とは思ったのですが……病院からは断られてしまいまして」


    　梨木静來の遺体は現在も行方不明のままだ。そして、その事実は公には伏せられている。


    「彼女の自殺の原因に、何か心当たりはありますか？」


    　奥司康彦は力なく首を横に振る。


    「……いえ。元からあまり、自分のことを語らない娘でしたから」


    　視線をテーブルに落としたまま、彼は無ぶ精しよう髭ひげの浮いた顔を僅わずかに歪ゆがめた。


    「ただ何があったのか──二年ほど前からは目に見えて、精神的に調子を崩していた様子でした」


    　梨木静來は本来明るく社交的で、孤独な境遇を感じさせない、とても快活な女の子だったという。


    　それが二年ほど前のある日を境にして、いつも活いき活きとしていた表情から生気が失せ、瞳に虚うつろな淀よどみを孕はらむようになった。何かに追い詰められるかのように──あるいは、まるで生きた死人となったかのように。


    「無理をして明るく振る舞おうとはしていましたが──今にして思えば、あの時に私が手を差し伸べてさえいたら、こんなことにはならなかったのかもしれません」


    　言葉に悔恨を滲にじませて、奥司康彦はそれきり口を噤つぐんだ。冷房の低い稼働音が、狭い応接間にむなしく響き渡っていた。


    



    



    　結局、梨なし木き静しず來くの職場からは目ぼしい情報を得ることはできなかった。


    　奥おう司じ自動車整備工場を去る前に、彼女が発見された現場である工場裏に足を運んだ。


    　アスファルトで舗装された三〇メートル四方ほどの駐車場はがらんとしていて、数台の車がちらほらと駐とめられている程度だ。落下地点の周囲には背の高い雑草が生い茂っており、日中ならばいざ知らず、夜中ではまず人目につかないだろう。


    　建物を見上げる。四階建ての鉄筋ビルの屋上には、高さ一メートルほどの鉄柵が張られていた。あんなぞんざいな柵なら、女性の体力でも問題なく乗り越えられるだろう。


    　屋上から地上までの高度は、約二〇メートルといったところか。飛び降りて確実に死ねるかは微妙だが、打ち所が悪ければまず助からないだろう。


    



    



    　駐車場を後にした俺は、その足で瀬せ科しな駅前にあるカフェへと向かった。


    　残された夏休みを、羽化した蟬せみのごとく必死に謳おう歌かする若者達の喧けん騒そうで、店内は溢あふれかえっている。すみっこの席でアイスコーヒーを飲みながら、汗ばんだシャツの裾すそをぱたぱたさせ、外を眺めて待つ。


    「ねえねえ、芥あくたくんって君だよね？」


    　約束の時間から二〇分ほど遅れて、ひとりの女性がトレイを持って近づいてきた。


    「いやー、ごめんね。大学の講義が押してさー。ども初めまして」


    　馴なれ馴れしい口調で自己紹介し、七分袖そでのカットソーにスキニージーンズ姿の女性が対面に腰掛ける。薄い化粧をした活発そうな顔立ちに、人懐っこい笑顔を浮かべている。このくそ暑いのに、彼女はホットココアを注文していた。


    「や、昨日いきなり君からアポられたときはびっくりしたよ。あたしら初対面よね？　どうやって番号調べたわけ？」


    「突然すみませんでした。梨木さんから話は何度か聞いてたんで、そんでちょろっとツテを当たって……」


    　目の前の女性は、梨木静來と長年の親交を持っていた数少ない友人のひとりである。


    　でまかせを口にする俺に、彼女は疑う素振りもなくうんうんと頷うなずいた。


    「にしても、なんか意外だなー。よりによってあの静來に、あたしの知らない男友達がいたなんてさ。しかもこんな美形ときてるし。はは、似合わねー」


    　彼女はテーブルに片かた肘ひじをつき、にやにやとこちらを見つめてくる。


    「……いや、本当にそんなんじゃないっすから。ただの昔の知り合いですんで」


    「敬語とかいいよ、いい。年ふたつしか変わらないっしょ？」


    　今どきの大学生らしい気安さでひらひらと手を振りながら、彼女は熱々のカップにふうふうと息を吹きかけ、そっと唇をつけた。


    



    



    「あたしが静しず來くと知り合ったのは、小学校に上がってから。そっから中学までは、ずっと一緒だったねー」


    　余計な雑談を挟むことなく、話はさっそく本題へと入った。


    「あたしらが中学のときに、静來の家族が事故で亡くなったのは知ってる？　静來って、頼れる身内がなくてさ。だったらあたしは早く独立したい！　なんつって、受かってた高校もキャンセルして働き始めたわけ」


    　半分ほど減ったココアの表面を見つめながら、何でもない口調でいう。


    「仕事は大変そうだったけど、すごく頑張ってたと思うよ、なんか無責任ないい方だけど。あんまり休みはなかったけど、それでも月に一～二回はふたりで遊びに行ったりもした」


    　騒がしかった店内はいつの間にか、本来の静かな空間を取り戻していた。


    「まあ、仕事のせいで静來は、他の友達連中とは疎遠になっちゃったけど。まあ仕方がないとは思うよ。友達っていうのはまあ、大概はそういうものだし。それにさ、突然家族全員なくして、それでもひとりで生きていこうとしてる人間と、これまでと同じように接するのって、普通だったら物もの怖おじしちゃうよね」


    　彼女は実によく喋しやべる。その内容はともかく、淀よどみのないはっきりとした声音は、聞いていて気分の悪いものじゃなかった。


    　彼女から得られた梨なし木き静來の情報は、奥おう司じ康やす彦ひこから聞いたものと大方一致していた。


    　家族を全員失い、天涯孤独の身でありながら、それでも明るく快活で、他人への気配りができ、そして──


    「……でも、二年くらい前からは、ほとんど会ってくれなくなっちゃってさ。どんなときでも馬ば鹿かみたいに明るかった静來が、まるで人が変わったみたいになって、ほとんど抜け殻みたいな有り様だった。学生のときから、ずーっとロングだった髪も、いきなりバッサリ切っちゃってね。失恋かってえの」


    　彼女の声がそこで初めて、澱おりのような淀みを帯びた。俺は構わず訊たずねる。


    「そうなった原因に、心当たりは？」


    「恥ずかしながら。……薄情だと思わない？　何年付き合ってると思ってるのよ。なのにあいつさ、何があったかも教えてくれないわけ」


    　冗談めかした様子ではあったが、その表情にはどこか、罪悪感めいた色が滲にじんでいた。


    　数年来の親友にすら、梨木静來は何の手掛かりも残していなかったようだ。


    「ただね……なんでだかあいつ、病院に通ってたみたいなんだよね」


    「病院？」


    　奥おう司じ康やす彦ひこからは聞けなかった情報だ。


    「そう。ほとんど毎日、仕事が終わってから、ふらふらっとゾンビみたいな足取りでね。ほら、芥あくた君も知ってるでしょ、門かど間ま総合病院って。あのでっかい高層タワーみたいな、大げさなビル」


    「────」


    　意外な単語に息を呑のむ。


    　門間総合病院──今現在も音ね耶やが入院し、一週間前には飛び降りた梨なし木き静しず來くが運び込まれ、そしてその遺体が消えた現場だ。


    「梨木さんは、何か病気を抱えていたのか？」


    「知らないよ。少なくとも、二年前まではそんな素振りひとつなかったし、すっごい元気だった。それで気になってね……一回、こっそり後を尾つけてみたわけ。でも結局、気付かれちゃって──」


    　その瞳ひとみが、自らの軽率さを悔やむように引き絞られる。


    「……あのときの静來の目は、ちょっと今まで見たことがなかったかな」


    　突然の変へん貌ぼうを問い詰める彼女に対し、梨木静來は虚うつろな表情のまま、しかし確かな拒絶の意志を込めていい放ったという。


    



    〝──お願い。もう二度と、あたしに踏み込んでこないで〟


    



    　当時の心情を反はん芻すうするように、目の前の女性は自じ嘲ちようするような笑いを浮かべた。


    「──それが、あたしと静來との最後の会話。もう一年以上も前だね。あれからはもう、電話しても直接訪ねても──二度と、話してもらえなかった」


    　彼女はテーブルの上に視線を落としたまま、細い指で白いカップを強く握り締めている。すっかり冷めたココアの面は、小刻みに震ふるえていた。


    



    



    「ねえ、芥君」


    　カフェを出、礼をいって背を向けた俺の背中に、軽い調子の声が降りかかってきた。


    「──君が静來の友達だったっての、ぶっちゃけでまかせでしょ？」


    　やぶから棒なその指摘に、思わず振り向いた。目を見張って立ち尽くしていると、彼女はまるで子供の失敗をからかうように、いたずらっぽく笑った。


    「最初からわかってたってーの。浮いた話なんてまったくなかったあの唐とう変へん木ぼくと、あたしが何年付き合ってたと思ってるのよ？　まあ静來の方がそういうのに興味なかっただけで、あいつあたしより全然モテやがってたんけど」


    　息をつく。彼女には、俺の猿芝居なんて最初からお見通しだったようだ。


    「……すいませんっす」


    　大人しく頭を下げる俺に、彼女は気にしたふうもなく肩をすくめてみせる。


    「別に。ま、もしも君がスクープ狙ねらいのマスコミとか、ただの面白半分でとか、そういうふざけた奴やつだったら、熱々のココアぶっかけてからぶん殴ってやろうかと思ってたんだけど」


    「俺、危ない橋渡ってたんすね……」


    　危うく顔面大やけどである。──と、そこで、新たな疑問が湧わき上がった。ただの部外者に過ぎない俺に、なぜ彼女は丁てい寧ねいに応じてくれたのだろう。


    「どうしてわざわざ、君が静しず來くの話を聞きに来たのかは、知んないけどさ……」


    　俺の疑問を先読みするかのように、彼女はぴっとこちらを指差した。


    「君の目が真剣だったから。だからついね、話しちゃった」


    「……恩に着ます」


    「うん、がんがん重ね着しちゃって。夏だけどさ！」


    　彼女は照れくさそうにはにかむと、こちらをまっすぐ見つめていう。


    「……ねえ。静來の奴さ、本当に死んじゃったのかな？」


    　そう訊たずねてくる瞳ひとみは、一いち縷るの可能性にすがるような、弱々しい光を帯びている。大切な親友が惨めな死を遂げたあげく、その遺体に別れを告げることもできずにいる。


    　梨なし木き静來と親しかった彼女にとって、それは認めがたい現実なのだろう。


    「あたしには……まだ、信じられないよ」


    　訴える彼女の声が、出会って初めて、明確な悲痛の色に歪ゆがんだ。


    　──今回の遺体失しつ踪そう事件の真相は、まったくわからない。


    　しかし梨木静來の死という結果だけは、もう変えようのない現実だ。たとえ遺体が消え去ろうとも、一度断定された個人の死は、どんなことが起ころうと覆くつがえることはない。


    「わからないです」


    　悲しみとやるせなさを湛たたえた彼女の瞳を見返して、俺はそう小さく告げた。


    　だよねぇ、と苦笑する彼女に向かって、重ねて告げる。


    「けど今日聞かせてもらった話は、きっと無駄にはしません」


    　──俺には、音ね耶やのような化け物じみた戦闘力なんてない。無力な自分にできるのは、ただ切り札たる彼女を事件の真相に導いてやること。それだけだ。


    　戦えないのなら、せめて──自分にできることをしないと。


    　図々しいとも仰々しいともいえる物言いに呆あきれられたのか、妙な沈黙が降りてくる。


    　彼女はしばらくの間、俺の宣言を咀そ嚼しやくするかのように神妙な顔をしながら黙って立ち尽くしていたが、やがて、


    「……まるで君、探偵さんみたいね」と小さく笑って呟つぶやき、背を向けて去っていった。


    　まるでじゃなくてその通りなんだよな、一応は──と、その背中に向かって小声で突っ込んでみる。


    



    　　　◇


    



    　鮮やかな茜あかね色に染まった景色を窓越しにぼんやりと眺めながら、音ね耶やはすっかり軽くなった足でリハビリ帰りの廊下を歩いていた。


    　今朝になってようやく片足のギプスが外れたのである。松まつ葉ば杖づえも必要なくなり、日常生活を送る分にはなんら不自由はないだろう。


    「はあ……」


    　だが軽やかになった躰からだとは裏腹に、その口元からは物もの憂うげなため息しか出てこない。


    　引っかかっているのは昨夜の出来事だ。


    　──今日一日、病院は騒然としていた。またもや遺体が消えただけでなく、金属の扉が無惨にひしゃげて潰つぶされていたのだ。霊安室に続く通路一帯は封鎖され、病院関係者でさえ立入禁止となっている。


    　昨夜、扉を破壊して霊安室に踏み込んだあと、音耶はすぐさま廊下に残した松葉杖を回収し（もちろん証拠隠滅のためだ）夜の庭園へと躍り出た。


    　が、生い茂る木々と暗くら闇やみに包まれた広大な空間の中から、たったひとりの標的を探し出すことなど到底できるはずもなく、音耶は騒ぎが大きくなる前に早々に病室へと戻る羽目になった。


    　事件解決の大きな手掛かりとなりうる状況と運良くかち合ったにもかかわらず、それをみすみす逃してしまったわけである。自己嫌悪に陥らないわけがなかった。


    　ともあれ──この街からまたひとつ、遺体が消え去った。


    　もはや疑うべくもなかった。今回の連続遺体失しつ踪そう事件は、確実に他の〈奇腫指キヤンサー〉の所業だと。


    　相変わらず世間には情報が伏せられており、その事件自体が公表されるといったことは今のところなさそうだが──院内の至る所では、病院関係者でも患者でもないとひと目でわかる雰囲気をまとった男性達が目を光らせており、物々しい空気を醸かもし出している。


    　音耶は何となく窓の桟に指をかけると、広大な庭園を見下ろした。自然の色彩に溢あふれた光景をぼうっと眺める。


    「──昨日のあの女の子は、何だったんだろう」


    　疑問が無意識に口をつく。


    　幽霊のように不確かな雰囲気を身にまとった、仔こ猫ねこのような女の子。


    　霊安室に訪れた音耶の前に、突如として現れ、そして消え去った少女。


    



    〝───迷子の死体を、さがしにきたの？〟


    



    　少女の声が鮮明に蘇よみがえる。今回の遺体失しつ踪そう事件の内容を指し示す言葉が、あのあどけない少女の喉のどから、確かに紡つむぎ出されたのだ。


    　音ね耶やは今日一日を費やして、医師や看護師、患者にまで手当たり次第に声を掛け、昨夜出会った少女の正体を探ろうと試みた。


    　これだけ規模の大きな病院だ。入院患者の人数が莫大であることは推して知るべしだが、それでも手掛かりくらいはすぐに摑つかめるだろうと楽観していた。


    　結果、成果はゼロ。誰だれもそんな少女のことは知らないというのだ。小児科の医師や看護師でさえ、誰ひとりとして──である。


    　──通路が暗かったせいで、細かな容よう貌ぼうはよく見てとれなかった。だがそれでも、服装も声も佇たたずまいも特徴的な女の子だった。


    　諦あきらめなければ実ると信じ、音耶は昼食をとるのも忘れて病院中で聞き込みを続けた。やがて、こうして陽が傾き始める頃ころには、


    「──あの女の子って、本当に存在してたのかな……？」


    　などという疑念すら、なかば本気で抱き始めていた。


    　実際、同室の少女達にも訊たずねてみたところ、「音耶サン……それ、マジで見ちゃいけない奴やつなんじゃないの」と、真顔で指摘されてしまった。


    「……幽霊って、本当にいるのかなぁ」


    　虚むなしい疑問が口から漏もれる。声にするのもためらわれる自問だが、今となっては正解などよくわからない。だめだだめだ、と白い髪を振り乱して首を振る。


    「気分転換に、散歩でもしようかなぁ──」


    　階下の庭園を見下ろしながら呟つぶやく。豊かな自然の中を歩けば、少しは考えもまとまるかもしれない。


    



    



    　レンガ造りのプロムナードを、音耶はゆっくりと歩く。


    　連日にわたって街を襲おそう猛暑も、夕方になって幾分和らいでいた。常緑樹の枝葉の隙すき間まから差し込む柔らかな夕陽が、ピースの欠けたジグソーパズルのように曖あい昧まいな陰影を、音耶の足元に淡く映し出している。


    　やがて音耶は、庭園の中心部にある噴水広場に到着した。独特なオブジェの中央から、夕陽を受けて淡く輝く水が、緩やかな弧を描きながら噴き出している。


    　この広場は、多くの患者達の憩いこいの場となる。今の時間帯は人の姿はほとんど見られないが、昼時には多くの患者や看護師達の姿で溢あふれ返るのだ。


    　音ね耶やは噴水の傍そばにあるベンチに腰掛けると、両足を前に投げ出して大きく息をついた。


    　そのまましばらくの間、夕焼けを見上げながら何も考えずに過ごす。


    　やがて多少は気分がクリアになり、音耶は大きく背中を反らしてオブジェの頂点に取り付けられた時計を見る。針は午後六時を示していた。


    「……そろそろ戻らないとなー」


    　じき夕食の時間になる。空腹もいい加減に限界だった。ぐったりとベンチの背もたれに躰からだを預けたまま、ぐだぐだとそんなことを考えていた音耶の首筋に──


    



    　ぞくり、と。


    　冷たい刃物じみた鋭い感触が、突き刺さってきた。


    



    「───？」


    　弛し緩かんさせていた上半身をバネのように起こし、植物に覆おおわれた茂みの一点をじっと見み据すえる。あるのは何の変哲もない花壇や花々、そして背の高い木々の群れ。他には何もない。


    　だというのに──


    「今……」


    　───誰かに、見られていた？


    　鋭利な殺意と、粘ねばつくような憎悪──それらがより合わさった敵意の針が、蜂はちのように自分を一刺しし、すぐに消え去ったのだ。


    　音耶は今さらのように神経を研ぎ澄ませるが、今となっては背中をナメクジが這はうような不快感だけが、残ざん滓しとなって尾を引いているだけである。


    　鮮やかな茜あかねから濃い藍あい色に移り変わり始めた夏の空は、この庭園を侵食するかのように、どこまでも不穏だった。


    



    　　　◇


    



    　陽も傾きかけた街を歩いて帰路につく。


    　梨なし木き静しず來くの親友だった女性と別れたあと、他にも何人か彼女と関かかわりのあった人間を訪ねたが、結局それ以上の情報を手に入れることはできなかった。


    　やがて街の隅にひっそりと建つ雑居ビルの前に辿たどり着いた。夕陽に照らされた外壁中を、スプレー塗料のラクガキと経年劣化による亀き裂れつが、重なり合いながら這い回っている。


    　とっくの昔に稼働停止しているエレベーターの前を通り過ぎ、人ひとりがようやく通れる幅の階段を上がっていく。四階に到着。


    　扉に取り付けられたステンレスのプレートには『神楽かぐらヰゐ探偵事務所』と彫り込まれている。


    「あ、先輩……おがえりなざーい……」


    　立て付けの悪い扉を開けたとたん、そんな疲ひ弊へいしきった声に出迎えられた。


    　クーラーの効いた応接間に置かれたボロいソファには巻まき島しまが腰掛けていた。彼女はテーブルの上に広げられた大量の参考書やらプリントと、涙目で格闘している。


    「……なんだそれ。宿題？　おまえ、まだ終わらせてなかったのかよ」


    「だって夏休みチョー忙しかったんですもん！　だいたいからして、ただのいち美少女女子高生が探偵事務所の助手と飲食店店員の掛け持ちなんて、いろいろと無理がありすぎました……っ！」


    　いかにも自業自得な嘆きを発しながら、巻島は突貫工事のような勢いでシャーペンを動かしている。


    「だからやめとけっつったろ。人間ひとりが一度にできることなんてタカが知れてんの。まして俺やおまえみたいな凡人──って、ん？」


    　ふとソファの上、巻島の隣に見慣れないものがいることに気付いた。


    「あ、この子ですか？　さっき、スーパー行ったときにちょろっと見つけてきたんです。依頼人さんにはもう連絡してあるんで、じきお迎えに来ると思いますよー」


    　プリントから顔を上げた巻島が、誇らしげに胸を張り、にへっと笑う。溜たまりに溜まった宿題に励む彼女の隣では、やけにふてぶてしい顔をした一匹の猫が、無防備に腹を天井に向けていた。


    　そういえばだいぶ前、事務所に飼い猫捜索の依頼があったっけ。


    「……そんなん、よく捕まえたな」


    　思わず感嘆の声が漏もれる。


    　手掛かりらしい手掛かりがほとんどなかったうえ、ターゲットの猫は警戒心が非常に強く、まったく人に寄り付かないときたもんで、依頼人の飼い主ですらなかば諦あきらめかけていたのだ。よしんば発見できたとして、捕まえるまでには多大な労力を有したことだろう。


    「えー、そうですか？　あんなに人懐っこかったのに。ねぇ？　うりうり」


    　巻島に腹を撫なでられ、ンゴッ、フゴッ、と猫にあるまじき鳴き声？を上げる獣けもの。同じ小動物系同士で、波長が合うのかもしれない。意外な特技の発覚だった。


    「はー、お腹減ったぁ……。せんぱーい、あたし何か作りますけど、先輩ってまだ夕ご飯食べてませんよね？　一緒に食べますー？」


    　勉強疲れの気分転換だろう。巻島はおもむろにソファから立ち上がると「んーっ」と伸びをし、いそいそとピンク色のエプロンをつけながら訊たずねてくる。


    「っておまえ……家の方はいいのか」


    「はい、遅くなるっていってあるんで」


    「そっか……んじゃ食う」


    　反射的に即答してしまう俺だが、いくらなんでも馴な染じみすぎだろこいつ。


    　実際、巻まき島しまが雑用係として定期的に訪れるようになってからというもの、事務所は清潔に保たれている。大量にあった本は壁際の本棚に並べて収納され、常に埃ほこりとインスタント食品の臭においで満ちていたフロアには、巻島が持ち込んだアロマか何かのおかげで、そこはかとなくフローラルな香りが漂っていた。ちなみに、ヲタグッズの類たぐいはすべて俺の部屋に押し込まれている。おかげで自室はパンク寸前である。


    「今日はヘルシーに和食にしようと思うのです。カレイが安かったので、煮付けとかチャレンジしてみよっかなーって。好きですよね、煮付け？」


    「ああ、いいんじゃねえ……煮付け」


    「ですよねー」


    　仮にも所員とはいえ、異性の後輩がこうして我が家に通い、夕飯を作ってくれるという状況を受け入れつつある自分が嫌いやになってくる。


    「えっへへー、なんかいいですねこういうの！　キュンキュンしますねー」


    「ん……」


    　なんだろう、着々と外堀を埋められているような気がするな。この巻島はご覧の通り、基本的に押せ押せな性質をしているので、相手が俺という紳士でなければ、なし崩し的に籠ろう絡らくされてしまうことだろう。


    　しかし俺は奥行きがある女は異性としてさほど興味が湧わかないので、微み塵じんたりともキュンキュンしていなかった。


    「よーし、今日は腕をふるっちゃいます！　気分は人妻ですよぅ」


    「え、人妻なの？」


    　きっと新妻という単語と混同して使っているのだろうが、もしもこの状況が何かの拍子で表おもて沙ざ汰たになった際に、俺の品性まで疑われるのでやめてほしい。


    〝三年の芥あくたって人、自分の家に後輩連れ込んで人妻プレイさせてるらしいよ〟などという大概すぎる噂うわさが校内に出回った日には、もう目も当てられない。


    「まあおまえがペラペラいいふらさない限り、そんな日は永遠に来ないだろうけどさ……」


    「え？　あたしすでに友達とかに結構吹ふい聴ちようしちゃってるんですけど？」


    「おまえは本当に期待を裏切らないな！」


    　よりによって夏休みが終わる直前に明かすな、そんなこと！


    　しかも巻島は無駄に交友関係が広いので、たちの悪いコンピュータウイルスのごとく、すでに相当な範囲に拡散しているんじゃないだろうか。


    「あたしの部活の仲間内では、人妻先輩って」


    「語感が最悪すぎる……」


    　昨今の、斬ざん新しんさを追い求めるあまり多様化しすぎた性癖の歪ゆがみの一端を垣かい間ま見みた。


    「あはは、やですねー。もしも学校でそのコト突っ込まれたら、先輩は胸を張って宣言すればいいじゃないですか。『巻まき島しまは俺の嫁』と……ってあぶな！　リモコン投げないでくださいってばー！」


    「うるせぇ！　くだんねーコトいってねーで、とっとと飯作れエロガキ！」


    　逃げるようにキッチンへと駆けていく巻島の後ろを、ソファから飛び降りたブサイクな猫がのろのろとついていく。


    



    



    　それから程なくして、依頼人である飼い主が猫を引き取りに現れた。


    　最後まで名残なごり惜おしそうな猫と巻島との別れを見守り、その後、早めの夕食をとる。


    　少し甘みが強すぎるものの、初めて作ったにしちゃそれなりに美う味まいカレイの煮付けを頰ほお張ばりながら、俺達はたまたま放送していたテレビの都市伝説特集をぼーっと見ていた。


    「なんだかこういう怪談って、いつまで経たっても廃すたれないですよねー」


    　巻島は不気味な幽霊が画面一杯に映り込んでいるテレビを涼しい顔で眺めつつ、もぐもぐと咀そ嚼しやくしている。


    「まあなあ。常に一定の需要があるジャンルだし」


    　もっとも、テレビゲーム界に限っては斜陽なジャンルだが。もっとホラーゲームとかたくさんリリースしてほしい。


    「怪談といえば、先輩は〈黒傘アンブレラ〉って知ってます？」


    　やにわに後輩の口から放たれた単語に、俺は箸はしを動かす手を止めずに訊きき返した。


    「なにそれ。薬品会社？」


    「違いますよー。この街発祥の、ちょっとした怪談話です。友達から聞いたんですけどー」


    　巻島は口の端についた米粒を指でつまみ取ると、「なんでもですねぇ……」ともったいぶった口調で話し出した。


    



    



    　貴方あなたが人ひと気けのない夜道をひとりで歩いているとき、もしも背中から〝コツコツ〟という音が聞こえてきたら、要注意。


    　あなたは〈黒傘アンブレラ〉に目を付けられてしまいました。


    〈黒傘アンブレラ〉は、真っ黒なドレスに真っ白な肌、そして不気味に輝く黄色い瞳ひとみを持ち、手にはその名の通り、黒い傘をたずさえているそうです。


    〝コツコツコツ〟


    　夜道を歩いているとき、背後から〝コツコツ〟という音がついてきたら、決して振り返ってはいけません。それは〈黒傘アンブレラ〉の日傘が、地面を叩たたく音なのです。


    〝コツコツコツコツコツコツ〟


    　……〈黒傘アンブレラ〉は生前、人をなぶり殺すのが大好きな、少女の殺人鬼でした。


    　ある日、交通事故で運悪く死んでしまった彼女は、死んでからも人間の魂を求める霊となって、夜な夜な街を徘はい徊かいしているのです。


    〝コツコツコツコツコツコツくすコツ〟


    　その音はだんだんと大きくなり、ついにはあなたの耳元にまで迫ってくることでしょう。


    　──もしもあなたが〈黒傘アンブレラ〉に気に入られてしまった場合、助かる方法はひとつしかありません。


    〈黒傘アンブレラ〉の弱点は、陽の光です。


    　夜明けになれば、彼女は自慢の日傘を広げて、あなたの所から去っていくでしょう。


    〝コツコツくすくすコツコツコツコツくすくすコツコツコツ〟


    　あなたは彼女に追いつかれないよう、必死に歩き続けながら、ただ夜明けを待つほかないのです。たとえ家に逃げ込んだところで、彼女はあなたの部屋までついてきてしまうのですから。


    〝コツコツくすくすコツコツコツコツくすコツコツコツくすくすコツ〟


    　え？　彼女に追いつかれるまでに、もしも夜明けが訪れなかったらどうする、ですか？


    　────はい、残念。


    　さあ。諦あきらめて、背後を振り返ってみてください。


    　ほぅら。


    　あなたの目前には、


    　真っ白な顔に黄色い瞳ひとみをした、


    　世にも恐ろしい形相の少女が────


    



    〝くすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくす〟


    



    　……彼女に気に入られてしまった哀れな人間は、現世では全身をバラバラに引き裂かれ、その魂は冥めい界かいへと連れていかれてしまうそうです。


    　殺人鬼の霊は、今日も新たな犠牲者を求めて街をさまよっていることでしょう──


    



    



    「ふぅん。また陳腐な怪談だこと」


    「ディテールは結構バリエーションがあるみたいですけどねー。たとえば〈黒傘アンブレラ〉に襲おそわれたら、魂を奪われる代わりにひとつだけ願いを叶かなえてもらえるとか」


    「捻ひねりがねえなぁ。その手の対価型だって、いい加減もうマンネリだろ？」


    「ですねぇ。あとは……正体が幽霊じゃなくて、蘇よみがえった死体だったりとか」


    「……蘇った死体だぁ？」


    　まさに今、この街を密ひそかに襲おそっている事態を想起させる物騒な単語に、ついつい過剰反応してしまう。


    「はい。なんでも人ひと気けのない深夜の道路で、ある少女が車にはねられたんですけど、血を流して倒れていた死体が突然むくっと起き上がったと思いきや、そのままいずこかへと消え去ってしまったという……まあ、眉まゆ唾つばですよねぇ」


    　呆あきれた顔で笑う巻まき島しま。──耳元で、今朝の桐きり呀がの言葉が蘇る。


    〝安置室から外に続く扉の鍵が内側から開けられていた。ふん、いよいよもってオカルトじみてきたな？〟


    「……胡う散さん臭くせえな。よりによってそんな時代遅れの怪談が流は行やるなんて、世も末だっての」


    　嫌いやな予感を抱きつつ、何でもない顔で返答する。


    「あはは。でも流行って巡り巡るじゃないですか。一昔前に流行ったファッションがもっかい流行ったりとか、昔のアニメがリメイクされて人気が出たりとか。そういうのと同じなんじゃないですかねぇ、きっと」


    　巻島は眉をハの字にしてくすくすと笑っている。話題提起をした当人も、この〈黒傘アンブレラ〉とやらの陳腐さはさすがに自覚しているらしい。


    「でもこれって、局地的な都市伝説なんですよ。そもそも〈黒傘アンブレラ〉の出で処どころって、この街だって噂うわさです。第一発見者がこの街の女学生だったとかで、ちょうど一か月くらい前から広まり始めたんですって」


    「……一応質問してみるけど、その第一発見者ってのは何者だよ」


    「さあ？　噂じゃ死んじゃったそうですよ？」


    　予想通りのオチに、くつくつと声を漏もらして苦笑してしまった。……そりゃそうだよな。リアリティも根拠も皆無な、しょっぱい作り話のオチとしては妥当である。


    



    



    「先輩はー、幽霊っていると思います？」


    　巻島を送り届ける道中、彼女は間延びした口調でそんなことを訊たずねてきた。


    　幽霊という単語で、昨夜音ね耶やが目撃したという〈猫耳の少女〉を思い出す。あいつが今日一日費やして病院中を捜し回ったそうだが、ついぞ発見は叶かなわなかったらしい。


    　まさか本当に幽霊だとは思わないが、不可解な存在であることに変わりはない。


    「なんだそりゃ。さっきの怪談の続きか？」


    　人ひと気けのない南区の夜道を歩きながら答える。


    　ここ──Ｓ県瀬せ科しな市は、街の中心部に位置する門かど間ま総合病院を境に、北区と南区に大きく分かれる。商店も多く人口が集中する北区に対し、ここ南区は、十数年ほど前に表おもて沙ざ汰たになった公害問題によって地価が暴落して以来、人口減少に歯止めがかからず閑散としているのだ。


    「まあ続きといえば続きかなぁ……。こないだですね、去年亡くなったお祖母ちゃんが夢に出てきたんですけど」


    　夜空を見上げながら、巻まき島しまは普段と変わらない口調でいう。


    「あたしってお祖母ちゃんっこだったので、すっごい嬉うれしかったんです。……でも夢の中のお祖母ちゃんは、あたしの耳元でひたすら『簞たん笥すの裏』、『簞笥の裏』って何度も何度も、無表情のままぼそぼそ囁ささやいてくるだけなんです。あたしはもっと、話したいことがたくさんあったのに……」


    「おい、怖えよ……」


    　切ない顔をしている巻島だが、さっきの〈黒傘アンブレラ〉などよりよっぽど破壊力がある怪談である。


    「で、夜中に目が覚めちゃって。なんとなく気になって、和室に置いてある簞笥の裏を調べてみたんです。そしたらなんと、お祖母ちゃんが大切にしてた髪留めが出てきたんですよ。亡くなる寸前まで、どこにやったっけなぁってすごく気にしてたやつです」


    「へえ、そんなこともあるもんなんだな」


    　気のない返答を投げる俺の前に、巻島は身を乗り出してくる。


    「夢に出てくるモノって結局、その当人の頭の中にある記憶だけじゃないですか。でもあたしは、簞笥の裏に髪留めが落ちてるなんて、ぜんぜん知らなかったわけでして……そう考えると、これってすごく不思議なことじゃないかなって」


    「つまりおまえは、亡くなった祖母さんからの何かしらの働きかけのおかげで、その髪留めを発見できたと思ってるわけだ？」


    「えへへ、実はそこまで思い込んじゃいないです。あたしってオカルト否定派なので」


    　お、意外な返答だ。巻島のようなタイプは、噂うわさ話ばなしや超自然の類たぐいを無条件に楽しむタイプだと思っていた。


    「先輩？　楽しむことと信じることって別ですよぅ？」


    「もっともなことをいうなよな……」


    　逆に諭さとされてしまい、俺はもやもやした気分になる。


    「でも、死んだ人の想いとか記憶って、いったいどこに行っちゃうんだろうなーって……埃ほこりを被かぶった髪留めを見ながら、ふと思ったんです」


    「また、ロマンチックな話だこと」


    「む、哲学的といってください」


    「一緒だろ？」


    　眉み間けんにしわを寄せて訴える巻島に対し、俺は昏くらい夜空を仰ぎながら静かな口調で告げた。


    「ま、死んだ人間が何かを直接訴えることはねえよ。───あるとすればそれは、生者の記憶が作り出した、ただの幻想だ」


    「ちょっと先輩！　あれ！」


    「…………」


    　巻まき島しまがいきなり素すっ頓とん狂きような声で叫びながら前方を指差したので、ロマンチックな俺の台詞せりふはうやむやになった。


    　見ると、街灯のおぼろげな明かりに照らされた歩道に、誰だれかがしゃがみ込んでいるのが見えた。突然体調を崩したらしく、片手をガードレールに添えてぐったりと俯うつむいていた。


    　弾はじかれたように駆け出したレスキュー巻島の後を追う。


    　道端に膝ひざをついていたのは小柄な少女だった。体格から見ておそらく中学生だろう。


    「大丈夫？　救急車呼びますか？」


    　巻島は膝を折ってしゃがみ込み、少女を気遣う声を掛けている。何があってもすぐ応じられるように、俺は携帯を取り出した。


    「──平気、です。ただの体調不良ですので……お気遣いなく」


    　弱々しく掠かすれた、しかし上品さを失わない可か憐れんな声が響く。長い睫まつ毛げの奥にある切れ長の瞳ひとみが巻島を一いち瞥べつする。少女は短く切りそろえた滑らかな黒髪を揺らしながら、静かに立ち上がろうとした。


    「……ぁ」
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    　が、やはり無理をしていたのか、少女は糸の切れた人形のように、がくんと体勢を崩してしまった。ふたたび倒れそうになる少女の躰からだを、巻まき島しまがあわてて支える。


    「────」


    　とたん──巻島の表情が、幽霊でも目の当たりにしたかのように凝結した。


    　一方の少女はすぐに姿勢を立て直すと、そっと巻島から離れた。彼女は上品な動作で会釈をし、くるりとこちらに背を向ける。


    「失礼いたしました。……それでは」


    　止める間もなく、少女は短くいい残して頼りない足取りで歩き出した。曲がり角に身を滑らせ、すぐにその後ろ姿は視界から外れてしまう。


    「……どうした、巻島？」


    　薄暗い路地から視線を外し、無言のままの巻島に声を掛ける。


    　しかし彼女は上の空な様子で、自分の掌てのひらをじっと見つめているばかりだ。


    「おい、どうした。反抗期か」


    「冷たかった」


    「なに？」


    　ぼそりと呟つぶやかれた一言に、俺は思わず眉まゆを顰ひそめる。確かに無愛想な少女ではあったが、だからってそこまでショックを受けることはないんじゃないのか。


    「今触ふれた女の子の肌、なんだかすごく……冷たかったんです」


    　恐怖とも驚きよう愕がくともとれる声音で、巻島は俺の腕をぎゅっと摑つかんできた。俺が生きていることを確認するかのように、身を寄せてくる。


    「───まるで、死んじゃってるみたい」


    



    　　　◇


    



    　消灯時間を過ぎ、時刻が午前一時を過ぎても、音ね耶やはまったく寝付くことができなかった。


    「…………」


    　冴さえた頭を占めているのは、昨夜に起きた一連の出来事だ。


    　音耶は意を決すると、静かにベッドから起き上がった。すでに寝息を立てているふたりの少女を起こさないよう、バッシュを履いて病室を出る。静まり返った薄暗い廊下を、猫のように足音ひとつ立てず歩きながら、目的を整理する。


    　──昨夜邂かい逅こうした、奇妙な少女ともう一度、相まみえる。


    　四件目の遺体失しつ踪そうを防ぐことに失敗した今、せめて彼女の正体をはっきりさせないことには気が済まなかった。


    　日中のことを思い出す。宗そう佑すけからの連絡で、梨なし木き静しず來くがこの病院に足繁く通っていたという事実が新たに判明した。そちらの件についても、昨夜の少女の件と並行して院内での聞き込みを進めたかったのだが、それは彼から固く止められていた。


    　いわく、遺体失しつ踪そう事件の隠いん蔽ぺいに加担している病院側としては、その〝被害者〟である梨なし木き静しず來くのことを真正面から探られたところで、口を割ることは考えにくい。それどころか目を付けられ、今後の行動を制限されることに繋つながる、という判断である。


    　それならばせめて、もうひとつの謎なぞの解明くらいはきっちり果たさなければ、探偵助手として立つ瀬がない。真夜中の院内には相変わらず不気味さを覚えるが、今はそれすら塗り潰つぶすほどの使命感が先立っていた。


    「とにかく、誰だれかに見つからないように気をつけないと……」


    　昨夜の一件が災いし、今夜の院内の警備は格段に厳しくなっている。少し歩くだけで警備員の姿が視界の端をちらつき、そのたび肝を冷やす思いをする。


    　彼らに見つからないよう注意を払いながら、音ね耶やは真夜中の病院を歩いて回った。入院棟だけでも相当な広さがあり、とてもではないが、全体をくまなく探索することはできない。


    「だけど、今なら……」


    　夜の病院は別世界だ。


    　不気味で、不吉で、けれどどこか幻想的な、常世から隔絶された不思議な雰囲気がある。


    　日中に叶かなわなかったあの少女との再会も、今ならば叶う気がする。


    　そんな根拠のない予感に背中を押されながら、音耶は院内をさまよい歩いた。


    



    



    「……そううまくはいかないなぁ」


    　一時間ほど探索に勤いそしんでみたが、成果は昼間と変わらずである。徒労感に全身を苛さいなまれながら、病室までの道のりを重い足取りで歩いていく。


    　音耶はなんとなしに、地上五階の窓から彼方の夜景を見渡した。気持ちが疲労していると、理由もなしに広大なものを眺めたくなる。


    　視線を下ろす。この病院の庭園の敷地は広い。緑豊かな景観は、自然公園かホスピスのような趣おもむきさえある。


    「────！」


    　そのとき、音耶は景色の中に〝ソレ〟を見つけて、息を呑のんだ。


    　闇やみに塗り潰された庭園の中に、そのちっぽけな人の姿を捉とらえることができたのは、彼女の並みはずれた視力があってこそだったのだろう。


    　音耶は足音が反響するのも構わず、弾はじかれたように廊下を駆け出していた。


    



    



    　深夜の庭園に飛び出し、鋭い息を吐きながら暗くら闇やみのプロムナードを全力で駆け抜ける。


    　屋外に出て三〇秒かからず目的地に辿たどり着く。


    　周囲にはどろりとした夜気と、花壇や木々の中から聞こえてくる澄んだ虫の音。白い照明によって申し訳程度に照らされた景色を、音ね耶やは慎重に見回した。


    　色とりどりの花々。立ち並んだ常緑樹。それらに囲まれ、まるで墓標のように佇たたずむ噴水のオブジェ──


    



    「───にゃ？」


    



    　その傍そばに設置されたベンチの上には、ひとりの少女がぽつりと腰掛けていた。


    「…………」


    　少女の姿を、音耶は言葉もなく見み据すえる。


    　頭を覆おおうフードと、そこから突き出した一対の猫耳。一度目にすれば二度と忘れないであろう、特徴的に過ぎるその姿。


    「こんばんは、白い髪のお姉ちゃん──昨日も会ったね？　奇遇だね、偶然だね？」


    　猫耳の少女は可お笑かしそうにくすくすと肩を揺らして笑う。


    　音耶は少女の右手に視線を移す。あの〈義ぎ指し〉は、人の躰からだと繋つながった瞬間、本来の指であるかのように形状を擬態する。見た目ではまず判断できないが──少なくとも今のところ、少女の様子に異常は見当たらない。


    「……どうしたの？　怖い顔してるよ？」


    　少女が不思議そうに訊たずねてくる。からかうようなその問いかけを黙殺し、音耶は口を開く。


    「こんばんは、お嬢さん。昨夜ぶりですね。……こんな時間にこんな場所で、いったい何をしていらっしゃったのですか？」


    　努めて柔和な声で訊ねる音耶に、少女はじっと瞳ひとみを細める。


    　そして「かくれんぼ」と、舌足らずな口調で答えた。


    



    〝迷子の死体を、さがしにきたの？〟


    



    　──昨夜少女が呟つぶやいた言葉が、「かくれんぼ」という幼稚な単語に否いや応おうなく重なる。


    「もうずっと捜してるんだけどね、ぜんぜん見つけられなくて……。お姉ちゃんこそ、何してるの？」


    　首をかしげて訊ねてくる少女に、音耶は微笑ほほえんでみせる。


    「わたしもあなたと同じようなものですよ。──捜し物が見つからなくて困っているんです」


    　噓うそはついていない。歪わい曲きよく的な表現を口にする音耶に、少女の瞳が嬉き々きと輝いた。


    「ほんとっ？　それじゃあ一緒に捜そうよっ！　瑠る花かが手伝ってあげるから、瑠花を手伝ってほしいな！」


    　少女は瑠花という名前らしい。明るく声を弾ませて誘いの言葉を投げてくる瑠花に、音ね耶やもまた笑顔を崩さなかった。その表情とは裏腹に、今度こそ何が起きても即時対応できるよう、全身に緊張を走らせる。


    「……ええ、構いませんよ。捜し人はどちら様ですか？」


    　密ひそかに警戒しつつ訊たずねる音耶に、瑠花はとろけるように無邪気な声音で、


    



    「静しず來くお姉ちゃん」


    



    　そんな──予想外の名を、はっきりと口にした。


    「梨なし木き、静來……？」


    　驚きと困惑を声に滲にじませてその名を囁ささやくと、少女は「知ってるのっ？」と声を弾ませた。


    　梨木静來。約一週間前に自ら飛び降りて生命を絶った、連続遺体失しつ踪そう事件第一の被害者。


    　宗そう佑すけからの報告を思い出す。約二年前から、梨木静來はこの病院に毎晩、足を運んでいたというが──その繋つながりの正体が、この瑠花という少女なのか。


    「静來お姉ちゃんはね、実はもう死んじゃってるんだ。病院のみんなは隠そうとするけど……」


    　瑠花は笑顔を浮かべたまま、何でもないことのように断言した。


    「それでね──その躰からだすら、どっかに行っちゃった」


    「────」


    　続く言葉が、昨夜から音耶の抱いていた疑念を確信へと加速させる。彼女の遺体の失踪に関しては、ごく一部の人間にしか開示されていないはずだ。


    　目の前の少女はやはり、今回の事件に深く関かかわっている。


    「だからね、ちゃんと瑠花がお姉ちゃんを見つけてあげないといけないの。だって──」


    　フードと前髪に隠れた瞳ひとみが歪ゆがむ。


    



    「静來お姉ちゃんを死なせたのは、瑠花なんだから」


    



    　瑠花は笑顔にも、泣き顔にも見える奇妙な表情を刻みながら、そんな告白を吐き出していた。


    「前にね、お母さんがいってたんだよ。自分がやったことには、責任をとらないといけません、って」


    「……瑠花さん。あなたは、梨木静來とどんな関係なんです？」


    　──梨木静來は自殺のはずだ。状況から見てそれは間違いない。それなら瑠花が口にしたその告白は、果たしてどのような意味を持つというのか。


    「にゃふっ。静しず來くお姉ちゃんは静來お姉ちゃんだよ？　それに──」


    　瑠る花かは可愛かわいらしい声で笑うと、感じ入るように瞼まぶたを閉じた。


    「死んじゃってもまだ動いてるなら……それは生きてるのと同じってコトだよね？　それならなおさら、瑠花が見つけて連れ帰ってあげないと！」


    「────」


    　音ね耶やの顔からは、繕つくろった笑顔などすでに消えていた。ただただ狩猟者そのものの鋭さを全身に滲にじませ、目の前の少女を睨にらみ据すえる。


    「……？　どうしたの？」


    　一方、瑠花はわからない表情を浮かべるばかりだ。彼女からは、ある種の異様な空気こそ感じるが、それは敵意や害意といったものとは程遠い。


    　その事実が、音耶に決定的な行動を踏みとどまらせていた。


    「あなたはいったい──？」


    「おい君ッ！　何をしているッ！」


    　そこで背後から怒声が響き、音耶は飛び上がりそうになった。あわてて振り返った瞬間、懐中電灯の強力な光に照らされて目が眩くらみそうになる。


    　話し声を聞きつけられたか、それとも単なる偶然か──二〇メートルほどの距離を隔てて、紺色の制服に身を包んだ中年の警備員が声を張り上げていた。


    「まず……！」


    　このまま捕まりでもして病院側から目を付けられたら、今後動きにくくなる。


    　とにかく瑠花を連れてこの場を離れなければ、と焦る。こうして目撃されている以上、不審者の烙らく印いんに加えて誘拐犯の汚名がつく可能性もあったが、それでもようやく引き寄せた手掛かりなのだ。ここで捨て置くわけにはいかない。


    「って、またいないー!?」


    　ベンチに振り向いた瞬間、音耶は目を剝むいた。暗がりに紛れ込んだのか、それとも花壇の中にでも飛び込んだのか──少女は昨日と同じように忽こつ然ぜんと姿を消していた。


    「君、そこを動くな！」


    　そうしている間にも、警備員はテレビと代わり映えのない台詞せりふを吐き散らしつつ、ぐんぐん音耶のもとへと迫っている。


    「…………ああ、もう！」


    　あまりの間の悪さと、二日にわたって続く羽目になった自らの不ふ甲が斐いなさを同時に嘆きつつ、音耶は一目散に逃げ出した。


    



    



    「……ふぅ」


    　数百メートルほど逃げ回ったのち、結局元の噴水広場に帰ってきてしまった。手近な木の幹に隠れて寄りかかり、がっくりと肩を落とす。


    　……思い返すも不運、不覚である。今夜はもうこれ以上の探索は叶かなわないだろう。


    「……あれ？」


    　そのとき足元に何か鈍く輝いている物が落ちているのに気付き、音ね耶やは手を伸ばした。


    「……時計」


    　それは上蓋式ハンターケースの小さな懐中時計だった。


    　曲線同士が絡み合う精せい緻ちなケルティック模様に彩られた銅製の蓋ふたには、細かな擦すり傷がまんべんなく刻まれていて、反射する照明の光をぼやかしている。


    　かなり年季物のようだが、持ち主に長年大切にされてきたことが窺うかがえる品だった。


    「もしかして、あの子が落としていったのかな……」


    　時計と繋つながる細いチェーンには、確かに見覚えがあった。昨夜に瑠る花かとあったとき、彼女の腰元から覗のぞいていた物だ。


    　手て慰なぐさみに蓋を開いてみる。シンプルながらも精緻なデザインの文字盤だった。


    「……壊れてる？」


    　だが時針も分針も、共に三時の方向を指したまま、秒針もぴくりとも動いていなかった。ネジが切れているのかと思い立ち、竜りゆう頭ずを何度か回してみたが、針はやはり動かない。


    　音耶はそっと蓋を閉じると、付着した土を払ってポケットにしまった。今のところ、あの幽霊めいた少女の存在に繋がる唯一の証拠である。


    　あとはいかにして誰だれにもばれないよう、病室まで戻るかであるが……襟えり元もとをつまんで汗ばんだ肌を冷ましながら、音耶はどうしたものかと大きなため息をつき、


    　次の瞬間、刺された。


    「────っ！」


    　剝むき出しの首筋に、氷柱つららを突き刺されたような怖おぞ気け。その強烈な気配が、実際に刃物で刺されたという錯覚すら伴って、音耶を襲おそっていた。


    　この熱帯夜にもかかわらず、身も心も縮み上がりそうなほどの寒気が、血の流れに乗って全身を駆け巡る。


    　この感覚を、音耶は知っていた。


    　夕方にも感じた──明確な敵意のこもった、冷たい刃物じみた鋭利な視線。


    　今度は迷わなかった。音耶は即座に身を翻ひるがえすと、暗くら闇やみと入り組んだ地形のせいで役に立たない視覚を閉じ、研ぎ澄ませた聴力をそれに代えて周囲を探る。


    「レディを覗き見だなんて……悪趣味が過ぎますね、ストーカーさん？」


    　見えない相手に向かって皮肉の声を投げる。当然ながら返答などない。


    　相手はいかんせん、〝気配〟などという漠然とした存在でしかない。存在自体は悟ることができても、詳しい位置まで把握することはできない。遮しや蔽へい物ぶつの多いこの場所ではなおさらだ。


    「……消えた」


    　音ね耶やの警戒も虚むなしく、その気配は数秒を置いて、またもや跡形もなく消え去っていた。


    　音耶は木の幹に一度だけ拳こぶしを振り下ろして八つ当たりし、庭園を立ち去るため歩き出した。


    　その背中に、温い夜風に染み込むように、


    



    「────くすっ」


    



    　そんな、嘲あざ笑わらうような声が響いた気がした。
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    「──で、結局どっちも取り逃がした、と」


    　音ね耶やからの報告を聞いた俺は、朝っぱらから残念な気持ちになった。


    「馬ばっ鹿か野郎、しゃっきりしやがれっての！　その得体の知れない気配って方はともかく、警備員の方はきっちり正体バレてんじゃねえか！」


    『返す言葉もありません……うぅ……』


    　携帯のスピーカーから、消沈した音耶の声が聞こえてくる。


    　昨夜、庭園で警備員に発見された音耶は、捕まらず無事逃げおおせたものの後になって特定され、きっちりしっかり絞られたという。


    　そりゃ、あんな髪の色してれば一発で身元判明だろう。昨夜は特に事件も起こらなかったので、大事にならずに済んだのが不幸中の幸いである。


    『宗そう佑すけさん……わたしはだんだん、自分に自信がなくなってきました……』


    「近ちか頃ごろのおまえに、自信なんてもんが少しでも残ってたのが驚きだ」


    『そういう意味ではなく！』


    　音耶がむきになって声を大きくする。


    『そもそもあの女の子って、もしかしたら幽霊かなんかとかじゃないかって……その、思っちゃって、ですね……』


    　萎しぼむような声で音耶がいう。


    「おまえ……いくらなんでもその現実逃避はアレだろ」


    『だって！　あれだけ病院中探したのに情報ひとつ出てきませんし、いきなり目の前から消えちゃうし！』


    「落ち着け阿あ呆ほ。そもそもその子を見失ったのだって、二回とも単なるおまえの不注意じゃねーか」


    『うぅ……』


    　もっともな指摘を受けた音耶が、叱しかられた子供のように言葉に詰まる。


    「……はいはいオーケー。そんな傷心中のおまえに朗報だ」


    『はい？』


    「その幽霊ちゃんだけどな、門かど間ま総合病院に入院している確認がさっき取れたぜ」


    『──ほ、本当ですか!?』


    　元気のなかった声が途端に覇気を取り戻し、耳元でやかましく鳴り響いた。


    「うるせえ、声でけえ！　耳元で怒鳴んな！」


    　昨日、音耶の主治医に頼んで、音耶が述べていた特徴と合う入院患者の記録を洗ってもらったのだ。で、彼女が瑠る花かという名前を聞いてきたんで、今確証が取れたというわけだ。もっとも音ね耶やの主治医は、音耶の入院と同時に派遣された非常勤扱いなので、病院内での顔は決して広くなく、行動範囲も限られている。名前以外の詳しい情報は、依然として謎なぞに包まれたままである。


    『さすがです宗そう佑すけさん！　……でも、昨日あれだけ聞き込みをしたのに、どうして何もわからなかったんでしょう？』


    「さぁな。おまえの態度がよっぽど気に入らなかったか──もしくは、そうしなければならない理由が誰だれかにあったのか。……つーわけで音耶、さっそく仕事だ」


    　はい？　と間の抜けた声を出す音耶に、びしりと告げる。


    「病室行って、直接話してこいっていってんの。名前は春はる科しな瑠る花か。一〇歳の女の子だ。門かど間ま総合病院に入院して、じき二年になる」


    



    　　　◇


    



    　突如として進展を見せた事態に困惑しつつも、音耶は宗佑に教えられた病室を目指して歩いていく。


    　目的地は、三階にある小児病棟の一画だった。音耶は階段を下りながら、宗佑の言葉を頭の中で反はん芻すうする。


    〝それとな、音耶。春科瑠花の病室に行くときは、誰にも知られずこっそりとだ。もしも何かしらの訳があって、病院側が春科瑠花の存在を公にしていない場合、面会を申し込んでも許してもらえない可能性が高い〟


    　目的地に着く。奥まったＬ字通路のさらに奥。まるで隔離でもされているかのような、人目につかないひとり部屋が、春科瑠花の病室らしい。扉の傍そば、入室者を示すはずのネームプレートは、空からのままになっていた。


    　身を包む緊張を、深呼吸をして振り払う。


    　彼女が〈奇腫指キヤンサー〉の使い手である可能性は──状況的に見ればゼロではない。


    　少なくとも、義ぎ指しに取り憑つかれた者達に共通する錯乱や破は綻たんは、昨夜までの時点では見られなかったが、前回の事件のときのように、犯人が無意識のうちに能力を発動させているケースも考えうる。用心はしておくに越したことはない。


    「……よっし」


    　意を決し拳こぶしを握り締め、音耶は扉を小さくノックした。返事はない。


    　若干の躊ちゆう躇ちよを覚えつつ、音耶は静かに扉を引いた。そっと室内に顔を覗のぞかせる。


    　春科瑠花の病室は──当たり前ではあるが、通常の病室とほとんど変わりない。一般病棟と違い、壁紙の色は綺き麗れいな青空スカイブルーをしている。ベッドサイドのテーブルの上には児童図書が何冊か積まれていた。


    　そして、成人用よりも一回り小さなベッドの上には──


    



    「───？」


    



    　突然の闖ちん入にゆう者しやを前にした猫耳の少女──春はる科しな瑠る花かが、半身を起こしたまま、きょとんと目を丸くしていた。もっとも室内だからなのか、今はあの猫耳フードを被かぶっていない。


    　思いのほかあっけない再会に、音ね耶やは思わず拍子抜けしてしまう。


    「────」


    　しかし瑠花は、これまでの無邪気な物腰が噓うそであったかのように沈黙している。小さな躰からだは小刻みに震ふるえてすらいる。その弱々しい様子からは、夜に彼女と対たい峙じしたときに感じた幽玄な雰囲気など、微み塵じんも残されていなかった。


    「あ、あの……急にお訪ねしてしまって、申し訳ありません……」


    「…………」


    　かしこまる音耶に、しかし瑠花は怯おびえたような表情のまま何も答えない。


    　これまでは深夜のノリでシリアスな会話をそれとなく交わしてきたものの、いざこうして明るい場所で対面すると、音耶の方も何と声をかければいいのかわからない。


    　予想外のリアクションに困り果てた音耶は、所在なく視線を泳がせる。


    「────？」


    　そこで音耶はふと、病室内の〝ある異常〟に気付いた。


    　病室の壁には、備え付けの壁掛け時計。ベッドサイドには、ピンク色をした可愛かわいらしいデザインの目覚まし時計──


    　そのどちらとも──春科瑠花の病室に存在する時計は、例外なくその針を停止させていたのだ。時針も分針も、共に三時方向を指したまま、秒針は微み塵じんたりとも動いていない。


    　二台とも壊れている？　……同じ時間を指したまま？　そんな偶然がはたしてあるだろうか。


    　その光景に言い知れない異質さを覚え、音耶は質問を声に出すことを躊躇ためらってしまう。


    　そこで音耶はようやく、ポケットの中に入れたままのそれの存在に気が付いた。


    「あの──もしかして昨夜、庭園にこれ、落としていきませんでした？」


    　音耶はベッドに歩み寄ると、ポケットから懐中時計を取り出して差し出した。


    「……あ」と、瑠花の表情がみるみるうちに綻ほころび始めた。瑠花は受け取った時計を大切そうに抱き締めると、首の後ろに垂れ下がっていたフードをいそいそと被り直した。都合三秒ほどで、瑠花は音耶の見慣れた猫耳姿へと立ち戻った。


    「──ありがと。瑠花の宝物だったんだ、これ」


    　持ち物が無事返ってきたことに安あん堵どしたのか、瑠花は明るい笑顔を向けてくる。その無む垢くな面おも持もちに、真夜中に出会ったときのような、ほの暗い雰囲気は微塵もなかった。


    「初めまして──ではないですね？　わたし、神楽かぐらヰゐ音ね耶やと申します」


    　音耶もまた穏やかに微笑ほほえみ、こくりと小さく頭を下げて自己紹介した。


    「座ってもよろしいですか？　瑠る花かさんと、以前からお話しがしたかったんです」


    　瑠花はベッドに腰掛けたまま、猫耳を揺らして頷うなずいてみせた。


    



    



    　しばらくの間、他愛もない雑談に花を咲かせる。音耶への警戒心を解いた少女は、年とし相応に素直で素朴な少女だった。


    　瑠花の話の中には、家族の話がよく出てきた。


    　彼女の口から語られた春はる科しな家の人々はとても凡庸で、平均的で、大量生産的で、あまりにありふれた──しかし、口にする言葉のひとつひとつから、小さな幸福が雫しずくとなって滲にじみ出してくるかのような、理想的な家族の姿なのだろう、と音耶は思う。


    　たとえばドライブと写真撮影が趣味の父親と一緒に自然豊かな高原へ出かけたりだとか、母親と祖母と一緒に甘いものを食べ歩きながらショッピングをしたりだとか、お風ふ呂ろに入る順番で弟と取っ組み合いのケンカになって、けれど最後には仏ぶつ頂ちよう面づらのまま仲直りをしたりだとか──そのどれもが、端はたから聞いていればきっとあくびが出てしまうような、さしたる面白みもオチすらもない、日常の小さな欠片かけらだった。


    「あ……瑠花ばっかり喋しやべってて、ごめん」


    　ふいに、瑠花が申し訳なさそうに呟つぶやいた。


    　さっきから自分だけが一方的に喋り通していることに、初めて気付いたのだろう。


    「タイクツだよね？」


    「いいえ。こうして目を閉じて瑠花さんのお話を想像していると、まるでわたしにもそんな素敵な家族ができたようで──とても楽しかったです」


    　そんな音耶の相あい槌づちに、瑠花ははっとした表情を浮かべた。


    「ねぇ……音耶さんには、お父さんやお母さんが、いないの？」


    　推し量るようなその問いかけで、音耶は自分の失言に気付く。


    「ええ。残念ながら」


    　瑠花は膝ひざの上でシーツを握り締めながら、花が萎しおれるようにして俯うつむいた。


    「瑠花さんが気に病むことなんてありませんよ」


    　この年で、そこまで他人の心情をおもんぱかることができるのは、きっと彼女が正しい形で家族から愛されてきたからだ、と音耶は想像した。


    「それにうちには、とっても手のかかる所長さんがいらっしゃるので、少なくとも寂しくはありませんから」


    「社長さん!?　音耶さんって、もしかしてデキる秘書さんだったのっ？」


    　苦笑混じりに答える音ね耶やに、前髪とフードに隠された瑠る花かのあどけない瞳ひとみに、尊敬と羨せん望ぼうの輝きが灯ともる。


    「かっこいい！　だからモデルさんみたいにスラってしてるんだね！　瑠花知ってるよ、社長秘書って美人さんしかなれないんだよね？」


    「あ、いえ……社長さんじゃなくて、所長さん……」


    　音耶は申し訳ない心境で、ごにょごにょと訂正する。瑠花の脳内では、お尻しりのラインが無駄に強調されたレディースのスーツを素敵に着こなし、セルフレームの眼鏡を装着した音耶が、豪華な調度品に囲まれた社長室の中を駆け回っているのだろう。


    　実際は血ち塗まみれで殺人事件の現場を駆け回っているのだが。


    「そっかぁ……でも所長さんなんだから、いちばん偉い人なんだよね？」


    「もちろんです。そしてたった三人きりの零細事務所ですので、二番目に偉いのはわたしです」


    　途端に話のスケールが小さくなり、瑠花は露骨にガッカリした顔になる。


    「なぁんだ……」


    「もう、偏見はいけないんですからね、瑠花さん！　そもそも職業に貴き賤せんなんてないのです。社長さんの秘書だろうと所長さんの助手だろうと、世のため人のために働いているという本質を抜き出せば、あとに残るのはくだらない体裁ガワの差と、そして収入の高低だけなのですから」


    「ふぅん……でも、お金がもらえるかどうかって、とっても大切じゃないかな？」
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    「まあその、否定はしませんけども……」


    　もっともな突っ込みを受け、音ね耶やは目を逸そらす。実際、生活厳しいですし……と小声で付け加える。


    　この間、宗そう佑すけの口座の残額を聞いて卒倒しそうになったのも記憶に新しい。


    　桐きり呀がから振り込まれた潰殺魔スカツシヤー事件の報酬のうちの約半分が、限定生産だか何だかよくわからない、アニメキャラの女の子のフィギュアへと逆錬金されたのだ。


    　それを知った音耶は巻まき島しまに依頼し、購入されたそれを即ネットオークションに出品した。値下がりする前に売り払えたので大事にならず済んだものの（というより、購入額よりも若干高く売れてしまった）、もしも先に開封されていたらと考えると、想像するだに恐ろしくなる。


    　共同生活を送るにあたって、浪オ費タ家クという生き物は実に厄介であることをあらためて思い知らされた逸話である。


    　それを聞いた瑠る花かは、くすくすと肩を揺らして笑いながら、


    「ねえねえ、その所長さんって、音耶さんのコイビトさんだったりするの？」


    　出し抜けに、そんな不意打ちの一撃を放ってきた。


    「……こ、恋人っ!?」


    　音耶の声が裏返る。攻めるのは得意だが、攻められるのにはどうにも慣れず戸と惑まどってしまう音耶である。


    「違うの？　じゃあまだ、ただのカタオモイ？」


    　年とし頃ごろの女の子らしい、ませた表情で問い詰められ、音耶は自分の頰ほおが無様に熱くなるのを自覚した。


    「違います！　違わないけど違う！　というか今の話のいったいどこに、そう思わせる要素が！」


    　甲か斐い性しようがないことと、そのくせお金にはだらしないことと、床に正座させられて叱しかられたことしか話していない。端はたから聞く分には、異性として好ましく思える要素など皆無である。


    「だって、その所長さんのことを話してる音耶さん、すごく楽しそうだったから」


    「た、楽しそうって……」


    　からかわれるような口調で指摘され、思わず頰を押さえてしまう。


    「ねぇ、どんなヒトなの？　かっこいい？」


    「うぅ……か、顔と頭だけはいいと思います……。はい、他は何というか、色々と残念系、です。すぐ怒るし、口汚いし、冷たいし、偉そうだし、ズボラだし、弱っちいし、現実の女の人に興味ないし、というか他人に興味ないし、そのくせ目の前で誰だれかが困ってるとスルーできないし、そのせいでいつも無茶するし、無自覚の女たらしだし……」


    　はっ、だめだだめだ、と音耶は首を振る。宗佑の悪いところなどをいちいち挙げていったら、両手両足の指を使ってもまったく足りない。


    「そっかー。助手さんって大変なんだね」


    「まったくです。……ですので、養うべき家族がいない独り身も、あながち悪いことばかりではないんですよ？」


    　音ね耶やがそんな軽口を付け加えたとたん、瑠る花かの表情がふたたび曇っていく。瑠花はフードの裾すそを摑つかんで下に引っ張り、表情を覆おおい隠してしまった。


    「……音耶さん、本当に家族がいないんだ？」


    　同情でも揶や揄ゆでもなく、それは目の前に横たわる現実をただ嘆くかのような、落胆の言葉だった。


    「音耶さんは──どうして、そんなに笑顔でいられるの？」


    　返すべき言葉が、音耶にはすぐに思い付かなかった。呼吸を止めて考える。


    　なぜ瑠花が〝家族〟という存在について、ここまで強烈に固執するのか疑問ではあったが──考えてみれば、彼女はまだまだ両親や兄弟に甘えたい年とし頃ごろである。


    　依存できる相手が手の届く身近に居ない、という他人の境遇を想像しにくいのかもしれない、と音耶は推測した。


    「瑠花さんにとって、喜びも痛みも分かち合うことのできる家族の有無というのは、〝幸せ〟か、そうでないかの評価軸になっているんですね？」


    　努めて穏やかな声で訊たずねる音耶に対し、瑠花は無言の肯定を示し返してくる。


    　愛すべき家族がいれば、その人は幸せで。


    　愛される家族がいなければ、その人は不幸で。


    　そんな極端な二元論が、瑠花にとっての幸せの価値観を支配しているのだろう、と音耶は思う。


    「では、たとえば家族それを生まれた瞬間から持たない人や、早い段階で失ってしまった人は、その不足を一生埋められないのでしょうか？」


    　それは前者でいうと捨て子であったり、後者でいえば事故や病気で大切な家族を失ってしまった子供であったり──喪失という現象には、様々な形があるけれど。


    「うん……だって、お父さんもお母さんも、お姉ちゃんも弟も……この世界に、ひとりだけしかいないんだよ？」


    　そうですね、と彼女の意見に音耶はまたもや同意する。


    「でも、〝家族がいないこと〟と〝孤独であること〟は、決してイコールではないと思うんです」


    　以前、たった数日間だけ関かかわりを持った、ひとりの少女の泣き顔を音耶は密ひそかに思い出す。


    　自らの家族に虐しいたげられ続け、それでも家族を愛し続け、彼女の価値観はいつしかどうしようもないほどに壊れ、歪ゆがんでしまった。


    　そうして生じた心の闇やみにつけ込まれ、〈指〉に繰られて引き返せなくなった彼女を、他人であるはずの宗そう佑すけは、それでも同じ人間として受け入れた。


    　彼女の心は──あの瞬間だけでも救われたと、信じたい。


    「人って、大切なものを失くしても、代わりのものを見つけることで、その不足を埋めて生きていける生き物だと思うんです。……えぇと、これは所長の受け売りなんですけど、人と人との繋つながりって、生きている限りはたくさん手に入るし、いやおうなく失われていくもの……だそうですよ？」


    　もっともわたし自身は、その〝人〟ですらないけれど、と心中で付け加える。


    　瑠る花かは唇を結んだまま、難しい顔をして、音ね耶やをじっと見つめていた。


    「難しい話をしてごめんなさい」


    　らしくもないことを語ってしまった自分を恥じつつ、音耶はどこか淀よどんでしまった雰囲気を切り替えるように殊こと更さら明るい笑顔を浮かべた。


    「ご家族の方がお見舞いには来られたときには、ぜひわたしにも紹介してくださいね？」


    「───うん」


    　しばしの沈黙を置いて、瑠花はこくんと小さく頷うなずいた。


    　──気のせいか、その表情が硬く乾いて強こわ張ばっているように、音耶には感じられた。


    　音耶がこの病室を訪れてから、だいぶ時間が経たっている。


    　そろそろ潮時か、と内心で呟つぶやく。そして、


    



    「瑠花さんはなぜ、梨なし木き静しず來くさんが〝失しつ踪そう〟したことを知っているのですか？」


    



    　凛りん然ぜんとした口調で、ようやく本題を切り出した。


    　深夜の病棟での邂かい逅こう──瑠花と自分とを繋げた、最初の接点。


    　限られた人間を除いて、知るはずのない不可解な失踪事件。


    　昨夜も、その前の夜も──悪いた戯ずらっぽい口調で紡つむがれた瑠花の言動の数々は、明らかに今回の連続遺体失踪事件を示していた。


    　彼女は何を知り、どこまで事件に関かかわっているのか。


    「…………」


    　瑠花から表情が消えていく。


    　質問の答えはいつまで経っても返ってこなかった。音耶は躊ちゆう躇ちよなく質問を重ねる。


    「昨夜、瑠花さんは『かくれんぼ』をしているといいましたね。そしてわたしに、それを手伝ってほしいとも。──ええ、わたし達もあなたと同じ、消えてしまった静來さん達を追う身です。話を聞かせてほしい」


    　音耶は淡々とした口調でいう。


    「……あなたは、梨木静來さんとどのようなご関係だったんですか？」


    　宗そう佑すけが調べたところによれば、梨木静來は学生時代に家族を失い、天涯孤独の身だったという。そんな彼女と目の前の少女を結んだ要素とは、いったい何だったのか。


    「静しず來くお姉ちゃんは……瑠る花かの──瑠花だけの、優しいお姉ちゃんだよ」


    　今度の質問には、返答があった。


    　瑠花の表情にはいつしか笑顔が戻っていた。だがそれは、さっきまで音ね耶やと談笑していた際に浮かべていた爛らん漫まんな笑顔ではなく、暗くら闇やみに浮かぶ人魂のように茫ぼう漠ばくとした冷笑だ。


    「三日前かな──ぐうぜんね、看護師さん達が夜中に話してるのを、瑠花聞いちゃったの。──静來お姉ちゃんが会社の屋上から飛び降りて死んじゃったことと──死体が、どっかに消えちゃったこと」


    　こんな幼い子供が微笑ほほえみ混じりに発音するには、「死体」というその単語はあまりに生々しすぎた。


    「静來お姉ちゃんはね、瑠花に毎日会いにきてくれたの。仕事でいつもヘトヘトなくせに、それでも毎日会いにきてくれた」


    　音耶が知りたかったのはふたりの関係性についてであったが、急せいては事を仕損じる。できる限り多くの情報を引き出すため、黙って耳を傾ける。


    「だから瑠花は、ここに入院してからも──寂しくなんてなかった」


    　その一言に小さな違和感を覚えた音耶は、おそるおそる質問を口にする。


    「あの……ご家族の方々は、お見舞いには？」


    「……みんな、忙しいから」


    　瑠花はどこか虚うつろな笑みを浮かべたまま、それだけ短く答えた。


    「────」


    　そんな少女の様子に、音耶は息を呑のんだ。


    　──この目だ。あどけないふたつの瞳ひとみが、昏くらい感情を帯びて濁にごった幽鬼のそれへと変わっていく。その目こそ、音耶が二夜にわたって垣かい間ま見みたものだった。


    　途端に、病室の空気までが変容した錯覚をし、音耶は密ひそかに緊張する。


    「瑠花さん、教えてください──昨日あなたが口にした、あの言葉の意味を」


    　音耶は上半身を僅わずかに乗り出して、ベッドの上の瑠花に詰め寄る。


    　昨夜、庭園で瑠花が告げた言葉──


    



    〝静來お姉ちゃんを死なせたのは、瑠花なんだから〟


    



    　その一言が、どうしても音耶の気に掛かっていた。その言葉の中に隠された秘密が、今回の事件に深く関かかわっているのではないか──そんな漠然とした予感だけがあった。


    「────」


    　黙って瑠花が口を開くのを待つが、彼女は一向に口を開かなかった。


    　と、音ね耶やのポケットの中の携帯がふいに震ふるえた。取り出して素早く確認すると、巻まき島しまからのメールを着信している。


    　内容の確認は後回しにし、時刻を確認する。ホーム画面に大きく表示された現在時刻は、午前一一時に差し掛かっていた。かなり長い時間話し込んでいたことをようやく音耶は自覚する。


    　そうしてふたたび瑠る花かに向き直った音耶は──思わず目を見張った。


    「……瑠花さん？」


    「──、──」


    　彼女は応こたえなかった。


    　目め尻じりが裂けるかと思えるほど限界まで見開かれた瞳ひとみはどういうわけか、音耶の手の中にある携帯電話の画面に注がれていた。


    　血走ったその目は、寒さに震えるかのように小刻みに揺れ、すでに焦点を失っていた。


    「───ぃ、や──」


    　その震えは、やがて瑠花の全身へと及んでいた。引きつった声が音耶の耳を突き、瑠花の呼吸は目に見えて荒くなっていく。


    「……瑠花さん！　どうしたんです！」


    　明らかに様子がおかしかった。瑠花はがくがくと全身を震わせている。細い肩をつかんで声をかけても、彼女は魂が抜けてしまったかのように反応を示さない。


    「しっかりしてください！」


    「──やだ、やだ、やだ、やだ──っ！」


    　瑠花の目尻には、いつの間にか光る涙が溜たまっていた。


    　恐怖と驚きよう愕がくの入り混じった表情のまま、瑠花は胸の中心を両手で押さえ、身の毛もよだつような声で泣き叫んだ。


    　音耶は飛びつくように、ナースコールへと手を伸ばしていた。


    



    



    　それから一時間後。


    　音耶は病院の最上階にある会議室に呼び出されていた。


    　ひとりで過ごすには広すぎるスペースで時間を持て余していると、程なくして音耶を呼び出した張本人である医師が姿を現した。優しげな風ふう貌ぼうに無ぶ精しよう髭ひげを浮かべた中年男性は、春はる科しな瑠花の主治医だった。


    「遅くなってすみませんね」


    　彼は自販機で購入してきたばかりの缶ジュースを音耶に手渡し、ずらりと並ぶ椅い子すの一脚に腰掛けた。それにならって音耶も隣の椅子に腰を下ろす。


    「瑠花ちゃんは大丈夫ですよ。今はだいぶ落ち着いています」


    　医師の言葉に、音ね耶やは胸を撫なで下ろしていた。


    「音耶さんに謝っておいて、といわれました。心配をかけてごめんと」


    「……そうですか」


    　──あの騒ぎのあと、すぐに駆け付けた彼と看護師によって、瑠る花かはストレッチャーに乗せられて別の部屋へと移された。


    　あのとき瑠花の身に何が起きたのか、音耶はいまだにして何ひとつ知らないままだ。


    　正面に腰掛けた医師は、仮面のような表情を保っている。昨日、瑠花のことを訊たずねた音耶に対して、彼は今とまったく同じ表情で「知りません」と答えていた。


    「……彼女は患者です。昨日もいいましたが、病室に勝手に侵入するなんていう真ま似ねは、今後いっさい慎つつしんでください」


    　微かすかな怒気を孕はらんだその声に、音耶は返す言葉もなくただ頷うなずいた。


    「神楽かぐらヰゐさん。昨日、瑠花ちゃんのことをあなたに隠したことは謝罪します。彼女は複雑な患者なので、あまり外部からの干渉を受けさせたくなかったんです。……特に、今は」


    　音耶はもう一度首を縦に振る。憤いきどおる気持ちはほとんどなかった。瑠花の生命を預かる主治医の判断であるのなら、それを責める資格など音耶にはない。


    　気の遠くなるような沈黙を置いて、音耶はおそるおそる切り出した。


    「……あの、先生。瑠花さんのご家族と、会わせていただけませんか？」


    　今までしおらしく俯うつむいていた問題児からの突然の申し出に、医師は訝いぶかしむ表情をする。


    「瑠花さんの病室に勝手に入ったことを、彼女のご家族に──謝りたいんです」


    　困惑をあらわにする医師を、音耶は正面から見み据すえた。


    「彼女のご家族も、きっといらっしゃっているんでしょう？」


    　大切な娘が危険な目に遭あったのだ。瑠花の家族が、彼女の語っていた通りの素晴らしい人々だったのなら、きっと脇目もふらず駆け付けているはずだと音耶は確信する。


    



    「瑠花ちゃんには、家族はいませんよ」


    



    「───え？」


    　しかし、数秒の間を置いて絞り出された医師の告白に、音耶はただ絶句するほかなかった。


    「瑠花ちゃんの家族は、すでに全員他界しています。もうじき二年が経たちます」


    　それは、合成音声のように平へい坦たんな口調だった。


    「いったい、どうして……？」


    「交通事故です。瑠花ちゃんだけが、奇跡的に一命を取り留めました」


    「────」


    　息を呑のむ。先ほど瑠花が笑顔で音耶に語っていたのは、素晴らしい家族を誇る自慢話ではなく、二度と戻らない家族との想い出に過ぎなかったというのか。


    「瑠る花かちゃんの怪け我がは、半年ほど前にすでに完治しています。リハビリ続きの生活は、心身共に傷を負った彼女にとって辛つらいものでしたが、それでも彼女はそれを乗り越え、健康な躰からだを取り戻しました」


    「…………」


    「問題は、彼女が受けた心の傷の方です。神楽かぐらヰゐさんも、さっきの瑠花ちゃんの様子を見たのなら嫌いやでもわかるでしょう？」


    　心的外傷後ストレス障害ＰＴＳＤ。許容量を超える恐怖や痛みを味わった被害者が負う精神障害である。症状は不眠や不安、トラウマの原因やそれと関連するものへの恐怖、そして苦痛の記憶を追体験してしまうフラッシュバック──


    　医師は静かな口調で、


    



    「──瑠花ちゃんの時間は、ご家族が亡くなった二年前を境にして、今も止まっています」


    



    　そんな、あまりに突拍子もない事実を口にした。


    「大切な家族が失われたという現実を受け入れることのできなかった彼女は、自らの心を止めることで、現実から逃避しているんです」


    「それじゃあ、あの病室の時計が全て止まっているのは──」


    「ええ、その通りです。──彼女にとって『時間が進む』という現象は、『家族の死を受け入れる』ことと同義なんです」


    　音ね耶やはようやく理解した。自分の携帯に表示された時計を見た瞬間に、瑠花がパニックを起こした原因は──「時間が進む」ことへの、無意識下での拒絶反応だったのだ。


    「彼女にはあらゆる治療を施ほどこしてきましたが──日に日に治癒してゆく躰とは裏腹に、心の傷はいまだ癒いえていないんです。あれでもまだ、随分マシになった方なんですよ」


    　あれでですか、と音耶は問いただしたい気分だった。


    　事故に遭ってからの約一か月間、瑠花は極度の興奮と、抜け殻のような放心を交互に繰り返し、とても社会復帰が見込める状態ではなかったという。


    「以来、瑠花ちゃんはこの約二年間あの病室からほとんど出ることなく、外界とほとんど接点を持たずに過ごしてきました。それは、事故によってすべてを失った彼女の精神がもたらした自衛です」


    　つい一時間ほど前まで、嬉うれしそうに家族のことを話して聞かせてくれていた少女の姿を思い出して、音耶は信じられない気持ちになる。医師はさらにいう。


    「彼女の魂は二年前に──この小さな世界に、縫ぬい付けられてしまった」


    　魂を縫い付けられた。その表現は酷ひどく明めい瞭りようで適切であり、そして残酷なように音耶には思えた。瑠る花かが大切にしていた、針の止まった懐中時計が、そのイメージに重なり合う。


    　音ね耶やは問う。


    「瑠花さんには、他に身内の方はいらっしゃらないんですか？」


    「市内に、母方の叔父がひとりで住んでいます。……ですが彼は、瑠花ちゃんからは好ましく思われていないようで、その……」


    　いい淀よどむ医師に対し、音耶はそうですかと短く返す。医師は続ける。


    「ですから、あの子と直接的な関かかわりを持っていたのは、私達医師や看護師を除けば、ごく親しい知人がひとりだけですよ」


    「その知人というのは、梨なし木き静しず來くさんのことですか？」


    　間髪容れず訊たずねた音耶に、瑠花の主治医は驚いた顔を向けてきた。


    「……驚いたな。あの子は、そんなことまで神楽かぐらヰゐさんに話したんですか？」


    「はい。とても大切な──自分だけの優しいお姉ちゃんだと、瑠花さんはいっていました」


    　音耶がいうと、そこで医師は初めてその表情に悲痛の色を浮かべた。


    「先生、教えてください。梨木静來さんは、瑠花さんとどのような関係だったんですか？」


    　先刻、結局答えを聞き出すことの叶かなわなかった疑問を、音耶はふたたび口にする。


    　しかし医師は、目を眇すがめて答えた。


    「──申し上げられません」


    　それは言葉ごと真っ二つに断ち切るような、毅き然ぜんとした拒絶だった。その剣幕に、音耶は追求の言葉を思わず呑のみ込んでしまう。医師は気まずい顔で咳せき払ばらいをし、声を抑えていう。


    「……それにどのみち、梨木さんはすでに亡くなられています。瑠花ちゃんにそれを知られたくなかったから、私は昨日、神楽ヰさんに噓うそをついたのです。噂うわさというものは、どういう形で本人の耳に入るかわかりませんから──」


    「先生。お言葉ですが、瑠花さんはすでにその事実をご存じですよ？」


    　驚きよう愕がくの表情を浮かべる医師に、音耶は自分と瑠花との出会いを説明した。なぜ自分が夜中の病院をうろついていたのかに関しては、不本意だが若気の至りという設定にしておく。


    「ですので、静來さんのご遺体が何者かに盗まれたことも、瑠花さんは知っています」


    「────」


    　音耶の話を聞き終えた医師は、片手で顔を覆おおって項うな垂だれていた。ほかならない医療従事者の不注意が、あってはならない事態を患者に引き起こした事実に彼は呆あきれ、またそれに気付けなかった自らの不手際を責めている様子だった。瑠花が夜な夜な病室を抜け出していたことも、彼は知らなかったようだ。


    「……神楽ヰさん。瑠花ちゃんのいっていることは、ご遺体が盗難に遭ったことも含めて、すべて真実です。ですがくれぐれも、他言無用でお願いします」


    「もちろんです」


    　薄く微笑ほほえんで答える音ね耶やに、医師はやりきれない表情を向けてきた。


    「梨なし木きさんはこの二年間、ほとんど毎日欠かさず瑠る花かちゃんの病室に訪れてくれました。彼女は身も心もボロボロだった瑠花ちゃんに、献身的に付き添い、支え続けてくれた。……彼女の存在がなければ、瑠花ちゃんはあそこまで持ち直せなかったでしょう」


    「…………」


    「瑠花ちゃんが、壊れた懐中時計を大切にしていることはご存じですか？」


    　音耶は黙って頷うなずいた。昨夜、庭園で拾った時計のことに違いなかった。


    「あれは梨木さんが彼女に与えた物です。時を刻むことを止やめたあの時計は、瑠花ちゃんにとって、傷付いた心を安定させるための象徴だったのでしょう」


    　ふたりの関係性はいまだぼやけたままだが……とにかく梨木静しず來くがこの約二年間、ひたすら瑠花に尽くし続けてきたのは事実のようだ。


    「……笑いたくなりましたよ。どんなに心が傷付いていようと、支え続けてくれる人間がいる限り、いつかは希望を見つけてくれると思っていました。梨木さんはきっと、瑠花ちゃんにとって、その糸口になってくれる方だった──それなのに」


    　彼は机に両りよう肘ひじを乗せると、組んだ指の上に額を付けてふたたび押し黙った。壁にかかった時計の秒針が、かちり、かちりと沈黙に茶々を入れる。


    「……梨木さんが自ら死を選んだ理由に、先生は心当たりがありますか？」


    「──ないといえば、噓うそになります。ですがさっきの質問と同様に、それはどうしても答えることができません」


    　医師は申し訳なさそうに首を振り、音耶の目を見ていう。


    「この街では今、何か奇妙なことが起きています。このところ、同じような出来事が立て続けに起こっているようです──そして我々医師は、その事実を口外することを厳重に止められている」


    　溜たまった澱おりを押し出すようにいう彼に、音耶は訊たずねる。


    「……あの、先生。そんな大切な話を──どうして、わたしなんかにしてくれたんですか？」


    　彼が口にした一連の話は、患者のプライバシーを守るべき立場にある医者としては、黙っていて然しかるべき内容だった。まして音耶は、まだ瑠花と知り合って間もない身である。


    「神楽かぐらヰゐさんが、どことなく似ている気がしたからです。だから、妙な期待を抱いてしまった」


    「似ている……？」


    「ええ。……梨木さんに」


    　医師は苦笑しながらいうと、今日初めて、その表情に柔和なものを覗のぞかせた。


    「……そうなんですか？」


    　音耶は頰ほおに片手を当てながら呟つぶやく。少なくとも宗そう佑すけから送られた資料で見た限りでは、自分と共通するところを探す方が難しかったくらいだった。


    「顔かたちが……ではなく、佇たたずまいや雰囲気といった、ひと目には感じ取れないものとでもいうのでしょうか」


    　──子供は、人の見えない部分を見抜くのが得意ですからね。


    　医師は最後にそういい残すと、仕事のために会議室を退出した。広い部屋には、音ね耶やひとりが残される。


    「……見えない部分、か」


    　今まで感じたことのない、妙な気分を胸に抱いたまま、音耶は宗そう佑すけに報告するために携帯電話を取り出す。


    



    　　　◇


    



    　役所を出た俺は、そのまま目的地へと向かうことにした。


    　電車で二駅ほど移動する間に、携帯で二年前のニュースを検索する。


    『一五時頃、カーブを曲がり損ねた乗用車が壁と衝突。車に乗っていた一家四人が死亡、一人が意識不明の重体──』


    　事故現場は瀬せ科しな市からやや離れた国道。発生日時は、二年前の九月九日だった。


    「────」


    　電車を降りる。行き交う人々の間を縫ぬいながら向かった先は、市内の端に位置する住宅街の一角だ。八階建ての分譲マンションのエントランスへ入り、俺は部屋番号を呼び出した。


    



    



    「──梨なし木き静しず來くさんのことは、確かに存じていますが……」


    　さっそく本題を切り出した俺に、テーブルを隔てて向かい合う中年男性は、表情を驚きに歪ゆがめていた。


    　目に見えて困惑している彼を尻しり目めに、俺は視線だけで部屋の様子を窺うかがう。


    　物が少なく、こざっぱりとした室内の景観には、生活感というものがあまり感じられなかった。典型的な、これといった趣味のない男性の一人暮らし──といった印象を受ける。


    　この中年男性は、春はる科しな瑠る花かの母親の弟──つまりは、春科瑠花の叔父にあたる人物であり、今の彼女にとっては、唯一の肉親となる人物でもある。


    　昼間に情報を得た音耶から連絡があり、大急ぎで住所を調べて訪ねてみたのだ。市内居住だったので、いつかのような労力はさほど掛からなかった。


    「突然訪ねてしまって、すみません」


    　瑠花の叔父は無言でこちらを見み据すえてくる。もやのようにじわじわと迫る圧力を押しのけるように、俺は静かに続ける。


    「静しず來くさんと──そして、あなたの姪めいの春はる科しな瑠る花かさんについて、話を聞かせてもらいたいんです」


    「────」


    　警戒の色を帯びた彼の瞳ひとみをまっすぐ見つめながら、俺は推し量る口調でいった。


    「信じて欲しいのは──俺は、梨なし木き静來さんと春科瑠花さんを結ぶ絆きずなの内側にある秘密を、ただむやみに暴あばきにきたわけじゃない」


    　彼は無言でこちらを見み据すえ、やがて重い口を開いた。


    「……私は、他人との関かかわりをできる限り避けながら生きてきた人間です。亡くなった姉とさえ、年に一度、顔を合わせるかどうかという有り様でして。彼女の家族に至っては、正直にいって赤の他人とほとんど変わりない存在でした」


    　春科瑠花が音ね耶やに語って聞かせたという家族の物語の中に──当然ではあるが、叔父の存在はまったく含まれてはいなかった。


    「それに私は五年ほど前まで、かなり破天荒というか……その、だらしない生活を送ってきた身でして──そのせいで瑠花には、あの子が小さな頃ころからすっかり嫌われていたんです」


    　そうは見えないが、人は外見によらないので黙っておく。


    「私は結局今日まで、瑠花に対して何もしてやれていないんです」


    　自分は何もしてやれない。ともすれば安易な諦てい観かんに聞こえる言葉。しかし、彼がその結論に至るまでには、きっと彼本人にしかわからない数々の試行錯誤や苦悩があったのだろう。


    　現に、二年前から現在に至るまで、春科瑠花の治療費を捻ねん出しゆつしているのは外ほかならない彼自身だった。自らの姉の忘れ形見──春科瑠花の心の支えになれなかった彼にできることは、それくらいしかなかったのだろう。


    「そんな私に代わって、あの娘こは──静來さんは、瑠花にとっての〝家族〟としての役割を、あんなにも苦悩しながら、それでも必死に果たそうとしてくれていました」


    　深い皺しわの刻まれた彼の表情に、罪の感情がありありと滲にじんでいく。


    　そう、わからないのはそこだ。俺は訊たずねる。


    「どうして静來さんは──血の繋つながりも深い関わりもなかった相手に、二年もの間、献身的に尽くしてきたんです？」


    



    〝ただ何があったのか──二年ほど前からは目に見えて、精神的に調子を崩していた様子でした〟


    〝……でも、二年くらい前からは、ほとんど会ってくれなくなっちゃってさ。どんなときでも馬ば鹿かみたいに明るかった静來が、まるで人が変わったみたいになって、ほとんど抜け殻みたいな有り様だった〟


    



    　梨なし木き静しず來くを知る人物は皆、口を揃そろえて、二年前を境として彼女が変へん貌ぼうしたと話していた。


    　──赤の他人であったはずの梨木静來が、天涯孤独の身となった春はる科しな瑠る花かに、なぜそうまでして尽くす必要があったのか。無言を保ったままの彼に、俺は続けて問う。


    「それは──春科家の事故車両を整備したのが梨木静來だったから、ですか？」


    　瞬間、春科瑠花の叔父は、凝ぎよう然ぜんと両目を見開いていた。


    



    



    　丁重に礼を告げ、春科瑠花の叔父の部屋を後にした。彼から借りた書類の入ったＡ四版の封筒を抱え、マンションのエントランスを出たところで、携帯にメールが入っていることに気付いた。巻まき島しまからだ。


    



    件名：今夜暇です？


    本文：今日、駅前の神社で縁日やるみたいですよー。


    



    せっかくだから遊びに行きません？　ぶっちゃけ邪魔っけですけど、音ね耶やさんも誘っておきましたので！　……まだお返事がありませんけども。


    



    「この時期に縁日かよ……」


    　じき夏休みも終わりだというのに。やぶから棒な提案に、思わず眉まゆを顰ひそめてしまう。


    　気晴らしがてら、ぶらっと遊びに行きたい気持ちもないわけではなかったが、今は事件をほったらかして悠長に遊んでいる状況ではない。


    　俺は誘いを断る旨むねを携帯に打ち込むが、その指はいつの間にか、未練たらしく止まってしまっていた。


    「……音耶の奴やつ、こういうとこに遊びにいったコトとかねえんだろうな」


    　まあいい。どうせ音耶とはこの後、情報交換のために顔を合わせるのだ。


    　なら病院ばかりではなく、たまには息抜きがてら場所を変えてみたってバチは当たるまい。


    　俺は携帯を取り出し、短縮ダイヤルを呼び出した。


    



    



    　その後、事務所で一息ついたあと、陽が傾きかけた頃ころを見計らって目的地へ向かう。


    　ガードレールに腰掛けて待っていると、約束の時間に少し遅れて音耶がやってきた。


    「お、遅れてすみません……」


    　白い髪を振り乱しながら急いで駆けてくる。すれ違ったらしい何人かが、いちいち振り返り、まじまじと彼女を見ている。……こいつといると、いろんな意味で目立つんだよな。


    「あの……いきなりどうしたんです？　こんな所に呼び出すなんて」


    　外野の視線など慣れっこなのか、当の音ね耶やは気にしたふうもなく訊たずねてくる。


    「おまえ、巻まき島しまからのメール見てないのか？」


    「あ……確認するの忘れてました」


    「まあいいや」


    　俺はガードレールから降り、音耶の先に立って歩き出した。


    「……あの？」


    「いいから行くぞ」


    「？」と小首をかしげる音耶を引き連れて、神社までの道のりを歩く。


    　多くの人で賑にぎわう境内の前に着いたとたん、音耶は鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔で立ち尽くした。


    「どうした。来ねえの」


    　予想以上のすし詰め状態に内心辟へき易えきしながら、音耶に振り返る。


    「……いいえ。その、こういうのは初めてで」


    　間の抜けた声で答える音耶から視線を外し、石段に足をかけた。


    「……もしかして宗そう佑すけさん、遊びに連れ出してくれたんですか？」


    「所長の粋いきな計らいだっての」


    　夕飯も適当に屋台で済ませてしまう腹積もりである。


    「──なんだか今日は、いやに優しいですね？」


    　困惑した顔をやがて微笑へと変え、しみじみとした様子で失礼なことをいう音耶。


    「今日はってなんだよ」


    　ため息交じりにいい捨て、賑わう境内に続く石段を踏み締める。


    　音耶は子供のように天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を浮かべて、ひよこのように後ろからついてきた。


    



    



    「あー、やっと来ましたねー。音耶さんもおっそいですよー！」


    　境内に入ると、鮮やかな水玉模様の浴衣ゆかたに身を包んだ巻島が、昔懐かしい型抜きに興じているところだった。


    「あ……やっぱり巻島さんもいたんですねー……」


    「──あの、露骨にガッカリした顔しないでくれます？　というか、誘ったのあたしなんですけど……」


    　集中力が切れたのか、早々に型抜き菓子を砕いてしまった巻島は、ばっと勢いよく立ち上がると誇らしげに胸を張った。


    「日ひ頃ごろお忙しい先輩と、病院暮らしでストレスがマッハな音耶さんのために、わざわざ企画してあげたんですよ？」


    「だそうだ」と相あい槌づちを打つ俺。


    　音ね耶やはしばらくの間、きょとんと目を丸くして立ち尽くしていたが、やがて嬉うれしそうに顔を綻ほころばせて笑った。


    「……お気遣い、ありがとうございます」


    「どういたしましてです。夏休みもラスト一日ですし、縁日とか久しぶりですし、ぱーっと騒いでいきましょうっ。ええ、宿題済んでないあたしの心の安あん寧ねいのために！」


    　おまえ、それは現実逃避っていうんだよ。


    



    



    　三人並んで屋台を渡り歩く。音耶はやはり見るものすべてが物珍しいようで、子供のようにいちいち興味を示した。


    「あの～……巻まき島しまさん？　お気持ちは嬉しいのですが──これ、ただの綿わたにしか見えないのですが」


    「？　ええ、ただの綿あめですよぅー？」


    　むしゃむしゃと自分の分の綿あめを食べる巻島を、音耶は変態を見るような目で見つめていた。


    「た、食べるんですか？　これを……？　喉のどに詰まったりしません？　あ、わかりました。何かのどっきりですね？」


    「……本気で何もかも未体験なんですね。もしかして音耶さんって、箱入りのお嬢様？」


    　不思議そうに訊たずねてくる巻島に、返答に窮きゆうした音耶が困り笑いを浮かべている。そんなふたりのやり取りを背中で聞きながら、フランクフルトにかぶり付く。


    「…………」


    　音耶はしばらくの間躊ちゆう躇ちよしていたが、やがてぐっと表情を引き締めると目を瞑つぶり、小さな口で綿あめにかじり付いた。


    「あ……甘い」


    　ややあって、当たり障りのない感想を漏もらす音耶。その表情は驚きと感激に染まっている。


    「あの、あのっ巻島さん！　あれって何ですか？」


    「りんご飴あめですねー。あっちも甘くて美お味いしいですよ！　ちなみに屋台のおじさんにじゃんけんで勝つと、もう一個おまけしてもらえます」


    「なんと」


    　とたん、ふたり分の熱視線が背中に突き刺さってくるのをひしひしと感じた。


    　振り返ると、助手ふたりが揃そろって瞳ひとみを輝かせてこちらを見つめている。さっさと勝って、ふたり分のりんご飴を獲得してこい、ということらしい。


    　……仕方がない。ここは所長として、ひとつ威厳を見せつけておかなければならない場面だろう。俺は屋台のおじさんに小銭を渡すと、勢いよく片手を振りかぶった。


    　じゃんけんぽん。


    　負けた。


    「──宗そう佑すけさんには、心底失望しました」


    「──ここ一番で負けちゃう男の人って」


    「じゃんけん負けたくらいでてめえらに罵ば倒とうされるいわれはねえよ！」


    　まるで犯罪者に向けるような視線で責められる。こいつらは何様のつもりなんだろう。


    　ひとつだけ手渡されたりんご飴あめを無理やり音ね耶やに押し付け、ずんずんと歩き出す。


    「……え、くれるんですか？」


    　音耶が一拍遅れて驚いた声でいい、隣の巻まき島しまが「ずるーい！」と不平の声を上げる。


    「って音耶さん、りんご飴も初めてですっけ。うー……さすがに奪えません」


    「……巻島さん。せっかく所長さんが奢おごってくれたんですし、ふたりで食べちゃいません？」


    　しばらくの間、困ったように手の中の飴を見つめていた音耶が、笑顔で巻島に提案する。


    「あ、いいですねそれ！　なんかカップルみたいで」


    　顔を寄せ合い、ひとつのりんご飴にぺろぺろと舌を這はわせ始めるふたり。そこはかとなく危険な構図に、周囲の視線が集まっていた。


    　一方の俺は目もくれず、懐キャラのお面を買いに走った。


    



    



    　やがて宴もたけなわといった空気になった頃ころ、音耶がある屋台をじぃっと凝視していた。


    「あの、宗佑さん。金魚すくいって何ですか？」


    「金魚をすくうの」


    「はぁ……救うんですか」


    　何かが決定的に嚙かみ合っていない気がしたが、いつまでも興味深そうに眺めているので、小銭を数枚渡してやる。


    「救っていいんですか！」


    　表情を輝かせる音耶に、屋台のおじさんがポイを渡してくれる。紙張りではなく、今どき珍しいモナカ製である。しかし音耶は、それをさくさくと平らげた。


    「味がしないですね、これ」


    　食いやがった。


    「あははははは！」と腹を抱えて爆笑する巻島。人目を引く音耶の様相も相まって、周囲からの注目を浴びまくっている神楽かぐらヰゐ探偵事務所一行である。


    「お子様達が周りでお手本見せてくれてんだろうが！　ちゃんと見とけよ！」


    　さっそく三〇〇円がドブに消えたが、寛容な心で渋々もう数枚渡してやる。


    「えぇと……？」と首をかしげる音ね耶やに、詳しい説明をしてやる。


    「そのモナカで水中の金魚をすくい取って、こっちのお椀わんに移すんだよ。ちなみにすくった金魚は持ち帰れる」


    「なるほど……でも、金魚って美お味いしいんですか？　食べたことはありませんけど……お料理にするとしたら、お刺し身とか天ぷらあたりでしょうか」


    　その会話を隣で聞いていた子供が、その光景をリアルに想像したらしく大声で泣き出したので、俺は一刻も早くこの場を離れたい気持ちに駆られた。


    「いいからとっととすくえ！」


    「は、はいっ！」


    　音耶があわてて水槽と向き合うが、案の定、水につけたままポイを移動させるものだから、モナカはあっけなく崩れ去ってしまった。


    「……うぅ」と目に見えて落胆する音耶。まあ初心者なんてこんなもんだろう。


    　よし、これでこの場所を離れられると安あん堵どした瞬間、


    「よっと！　五匹目ゲットです」と、能天気な勝ち鬨どきがこだましていた。


    　いつの間にか参戦していた巻まき島しまが、五匹目の金魚をお椀に移したところだった。巻島は音耶に向き直ると、これ見よがしに得意げな笑みを浮かべた。


    「……あれあれ、音耶さん？　もしかして収穫ゼロです？」


    　煽あおってんじゃねえよ。なぜここにきてライバル心を剝むき出しにするのか。


    「……宗そう佑すけさん。小銭いただけます？　気前よく一万円分ほど」


    「おまえは自分が何いってんのかわかってんのか」


    　音耶も音耶で受けて立ってるし。まあ確かに、初うい陣じんの戦績がゼロってのは締まらないだろうが。


    「──ったく」


    　俺はおじさんに三度目のお金を渡してポイを受け取り、音耶に手渡した。


    　もっともこいつの好きにさせたところで惨敗は目に見えているので、俺は音耶の背後に膝ひざをつき、ポイを握る華きや奢しやな手を上から握る。


    「は、あの──え？」


    「────────」


    　音耶と巻島の表情が、同時に固まる。俺がサポートに回ったことがよほど意外だったらしく、音耶は戸と惑まどった表情でこちらに振り返ってきた。


    「いいか、コツがあるんだよ。まずは水面近くの一匹に標的を定めて、目の前に来るまでじっと待つ。それまでポイは水に漬つけんな。そしたらな──って、動き硬い。力抜け」


    「す、すみま、せん……」


    　頰ほおを真っ赤にしつつ、俺のいうとおりに手を動かす音耶。その手はガラスみたくひやりとしていて、白い髪からはほのかに甘い匂においがした。


    　背後からは「なになに、あの美形カップル！」「もしかして、モデルさんとかかなー？」などと好き勝手な野次が飛んでくるが、無視。


    　その後、どうにか一匹獲得することに成功したが、ポイはそこで呆あつ気け無なく崩れてしまった。


    「……ま、ボウズよりゃマシだろ」


    「……わぁ」


    　小さな袋の中で泳ぎ回る小さな金魚を、音ね耶やは目をきらきらさせて見つめていた。成果としてはしょぼいもんだが、初めてならこんなものだろう。


    「音ー耶ーさーんーっ！」


    　と、ことの一部始終を見守っていた巻まき島しまが、怨おん念ねんの声と共に音耶に詰め寄っていた。


    「は、はい……？」と目を丸くする音耶に、頰ほおを膨ふくらませる。


    「ずるいですあざとすぎます不公平ですー！　そういうのって卑ひ怯きようだと思いますー！」


    　困ったように笑う音耶から視線を外した巻島が、くるりと俺の方に振り向いた。


    「先輩、あたしにもレクチャーしてください！　後ろからこう、優しく抱き締めるように！」


    「てめえはひとりで大量にすくってただろうが！　俺より上う手めえよ！」


    　──って、気付けばいよいよ本格的に注目を浴びまくっている俺達である。ぶーたれる巻島と、ニコニコと金魚を眺めている音耶から逃げるように、俺はそそくさと屋台を後にした。
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    「……可愛かわいかったですねぇ、巻まき島しまさんの浴衣ゆかた。そのうちわたしも着てみたいなー」


    　先を歩く音ね耶やが、うきうきとした口調でいう。彼女の片手にはヨーヨーが握られており、手の中をばいんばいんと軽快にバウンドしていた。


    　日はとっくに暮れ、夜空にはぼんやりと月が浮かんでいる。ちょろっと回ってお開きにするつもりだったのだが、がっつり遊んだあげく巻島を家まで送り届けていたら、結局こんな時間になってしまった。


    「金魚さん、持って帰れなかったのが残念ですね。まあ事務所に連れて帰っても、宗そう佑すけさんがご飯やり忘れてすぐ死んじゃいそうですけど」


    　どうにか獲得した金魚だったが、結局、一匹もすくえずに泣いていた子供にあげてしまったらしい。


    「最初におまえがポイ食い出したときはどうしようかと思った」


    「だって何の説明もなしに、いきなりモナカなんて渡されたら……」


    「あと射的で〈蒼指スナイパー〉使おうとしやがったときには、本気で引っ叩ぱたいてやろうかと思った」


    「うぅ……あそこで〈狙撃手スナイパー〉さえ使えれば、景品の熊ちゃんは今頃わたしの手の中に……」


    「んなくだらないことで不正を働くんじゃねえよ……」


    　などと話しているうちに、いつの間にか病院と事務所の分かれ道に差し掛かっていた。


    　俺達はバス停を見つけると、人ひと気けのないベンチに腰を下ろした。


    



    　　　◇


    



    「さっき、おまえから連絡があったあと、春はる科しな瑠る花かの叔父を訪ねてきた」


    　開口一番告げられた宗佑の一言に、音耶は口を半開きにして驚いた。


    「え、瑠花さんの叔父さんって──今日ですか!?　わたしが電話したの昼間ですよ!?」


    「ばーか。夏休みの宿題溜ため込んでるどっかの馬ば鹿かじゃあるまいし、そんな悠長に構えてられっかっての」


    　宗佑は投げやりにいい放つと、声を潜めて告げた。


    「──梨なし木き静しず來くが二年にわたって春科瑠花のもとを訪れていたのは、罪滅ぼしのためだ。二年前に事故を起こした春科家の車は、梨木静來が整備したものだった」


    「────」


    　驚きよう愕がくに言葉を失う音耶に構わず、宗佑は淡々と続けた。


    「梨木静來と春科瑠花のふたりに繋つながりがあったとわかった時点で、なんとなく予想はしてたんだ。二年前の夏。梨木静來の職場、突然の変へん貌ぼう。春科瑠花との邂かい逅こう──判断材料になったのは、それらの時系列や状況の一致だ。あくまで憶おく測そくに過ぎなかったが……春はる科しな瑠る花かの叔父から話を聞いて、それで間違いないとわかったよ」


    「……よく、そんなことを教えてもらえましたね？」


    「口八丁だよ」


    　吐き捨てるように宗そう佑すけは呟つぶやく。


    「では……瑠花さんのご家族を間接的に殺したのは──」


    「整備当時、梨なし木き静しず來くの年齢は一七歳。まだ分解整備の資格を有してはいなかった。──立派な違法整備だよ」


    　梨木静來が奥おう司じ自動車整備工場に勤めだしたのは、中学卒業後のことだという。当時、まだ勤続二年目だった梨木静來は、この規模の分解整備を行う資格など有していなかったのだ。


    「春科家の事故から一週間後、罪悪感に押し潰つぶされそうになった梨木静來は、瑠花の叔父の家を訪れてきたそうだ」


    



    〝わたしが殺しました〟


    



    　二年前の深夜。突然、瑠花の叔父のマンションを訪ねてきた若い女性は、抑揚のない声でそんな告白をしたという。


    「当時、梨木静來の勤務先だった工場はスタッフの数が足りていなかった。業務が立ち行かない状態が続いていたようだ。そんなとき、梨木静來は工場長の命令によって──やむなく春科家の車に整備を施ほどこしたんだよ」


    　事故当日、春科家は整備のために預けていた車を引き取りに、奥司自動車整備工場へと足を運び、その車に乗って一家で出かけ──その往路で、事故に巻き込まれたのだ。


    　自分が整備した車が事故に遭い、そして多くの死者を出したことを、梨木静來はニュースで知った。事故現場の凄せい惨さんな映像と焼け焦げた無惨な車体、そしてテロップに流れた、身に覚えのありすぎる被害者の氏名を目にして。


    「カーブを曲がり損ねたことによる衝突事故──梨木静來は、その事故の原因が自分にあると悲観し、深く絶望した。自分の拙つたない整備や、気付かないほどの些さ細さいなミスが、あの最悪の結果を招いてしまった、とな」


    　ひとつひとつの出来事を丁てい寧ねいに説明する宗佑の声は、事務的で乾いている。その一語一句を聞き漏もらすことのないよう、音ね耶やは話に耳を傾ける。


    「その事故の原因は……本当に、静來さんだったのでしょうか？」


    「さあな。真相はもう誰にもわからない。──はっきりわかってんのは、梨木静來はただ工場長に命じられて整備した、ってことだけさ」


    「……でもそんな事実は、静來さんにとっては何のなぐさめにもならなかったのでしょうね」


    「ああ。梨なし木き静しず來くの気性が、マイナス方向に作用しちまったんだろうな」


    　他者に気配りができ、弱音を吐かず、責任感の強い──いうなれば〝背負い込む〟タイプの人間は、反面、起きてしまった現実に対して折り合いをつけて誤ご魔ま化かすことが上う手まくない。


    　音ね耶やは想像する。


    　春はる科しな家の事故を知った梨木静來は、きっとこう思っただろう。


    



    「車の整備をしたのが未熟な自分でなければ、あの惨さん事じは起きなかったかもしれない」と。


    



    「彼女が二年前を境に変へん貌ぼうしたのは、それが理由なんですね……」


    　そんな、もはや世の誰にも証明することのできない罪の可能性に、梨木静來は二年もの間、心を蝕むしばまれ続けていたのか。音耶は続けて問う。


    「宗そう佑すけさん。彼女はなぜ、事実を公表しようとしなかったのでしょう？」


    　抱いて当然の疑問だ。そこまで責任感の強い人間なら、自らの罪を隠しながら生きるような真ま似ねはできないはずだ。


    「整備を指示した工場長──奥おう司じ康やす彦ひこに、泣きつかれたんだってよ」


    「……やりきれませんね」


    　工場の責任者が、部下の口止めを図るのは自明の理だ。資格のない者に整備を行わせ、その車が重大事故を起こした。発覚すれば責任問題となり、梨木静來だけではなく、整備を指示した自身にまで司法の手が及ぶ可能性があるのだ。


    　宗佑はいう。


    「中学を卒業したばかりのガキを快こころよく拾ってくれたっつー強い恩義を、彼女は奥司康彦に対して抱いてたんだ。そうして梨木静來は、罪を償つぐなうという選択肢すら奪われた」


    　音耶は、宗佑の横顔をじっと見つめながら口を開く。


    



    「追い詰められた静來さんに残された最後の選択肢が、唯一生き残った春科家の人間──瑠る花かさんへの贖しよく罪ざいだった、というわけですか」


    



    　宗佑は頷うなずきもせず、不機嫌そうに瞼まぶたを閉じて肯定を示した。


    　当時の春科瑠花の心境は、察するに余りある。


    　恐ろしい事故に巻き込まれて生死の境をさまよう大おお怪け我がを負い、そこからいざ生還してみれば、自分を除く家族全員が灰と化していた──


    　まだ幼い少女にとって、とても許容できるような現実ではない。


    「……当時の瑠花さんは、心身共にボロボロだったそうですよ。今、曲がりなりにも人らしい生活を送ることができていることが、奇跡的なくらいに」


    　そんな傷だらけの少女を、あそこまで安定させたのが、ほかならない──梨なし木き静しず來くだった。


    「静來さんの自殺は──罪悪感に追い込まれた結果なのでしょうか？」


    「さてな」


    　気のない返事をする宗そう佑すけに、音ね耶やは少しむっとした。小さく首を振って気を取り直す。


    「宗佑さん……瑠る花かさんは、静來さんからもらった時計をとても大切にしています。もう壊れて動かない、古い懐中時計です」


    「聞いたよ」


    「その時計は、昔亡くなった静來さんのご家族の形見だそうです。──瑠花さんは、あの病室に縫ぬい付けられてしまった自身の魂と、そして、二度と時を刻むことのない壊れた時計を……重ね合わせているのかもしれません」


    「止まった時が動き出せば、辛つらい現実と向き合うことになるから、ってか」


    　独り言のように宗佑が呟つぶやき、音耶は空を仰いだ。


    　胸の内側に、何か得体の知れないものがわだかまっているのを感じていた。


    　その感触に戸と惑まどいながら、音耶は街灯の心こころ許もとない光に眼めを細め、唇を結んでじっと夜空を見つめる。


    「……なんつー顔してんだ、おまえは」


    「へっ」


    　ふいにそんな声をかけられ、音耶はあわてて振り向いた。


    「……わたし今、変な顔してました？」


    「ああ、してた。らしくもねえ使命感に溢あふれた、アンニュイなキメ顔をな」


    　宗佑がからかうように肩をすくめる。


    　音耶はいたずらの言い訳をする子供のように、地面に視線を落とした。


    「なーに生意気に悩んでんだよ、唐とう変へん木ぼく」


    　相変わらず仏ぶつ頂ちよう面づらのままではあるが、宗佑は珍しく自分のことを気にかけてくる。


    「そ、それは──」


    　珍しいこともあるものだと、音耶もまた、らしくなく応じる視線をとってしまう。


    「瑠花さんの先生から、話を聞かせてもらったときにですね……」


    　息を小さく吸い、音耶は消え入りそうな声で告げる。


    「彼女達はなんて可か哀わい想そうなんだろうって──そんなことを、思ってしまったんです」


    「…………」


    　居心地の悪い沈黙が降りてくる。滑こつ稽けいな自分の発言を浮き彫りにされるかのようなその嫌いやな間に、音耶は頰ほおが熱くなるのを感じた。


    「……って、変ですよね。こんなわたしが他の誰だれかに感情移入してしまうなんて」


    　黙ったまま目を眇すがめる宗佑に、音耶は自じ嘲ちようげな微笑ほほえみを投げかける。


    「すみません、忘れてください」


    「要するにおまえは、自分の根っこがブレ始めていることに戸と惑まどってるわけか」


    「……いや、ほんとに忘れてください……」


    　音ね耶やは消え入りそうな声でいうと、膝ひざの上で手を握り締めて口を噤つぐんだ。


    「あのな。そりゃ不調じゃなくて、単なる成長だろ」


    　その横顔に向かって、宗そう佑すけは心底呆あきれたといったぼやきを飛ばした。


    「そんなのは、ものの捉とらえ方や価値観がおまえの中で変わった。それだけだろが」


    「そう……なんですかね？」


    　すがる仔こ犬いぬのように見つめる音耶に対し、宗佑は鷹おう揚ように頷うなずいた。


    「でも、もしそうなら──この変化は間違いなくわたしの存在価値を否定するものです」


    　こんな感情あまさを許容してしまったら、それは最終的に、引き金を引くことをためらう弱さに繋つながるような気がしてならなかった。


    　肩を落とす音耶に、宗佑は嘲ちよう笑しようを漏もらしていた。


    「……そうやって思い悩むくらいなら、もういっそ神楽かぐらヰゐ音耶を辞めたいってか？　刀振り回して、誰かれ構わず斬り刻んで笑ってた頃の自分に戻りたいか？」


    「……アレは、わたしではありません」


    　思いがけない宗佑の言葉に、音耶は明確な怒気を声に込めて反論していた。


    　音耶は視線を自らの小指に落とす。紅あかいマニキュアの塗られた精巧な義ぎ指しを、じっと見下ろした。


    　音耶の躰からだ──〈奇腫指キヤンサー〉を扱う専用肉体ハードウエアには、音耶よりも先に、それを自らの躰として使っていた〝先客〟が存在する。


    　自らに与えられた行動原理に従って、多くの人間を欲望のままに斬きり刻んだ奴やつは、自らも同じ死に様を与えられ、すでにこの世には存在しない──


    「彼女は、同じ躰を使っていたことがあるだけの……わたしとは、まったく別の存在です」


    「ったく。そういう線引きはちゃんと出来てんじゃねえか」


    　宗佑は頭の後ろで腕を組むと、夕焼けに染まる空を見上げながら一息に告げる。


    「……ったく、アッパラパーが生意気に悩んでるんじゃねぇよ」


    「アッパラパーって古くないですか……あと心外です。これでも悩み多き乙女なんですよ？」


    「さて、と」


    　音耶の反はん駁ばくには答えず、宗佑はベンチから立ち上がる。


    　彼は踵きびすを返して歩き出したが──ふと立ち止まると、首だけで振り返った。


    「あ、そうそう。しばらく春はる科しな瑠る花かから目を離すなよな。──もう、いつ始まってもおかしくない」


    　何の前置きもなく告げられた一言に、音耶は眉まゆ根ねを寄せて困惑する。


    「呆ほうけた顔してんじゃねえ。遺体失しつ踪そう事件だよ。俺なりに一応、犯人の当たりをつけてみた」


    　何でもないことのように大切な話題を振られ、音ね耶やは思わず肩を怒らせて立ち上がった。


    「どういうことです!?　というかそれって、こんな別れ際のタイミングで話すことですか!?」


    「おいおい……もともとそっちを調べてたんだろうが、俺達は」


    　宗そう佑すけは頭を搔かきながら、現段階での推測を音耶に話して聞かせる。


    　今回の連続遺体失踪事件の犯人と、その目的。


    　それを聞き終えた音耶は顎あごに手を当て、神妙に何度も頷うなずいてみせる。


    「……なるほど。まともな精神状態の持ち主であれば、考えるのも馬ば鹿からしい理屈ですが──〈奇腫指キヤンサー〉の行動原理に取り憑つかれているのなら、何の違和感もありません」


    「あくまでも推測に過ぎない。過信はするな。まだ不確定要素が多すぎる」


    「わかりました。……用心します」


    　それを最後に、ふたたび事務所に向かって歩き出す宗佑の背中に、音耶はそっと声をかけた。


    「あの、宗佑さん。あまり……焦らないでくださいね？」


    　宗佑は「あ？」と訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せて音耶に振り返る。


    「わたしはわたしにできることを、宗佑さんは宗佑さんにできることを、すればいいんだと思います。──何だか最近の宗佑さん、〝らしくない〟気がしていて」


    　自分と違って、宗佑は〈奇腫指キヤンサー〉に対抗する直接的な武力を持たない。だからこそ、前回と同じ轍てつを踏まないようにと焦燥に駆られている──こうして身を粉にして日々調査をしている宗佑を見ていて、音耶はそんな印象を抱いだいたのだ。


    「……なーに的はずれな心配してんだっつの、アホ」


    　苛いら立だたしげに呟つぶやく宗佑に、音耶は小さく舌を出してみせ、踵きびすを返して帰路についた。


    



    



    　──「春はる科しな瑠る花かの病室に泊まりたい」


    　音耶の唐とう突とつすぎる申し出は、桐きり呀がによる病院側への根回しもあって、思いのほかあっさりと許可された。桐呀には最初こそ渋られたものの、瑠花が今回の事件に深く関わっている可能性を宗佑が指摘すると、あっさりと応じてくれた。


    　というわけで、ふたりの友人に惜しまれつつ、音耶は少ない手荷物と枕まくらだけを持って、瑠花の病室を訪れていた。時刻は午後九時を少し回っていた。病室のドアを軽くノックする。


    「瑠花さーん？」


    　返事はない。もう一度軽く叩たたく。やはり声は返ってこない。


    　音耶は少しの間迷ったあげく、ドアノブをそっと捻ひねってドアの縁から顔を覗のぞかせた。


    「…………あら」


    　その光景に、音耶は思わず笑みをこぼした。


    　音ね耶やを待っている間に眠気に襲おそわれたのか、瑠る花かはベッドの上で、それこそ本物の猫のようにうつ伏せになり小さな寝息を立てていた。呼吸のたび、頭から被かぶった猫耳のフードが規則的に揺れている。


    　起こさないよう、静かに病室に足を踏み入れる。そっとベッドの傍そばの椅い子すに腰掛けると、ぎ、と微かすかに軋きしむ音がした。


    「……あ、音耶さん」


    　目覚めは早かった。瑠花はあわてて起き上がり、寝ぼけ眼まなこを両手でごしごしと擦こすった。


    「……ごめんね、せっかくきてくれたのに、ねちゃってて」


    　もともと舌足らずな声だが、寝起きであるせいで、さらにふわふわとした響きになっている。


    「いいえ。こちらこそごめんなさい。泊まりたいなんて、突然無理をいってしまって」


    「ううん、嬉うれしいっ」


    　その[image: ]はつ剌らつとした笑顔は、つい十数時間前にここで泣きじゃくっていた少女のものとは、音耶には思えなかった。


    　そうしてしばらくの間、ふたりでとりとめのない話を交わす。こうして病室の中で話している分には、瑠花は感情豊かなごく普通の少女だった。


    「あの、瑠花さん。もしよかったらで構わないんですけど……」


    　その談笑も落ち着いた頃ころ、音耶は針に糸を通すような慎重さで、そっと訊たずねた。


    「……静しず來くさんとのお話を、聞かせてもらえませんか？」


    　その質問に、朗ほがらかだった瑠花の表情が一瞬固まる。やはりまずかったか、と思い直し質問を取り消そうとしたが、瑠花は別段取り乱したりする様子もなく、少し寂しげに目を細めて「いいよ」と答えた。


    　静來とふたりで過ごした、この小さな病室の中での想い出を瑠花は語り始めた。


    　折り紙を教えてもらった。髪を可愛かわいく結ってもらった。本を読んでもらった。いつだって優しくしてくれた。どんなにくだらない話にも、真剣に付き合ってくれた。毎日、帰る前に強く抱き締めてくれた。そうして、明日も必ず来るからね……そういって、とびきりの笑顔で手を振ってくれた。


    　──それはこの世界を見渡せば、どこにでも当たり前に転がっている路傍の小石のような、とりとめもなくありふれた日常の数々だ。


    　瑠花が語る優しく快活な女性と、二年もの間自分の心を追い詰め続け、あげく飛び降りて生命を絶った女性。それが同一人物であることが、にわかには信じがたかった。


    「──静來お姉ちゃんに、会いたいよ」


    　その声には、いつしか涙が滲にじんでいた。音耶は椅子から立ち上がるとベッドに腰掛け、震ふるえる瑠花の肩をそっと抱いた。


    「──会って、謝らないといけないの。瑠花、お姉ちゃんに酷ひどいことをいっちゃったから」


    「酷ひどいこと……？」


    



    〝静來お姉ちゃんを死なせたのは、瑠花なんだから〟


    



    　昨日の深夜、瑠る花かが口にしたその言葉が蘇よみがえる。


    　瑠花は静かに頷うなずくと、


    



    「……お姉ちゃんなんて、しんじゃえ、って」


    



    　掠かすれた声で、そんなことを告げた。


    　音ね耶やは思わず言葉を失った。嫌いやな想像が一瞬思考をよぎる。


    　まるで瑠花のその一言が、精神的に追い詰められていた梨なし木き静しず來くを、死に誘った原因であるような──


    　それはあまりに不吉な、状況の一致だった。


    「……でも、お姉ちゃんだって悪いんだよ？　あんな冗談をいうから……」


    　黙り込む音耶の反応を呆あきれられたと勘違いしたのか、瑠花は言い訳をするような口調になる。


    「お姉ちゃんがここに来た最後の日にね──突然、こんなこといったの」


    　瑠花の口から語られたのは、一〇日前──梨木静來が飛び降りる前日の夜の出来事だった。


    　いつものように瑠花の病室を訪れた梨木静來は、帰り際になって、どこか思い詰めた表情で、見送る瑠花に向かってこう告げたという。


    



    〝瑠花。……あたしね、しばらくここに来られなくなるかもしれない〟


    



    　梨木静來のその申し出は、当時の瑠花にとっても──そして、今こうして話を聞いている音耶にとっても、あまりに唐とう突とつすぎた。


    



    〝理由は……きっといつかわかるから。でも、よく聞いて、瑠花。……起きたことを、なかったことにはできない。それはあたしも──そして、あんたも〟


    



    　わけもわからないまま問いただす瑠花に、しかし梨木静來は曖あい昧まいに笑っていった。


    



    〝あたし達は──止まった時間を、動かさなくちゃいけないの〟


    



    　起きたことをなかったことにはできない──それは、瑠花の乗っていた車を未熟な腕で整備した梨なし木き静しず來くの、声にならない懺ざん悔げの言葉だ。


    　梨木静來は、最後に瑠る花かと会ったその時点で、すでに自らの死を決意していたのか。


    　そして、その最後のひと押しとなったのが──瑠花のぶつけた言葉だったのだろうか。


    　音ね耶やの疑問に答えてくれる者はいない。


    「わけがわかんなかった……。ただお姉ちゃんが、もう会いに来てくれないなんて、酷ひどいことを言ってくるのがすごく嫌いやで、それで……」


    　考え込む音耶に、目め尻じりに涙を溜ためた瑠花がたどたどしい口調で続ける。


    〝お姉ちゃんなんて、しんじゃえ〟


    　最後の夜、梨木静來の言葉を聞き届けた瑠花は、感情のままにそう絶叫していたという。


    



    「──きっと、悪いのはぜんぶ、瑠花なの」


    　瑠花はいつの間にか、手の中に小さな金属の塊かたまりを握り締めていた。


    　古びた銅色の懐中時計。梨木静來から贈られた、瑠花にとっての宝物。時を刻むことをすでにやめている壊れた時計。


    　それは瑠花の心を過去に拘束する、鉄の檻おりだ。


    「瑠花があんな酷いこといったから──お姉ちゃんは、本当に死んじゃったのかな」


    　否定を求めて訊たずねてくる瑠花の手に、音耶は掌てのひらをそっと添えると、そんなことはありませんよ、と彼女の期待通りに微笑ほほえんでみせる。一〇日前、ここで繰り広げられた出来事を想像することしかできない音耶には、そうする他に選択肢がなかった。


    



    



    　午後一一時過ぎ。常夜灯で薄いオレンジ色に染まった病室。


    　一台のベッドの上に、瑠花と音耶は身を寄せ合って横になっていた。


    「……音耶さん、まだ起きてる？」


    　訊ねる声が、顔の横からぽつりと響く。


    「ええ。眠れないんですか？」


    「うん。目が冴さえちゃって。最近夜更かしばっかだったし……ごめんね？」


    　毛布の端から目だけを覗のぞかせた瑠花が、ぼそりと訴えてくる。音耶は微笑むと、安心させるように瑠花の小さな手を握った。


    「わたし達、最初に会ったのも二回目に会ったのも、真夜中でしたからね」


    　瑠花は偶然にも、静來の死と、その遺体が失しつ踪そうしたことを知ってしまった。


    　そして彼女は静來の姿を追い求め、夜な夜な病院を徘はい徊かいし、そして自分と出会った。


    　その数奇な巡り合わせに、


    「……もうだめですよ？　あんな時間に出歩いたりしたら」


    「でも──」


    　瑠る花かが逡しゆん巡じゆんする声でいう。


    　今は音ね耶やと一緒に過ごすことで寂しさを紛らわしているのだろうが──梨なし木き静しず來くの遺体が発見されない限り、彼女の徘はい徊かいはいつまでも続くのだろう。


    「いうこと聞かない悪い子は、こうですよー」


    　音耶は瑠花の方にごろんと転がると、彼女の小さな躰からだを抱き枕まくら感覚でぎゅうぎゅうと抱き締めて拘束する。


    「にゃ──っ!?」


    「さてさて、子供はそろそろ寝る時間ですよ。寂しくてひとりじゃ眠れない瑠花さんのために、お姉さんが一肌脱いであげましょう」


    「いいってば！　恥ずかしいもん！」


    　しばらくの間じたばたともがいていた瑠花だったが、音耶に抱き締められ、やがて諦あきらめたように全身からくたりと力を抜いた。


    　音耶の胸のあたりを瑠花の吐息が撫なでる。仔こ猫ねこのように温かな体が、肌に心地よかった。


    　強こわ張ばっていた瑠花の体が、少しずつ弛し緩かんしていく。彼女は甘えるように、音耶の胸に顔を押し付けた。そして心底残念そうに、


    「……お母さんよりちっちゃい」


    「ほっといてください！」


    　未発達な母性を指摘されて思わず声を荒らげる音耶に、瑠花はやがて搾しぼり出すような声でいう。


    「……会いたい」


    　音耶の背中に腕が回る。


    「みんなに、会いたいよ──」


    　それはもはや、決して叶かなわぬ願いだった。


    　瑠花の抱く孤独は、もう二度と取り返しがつかない類たぐいのものだ。それを少しでも満たせる言葉など、少なくとも自分の中には存在しない。


    「……瑠花さんは、もし退院したらどんなことをしてみたいですか？」


    　代わりに、そんな質問が音耶の口をついて出ていた。


    　何かを期待していたわけではない。ただ、自分の胸の中で震ふるえている少女が、ほんの僅わずかでも未来のことを想っているのかを確かめたいと思った。


    「──出たくなんてない」


    　だが、ぽつりと返ってきた答えは予想通りのものだった。


    「瑠花には、このずっと変わらない小さな世界と、お姉ちゃんがいれば──それで、よかった」


    　返す言葉はなかった。代わりに強く、瑠花の小さな躰を抱き締める。


    「だから……お姉ちゃんと……もう一度……」


    　さすがに睡魔には勝てないのか、瑠る花かの声はだんだんと不ふ明めい瞭りようなものになっていく。せめて夢の世界に落ちるまでは、と音ね耶やはその躰からだをもう一度抱き締めた。だが──


    



    　ぢぢ、という微かすかな異音。


    　ちかちかと常夜灯がまたたき、薄暗い病室が、完全に暗転した。


    



    「────！」


    　異常を察知した音耶は、即座にベッドから跳ね起きた。バッシュを履き、黒い絵の具をぶちまけたような暗くら闇やみの奥を、目をこらして見み据すえる。──電気系統を潰つぶされた？


    「ね、音耶さん……？」


    　何事かと声が闇に響く。


    「大丈夫ですよ。ベッドから動かないでください」


    　音耶は落ち着いた声音で命じつつ、ドアへ向かって歩み寄っていく。


    



    　ぺたり、ぺたり、ぺたり
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    　素足がリノリウムを踏む不気味な音。ドアの向こうから、微かすかに響いてくる。


    　戦闘態勢はすでに整っている。扉を蹴けり開け、音ね耶やは廊下に飛び出した。


    「──、──」


    　薄暗い廊下に佇たたずんでいるのは、ひとりの男性だった。闇やみのせいで細かい容姿までは窺うかがえない。だがどこにでもいるような、ごく普通の中年男性だった。何ら不審なところはない。


    



    「──ギ──」


    



    　──音耶を見つめる、一切の生気が剝はく離りした黄色いノイズを灯す瞳ひとみ以外には。


    　飛び出してきた男性が、音耶の顔面目掛けて横よこ薙なぎに腕を振るった。身をかがめて避ける。


    　前のめりになった勢いを殺さず、音耶は両手を床につき、相手の顎あご目掛けて片足を繰り出す。が、不安定な姿勢での蹴しゆう撃げきは、相手の側頭部を掠かすめるにとどまった。


    　男性は猿のような機敏さで後退すると、五メートルほどの距離を隔ててこちらと対たい峙じする。


    「……何者ですか」


    「───、ギ──」


    　音耶の問いかけに対して返ってきたのは、知性や意思の感じられない、餓うえた禽きん獣じゆうのように不気味なうめき声だった。


    　敵がふたたび地面を蹴って動き出す。


    　大きく振りかぶられた右腕が、ふたたび薙ぎ払われる。容赦のないその打撃は、まともに受ければ骨ごと肉を削そぎ取られかねない。


    　だが、速度と威力こそあるものの、そんな大振りな攻撃を真正面から受けるほど、音耶はのん気ではない。


    　音耶は長い白髪をひらめかせ、振り払われる腕を軽々と片手でいなした。敵の腕力をそのまま利用して躰からだを運ぶ。片足を軸にし、独こ楽まのように躰をスピンさせ、無防備な敵の頭部目掛けて蹴りを放つ。


    　バッシュの分厚い靴先が、敵の顎を粉砕する鈍い音がした。折れた歯が舞い飛び、廊下に落ちて乾いた音を立てる。


    「……──、キ」


    　敵は床に倒れ伏し、殺虫剤を浴びた虫のように四肢を震ふるわせていた。


    　それを確認し、音耶は自分の掌てのひらをじっと見下ろした。


    　一瞬の攻防で敵に触ふれたときの、まるで氷のような異様なまでの肌の冷たさ。


    　そのとき、病室の方からガラスの砕けるけたたましい音が鳴り響き、音耶は振り向いた。


    　──しまった。


    　音耶は即座に病室へと駆け戻り──暗闇の中に広がるその光景に、戦せん慄りつした。


    　病室の窓ガラスは、枠を残して盛大に砕けていた。吹き込む夜風がカーテンを揺らしている。


    「……ね、や──さん」


    「────」


    　ベッドの上には、怯おびえる瑠る花かを背後から抱きかかえて拘束する中年女性。だが今、廊下で打ち倒した男性と同じく、その瞳ひとみは濁にごった黄色いノイズを灯ともし、焦点があっていない。


    「……もう一体ッ!?」


    　音ね耶やの叫びと同時に、瑠花を抱きかかえた女性が割れた三階の窓から飛び降りた。瑠花の悲鳴が遠ざかっていく。子供とはいえ人間ひとりを抱えたまま、女性は何事もなかったかのように地面に着地すると、獣けもののような身のこなしで庭園の中へと飛び込んでいく。


    　──追わないと。


    　焦りに駆られた音耶は、自らも地上に飛び降りようと窓枠に足を掛け、


    「──、ぐッ!?」


    　背後から奔はしった、頸けい部ぶに鉄パイプを叩たたき付けられたかのような衝撃によって、意識の大部分を削そぎ取られた。全身が一気に力を失い、前のめりに倒れた。ベッドの脚に躰からだを打ち付け、躰が仰向けに半回転する。


    「──、……ギ」


    　音耶を奇襲したのは、先ほど彼女が顎あごを蹴けり砕いた中年男性だった。彼はぶらぶらと頼りなく全身を揺らしながら、禍まが々まがしい目でぎょろりと音耶を睨にらみ付けてくる。骨を砕かれた下顎は重力に引かれてだらしなくぶら下がり、舌が盛大に覗のぞいていた。


    「────、ぁ」


    　残された意識が、急速に閉じていく。


    　そうして、音耶の視界が完全に暗転する直前。


    



    「───くすっ」


    



    　病室の入り口。否いや応おうなく霞かすみゆく視界の、その片隅に、


    「ア……──」


    　全身を漆しつ黒こくに包み、黒い傘かさを携たずさえた少女が佇たたずんでいるのを、砕けた意識の最後の断片が、かろうじて認めていた。


    



    　　　◇


    



    　深夜の事務所でキーボードを黙々と叩いていると、ふいに携帯がバイブした。


    　ディスプレイを確認する。時刻は一一時半。発信者は──桐きり呀がだった。


    　不吉な予感を呑のみ込みつつ、通話ボタンを押す。


    『もしもし、芥あくたか？　私だ』


    「ん。どうした」


    　短く答える俺に、桐きり呀がは余計な前置きを挟むことなく、神妙な口調で告げた。


    



    『芥、また遺体失しつ踪そう事件だ。現場は市内の斎場。発覚は今から三〇分ほど前だが──今度の失踪者は小さな男の子だった』


    



    「────」


    　唐とう突とつすぎる報告に言葉を失う。これまでと違って〝条件〟が厳しいので、もう少し先だとばかり思っていたが──ついに揃ヽってしまった。


    「……わかった、サンキュ。それと桐呀、今瀬せ科しな市にいるっけ？　あ？　いない？　おまえホンっと肝心なときにいないのな！」


    　一方的に通話を切り、急いで短縮を呼び出す。発信先は音ね耶やの携帯である。だが──


    「……おいおい！」


    　苛いら立だちもあらわに、俺は思わず頭を搔かきむしった。


    　おかけになった電話は、現在電波の届かないところにあるか──というアナウンス。


    　平時であれば気にせず作業に戻るところではあるが──今の状況下では、最悪の予感しか湧わいてこなかった。


    



    　　　◇


    



    　凍いて付くようなほの暗い闇やみの底で、音耶の意識はようやく回復した。


    「ここは、──ッ」


    　身じろぎした瞬間、首筋を走る激痛に声を上げそうになる。


    　加えて、音耶の全身は猛獣でも拘束するかのように、厳重に縛り上げられていた。彼女の上半身には細い麻縄が幾重にも巻き付いており、鉄の支柱に標本のごとく固定されている。相当きつく縛られているため、力ずくでの脱出は叶かなうべくもなさそうだ。


    「──そうだ。わたし、やられて」


    　覚かく醒せいした意識にやや遅れて、衝撃で吹き飛びかけていた記憶が急速に蘇よみがえってくる。


    　病院内で不意を食らい、そのまま意識を失ったのである。あれからどれくらい時間が経たったのだろうか。照明を落とされているらしい屋内では、それさえ把握できない。


    「ここ、どこ……？」


    　音耶は目を細め、ゆっくりと辺りを見回した。打ちっぱなしのコンクリートで周囲を固められた広大な空間だった。色濃い暗くら闇やみのせいで隅々までは見渡せないが、相当の面積がありそうだ。広いスペースには数台の乗用車がちらほらと停とまっているのが窺うかがえる。──音ね耶やは直接足を運んだことはないが、ここが病院の地下にある駐車場であることは明白だった。


    　光のない室内は、真夏だというのに涼しいを通り越して肌寒いくらいだった。冷え冷えとしたコンクリートの壁が、この空間全体の温度を極端に低下させている。


    　と、そこで音耶の鼻が、無機物以外の異臭を敏感に感じ取った。何か、生ものを放置したような──こもった悪臭が微かすかに漂っている。


    　と、そこで暗闇を強烈な光が照らし、音耶は思わず瞼まぶたを閉じる。


    「……っ、照明？」


    　光源は天井だった。黒く塗った画用紙が消しゴムをかけられるようにして、白い光が広大な屋内の一角をまばゆく照らし出している。


    　広がる灰色の空間には、珍妙なことに──複数の椅い子すが置かれていた。まるで椅子取りゲームのように、真上から見れば真円を描く形で、六脚のパイプ椅子が鎮座している。椅子取りゲームとひとつだけ異なるのは、それぞれの椅子が円の内側に向いていることだ。


    　六脚のうち、四脚はすでに埋まっていた。人影がそれぞれ腰掛けている。


    「────な」


    　そのおぞましい奇景に、音耶は目を剝むいた。


    　───死体。死体。死体。死体。


    　並べられた椅子の上には、四体の死体がそれぞれ座っていた。


    　肌は血色のない土気色に染まっており、特に酷ひどいものに至っては死し斑はんが色濃く浮き出ている。どういう理屈か、本格的な腐敗こそ始まっていないようだが、光のない虚うつろな眼球や表情のない面めん貌ぼうは、それが生命亡き躰からだであることを如実に示していた。


    　視界がクリアになったことで、他の五感までが刺激されて呼び起こされ、空間を漂う異臭がよりいっそう濃いものとなる。生臭い臭気の正体は──目の前の屍しかばね達が放つ、死臭だった。


    　当然だが、彼らは身動きひとつ起こさない。だらりと垂れ下がるような不安定な姿勢で、おのおのの死体はパイプ椅子に無造作に座らされていた。


    　音耶はそれぞれの死体を素早く確認した。


    　すでに宗そう佑すけから送られてきた資料により、音耶は彼らの顔と名前を知っている。


    　死体の内訳は、成人男性が一体、成人女性が一体、老年女性が一体、そして比較的新しい、初めて見る男児が、一体。


    　そして、遺体達の右手からは一体の例外なく──その小指が失われている。


    　──彼らは紛れもなく、今回の連続遺体失しつ踪そう事件における〝失踪者〟達であった。


    　中年男性の遺体は、下した顎あごが砕けてだらしなく伸びている。先ほど音耶と交戦した遺体だ。とすると中年女性の方が、瑠る花かを連れ去った遺体か。


    「───ぅ」


    　横から短く呻うめく声が聞こえ、音ね耶やはそちらに顔を向けた。


    「瑠る花かさん──！」


    　すぐ傍そばの床に投げ出されていたのは、春はる科しな瑠花だった。音耶とは違い拘束はされていない。


    「音耶さん……？　ここ、どこ──」


    　瑠花は朦もう朧ろうとした様子で目を擦こすり、きょろきょろと辺りを見回す。


    　その視線が──前方の死体に向いた瞬間、瑠花は凝ぎよう然ぜんと目を見開いた。


    「──なに、これ」


    　目の前の異常な光景に、彼女は床にへたり込んだまま、わなわなと表情を引きつらせる。


    　その時。こつん、という硬質の音がふいに空間を侵した。


    　メトロノームを思わせる規則的な靴音を奏でながら、この灰色の牢ろう獄ごくの主は、大きな太い支柱の影から姿を現した。


    「────────、────」


    　駐車場を闊かつ歩ぽして近付いてくる人影は、長身の女性だった。風すら届かない、外界から密閉された地下室だというのに、肩上で切り揃そろえられた髪は不気味に揺らめいている。


    　女性が立ち止まる。五メートルほどを隔てて、彼女の首がきりきりと音耶達に向く。


    　虚うつろに開かれた彼女の瞳ひとみは、ふたりの姿を通り越して、ただ虚空に注がれていた。


    　その両の瞳と、右手の小指は──黄色のノイズに侵食され、不吉な輝きを闇やみに灯ともしている。


    



    「──静しず來くお姉ちゃん？」


    



    　茫ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま、瑠花が呟つぶやく。


    　闇に響いたその声が、目の前に現れた人物の正体を如実に示していた。


    「───彼女が」


    　音耶は奥歯を嚙かみ締め、目の前に佇たたずむ女性──梨なし木き静來の瞳を睨にらみ据すえた。


    「──、ァ──」


    　自らを呼ぶその声を、はたして彼女は言葉として認識しているのだろうか。


    　そんなことすら疑ってしまうほどに、彼女の所作や眼光からは、意志や精気というものが感じ取れなかった。


    　身動きがとれないという状況への焦燥こそあるものの、すでに死んでいるはずの梨木静來がこうして出現したことに対する驚きなど、音耶には微み塵じんもない。


    「宗そう佑すけさんの……いっていた通りだ」


    　今回の連続遺体失しつ踪そう事件──その実行犯が梨木静來であることは、すでに彼が予測していたことだった。


    　他の死体と異なり、静しず來くのそれは生者の面影を十二分に残していた。袖そでから覗のぞく素肌は白磁のように真白いものの、それが逆に磨かれた石せつ膏こうのように無機的な美しさすら醸かもしている。鼻筋の通った顔立ちは、能面のような無表情のまま動かない。


    「どう、して」


    　瑠る花かが呟つぶやく。待ち望んだはずの再会にもかかわらず、瑠花の表情は恐怖と困惑とで固く強こわ張ばっている。


    「────、──」


    　静來がふたたび歩き出す。彼女が進む先には──瞳ひとみを見開いてへたり込んでいる、瑠花の姿があった。


    「瑠花さん、逃げてくださいッ！」


    「どうしてぇ……」


    　音ね耶やが叫ぶが、瑠花は一歩もその場を動けずにいる。皮ひ膚ふが張り裂けるほど全霊の力を込めて音耶は身を捻ひねり暴れるが、拘束はまったく外れる様子がない。


    　静來は瑠花の目の前でぴたりと立ち止まると、緩慢な動作で右腕を持ち上げた。癒ゆ着ちやくした小指の〈義ぎ指し〉の爪そう部ぶは、その瞳と同じく不気味な黄色に輝いている。


    　蛇のようにしなやかな指が伸び、瑠花の頰ほおを慈いつくしむように撫なでる。


    「……つめ、たい」
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    　瑠る花かは見開いた瞳ひとみを震ふるわせながら、茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。


    「なんで、どうして──どうして、どうして、どうして、どうして」


    　うわ言のような瑠花の声が、消えない疑問を連呼する。


    「こんなの────お姉ちゃんじゃないッ！」


    　瑠花の絶叫を受けて、音ね耶やは奥歯を嚙かみ締めた。当然だ。梨なし木き静しず來くはすでに死亡している。瑠花が求めているであろう生者らしい温もりなど、すでに望むべくもない。


    　今、自分達の目の前にいるソレは、梨木静來の躰からだと、そして彼女が抱いた願望だけをその外皮にまとった操り人形に過ぎないのだから。


    「ヤ──ッと──」


    　チューニングの合わないラジオのような声が、静來の喉のどの奥から響く。彼女はスカートのポケットに手を入れると、そこから何かを取り出した。


    「ヤッと──カンせイ、しタ───瑠花、ノ──家ゾ、ク」


    　静來の指の間に挟まれていたのは──生身の小指だった。全部で四本あるそれらは、間違いなく目の前にいる失しつ踪そう者達から切断されたものだ。


    「瑠花の、家族？」


    　瑠花はわけがわからない表情のまま、そんなオウム返しをする。


    　音耶は、夕方に宗そう佑すけから聞かされた〝憶おく測そく〟を思い出していた。


    



    



    〝今回の事件の引き金になったのは、春はる科しな瑠花が二年前から抱き続けてきた、とある願望だ。


    　すなわち──「死んだ家族ともう一度会いたい」。


    　そして、彼女の家族を奪ってしまった──その罪悪感に駆られていた梨木静來の根底には、春科瑠花のその願望が呪のろいのようにへばり付いていた。


    　当然、そんなものは叶かなわぬ夢、ただの絵空事だ。


    　──だがその絵空事を、生前か死後かは知らないが、〈奇腫指キヤンサー〉を手に入れた梨木静來は実現しようとした。むしろ、その目的と適合する〈指〉を何者かに与えられた──と考えるのが自然か。


    　……最初から気にはなっていたんだ。失踪した遺体は年齢も性別もバラバラで、統一感がまるでなかった。


    　これまで失踪した遺体の内訳は、中年の男性、中年の女性、老年の女性、そして梨木静來の四体。──二年前に死んだ春科家の家族構成と、ちょうど一致する。


    　つまり、次に失踪した遺体が小学校低学年程度の男子児童なら、この憶測はきっとビンゴだ。そこまで駒こまを揃そろえたところで、奴やつは初めて春科瑠花本人に手を出すはずだ。


    　梨木静來は、手に入れた四体の死体それぞれと──そして自分自身に、死んだ春科家の人間達の「役割ロール」をそれぞれ与えることで、「疑似的な家族」を作り上げようとしているんだろう。


    　彼らはすでに「生ける死体」だから、もう何があろうと決して死ぬことはない。


    　ほら、いつまでもずっとそばにいてくれる──一度家族をすべて失った春はる科しな瑠る花かにとっての、理想の家族の完成ってワケさ。


    　春科瑠花本人の仕業という可能性──これも俺の憶おく測そくでしかないがね、その可能性は低いと思う。彼女と直接接したおまえの話を聞く限りじゃ、春科瑠花の精神は深く傷付いてこそいるものの、現実と妄想の区別がつかなくなるような破は綻たんは起こしちゃいない。


    『……だって、お父さんもお母さんも、お姉ちゃんも弟も……この世界に、ひとりだけしかいないんだよ？』──春科瑠花は確かに、そういっていたんだろ？


    　自分の家族が、代替のきかない存在であることは、失った当人である彼女が一番理解しているはずだ。それを他人の死体で代用しよう、なんてふざけた極論に至る頃ころには、春科瑠花自身の自我なんざ、とっくに〈奇腫指キヤンサー〉に喰くわれて崩壊してるだろう。


    　……そうだ。〈奇腫指キヤンサー〉は人の精神を侵食して、正常な理性や判断力を根こそぎ奪っちまう。


    　ましてや梨なし木き静しず來くの肉体は能力に目覚めた時点ですでに死亡していたわけだから、根底に残った行動原理だけを〈指〉によって肥大させられていても、何もおかしくない。そういう意味では、今現在の梨木静來こそ、正真正銘の「生ける死体リビングデツド」と呼んで然しかるべき存在だ。


    　もしこの予想が当たっていれば……梨木静來の抜け殻に装着された〈指〉は、その歪ゆがんだ執念を燃え上がらせることで、この醜悪な事件を引き起こしているんだ〟


    



    



    「黄おう指し──〈人形師ネクロマンサー〉、といったところですか」


    　音ね耶やは憎々しげに呟つぶやき、目の前の梨木静來を──いや、その右手に宿る義ぎ指しを睨にらみ据すえた。


    　人の死体を意のままに操る能力──小指を切断して回っていたのは、それが〈人形師ネクロマンサー〉の能力の発現条件だったのだろう、と音耶は推測する。


    「──そんな、だって、これじゃあ、まるで」


    　瑠花もまた、目の前の状況が指し示すことの意味に気付いてしまっていた。その顔色は蒼そう白はくを通り越し、正真正銘の死人である静來と何ら変わらない死相すら映し出していた。


    「いやっ──放してッ」


    　瑠花の悲痛な悲鳴が、音耶の耳に突き刺さる。


    　いつの間に動き出したのか──静來によって操られた屍しかばねの一体が、瑠花の腕を鷲わし摑づかみにし、円状に並べられた椅い子すへ向かって無理やり引きずっていった。


    



    　　　◇


    



    　春はる科しな瑠る花かにとって、目の前に広がるその光景は、地獄以外の何物でもなかった。


    　骨が軋きしむほどの力で片腕を摑つかみ上げられながら、瑠花はただ泣き叫ぶほかなかった。屍しかばねから漂う異臭と、濁にごりきった瞳ひとみの色が、背中を這はい回る恐怖と混乱をいっそう色濃いものにする。


    「静しず來く、お姉ちゃん──」


    　もはや泣き叫ぶ気力すら失せ、瑠花は無駄と知りつつも漫然とその名を呼んだ。


    「──、────」


    　静來の形をした能面がゆっくりと振り返り、血の気の失せた白い貌かおに、捻ひねくれた笑みを浮かべる。何かに取り憑つかれたようなその表情は、瑠花の知る、優しかった「静來お姉ちゃん」の姿とはまるでかけ離れていた。


    　用意された六脚の椅い子すのうち、二脚はいまだ空席のままだった。そこに誰だれと誰が収まる予定なのかは、もう問う必要すらない。


    　瑠花が空いた椅子の前に連れてこられると同時に、それまで糸の切れた人形のようにだらしなく座り込んでいた死体達が、スイッチを入れられたように、一斉に背筋を伸ばした。


    　精気のない瞳に、不気味な黄色い光が灯ともる。表情のない死者達の喉のどから、奇妙に濁って湿った声が染み出してくる。


    「お、　　」「カ　り」「お──ガエ、リ、」「る、カ」「　　か、──エリ。る、カ」「おか──　り、ずっト　　　ショ、だヨ」


    



    「「「「────ズット　イッショだヨ────」」」」


    



    　そのあまりにおぞましすぎる唱和を前にして、瑠花は自身の中の意志や願望といったものが、急速に萎なえていくのを悟った。


    　この二年間、現実から目を背そむけ、着地点の存在しない逃避を続けてきた瑠花にとって──それはあまりに明めい瞭りような形で突き付けられた、厳然たる〝死〟の実像だった。


    　目を背けることすら許されない。少女の眼前に広がる奇き景けいは、〝梨なし木き静來の死〟という事実のみならず、自らの家族がすでにこの世のどこにも存在しないことが、もはや逃れようのない現実であることを訴えていた。


    　これは罰だ、と自分にいい聞かせる。


    　誰よりも大切だった人の心を追い詰め、こんな地獄を生み出したことへの。


    　欺あざむかれてなお、自分の名を叫んでくれる人を裏切ったことへの。


    「コれデ、ワタしタチ、カゾク、ずゥット──イッシょダカら」


    　奇妙に湿った静來の声が、瑠花自身望んでやまなかったはずの幻想を口にする。


    「……そう、だよね」


    　胸の中で軋んでいた歯車が、完全に停止する音を聞き届けながら、瑠花はいびつに笑った。


    　こんな自分にはもう──死してなおあがき続けた静しず來くの想いを、こうして笑顔で受け入れてあげることしかできないのだから。


    



    「そんな戯モ言ン──肯定するな」


    



    　瑠る花かを摑つかむ屍しかばねの腕に、深々とナイフが振り下ろされていた。


    　筋肉を断線された腕が、瑠花の腕を解放する。ナイフの持ち主は、倒れ込んだ瑠花の躰からだをすかさず片手で支えると、素早く静來との距離をとった。


    「…………？」


    　呼吸を荒らげながら、瑠花は自らを庇かばうように立ちはだかる誰だれかの背中を見つめた。


    「……てめえらのやり口は、いつも。いつもいつもいつもいつも気に食わない。くだらねえ妄想こじらせて、叶かなうはずもねえ愚かな願いを無理やり叶えた気になったあげく、辿たどり着くのはいつだって醜いハリボテの地獄だ」


    　信じられない表情で見上げる瑠花に、彼はにこりともせず仏ぶつ頂ちよう面づらを向けてみせる。


    「正義のヒーローにくら替えしたつもりはねえんだがな。……でもま、こうやって関かかわっちまった以上、〈指てめえ〉らの好きにさせるのも癪しやくなんだよ」


    　苛いら立だちを隠さない声音。


    「まあ、えーと、つまり。──春はる科しな瑠花には、もう触ふれさせない」


    　颯さつ爽そうと駆け付けた芥あくた宗そう佑すけが、静來の前に毅き然ぜんと立ちはだかっていた。


    「さあ、指切りの時間だ」


    



    　　　◇


    



    「宗佑さん!?」


    　驚く音ね耶やの声を横顔に受けながら、俺は梨なし木き静來と正面から対たい峙じした。


    「────、──」


    　黄色のノイズに侵された奴やつの瞳ひとみが、大切な春科瑠花かぞくを奪い去った俺を外敵として捕ほ捉そくする。同時に、死者達の小指を携たずさえた彼女の左腕がびん、と上に跳ね上がった。


    　不気味な呻うめきが響く。ホラーゲームよろしく椅い子すから立ち上がったゾンビ共は、揃そろった動きでこちらに向き直る。とりあえず春科瑠花を背中に庇い、ファイティングポーズとかとってみる。


    　よし、勝てる気がしねえ。


    「なあ、春科瑠花ちゃん」


    　背後に向かって呼びかける。ナイフを持った手を背中に回し、刃の方を持って差し出す。


    「これで、あそこに縛られてる馬ば鹿か女の縄、切ってくれないか」


    「──ぇ、え？」


    　目まぐるしく移り変わる状況についてくることができていないのか、春はる科しな瑠る花かが戸と惑まどった声を出す。


    「あそこまで走って行って、縄に向かって全力でこいつを振り下ろせ。もうぶっちゃけ、ちょっとくらいあいつに刺さっちゃってもいいから」


    　ナイフの柄を押し付けるようにして手渡す。


    　この色々と大混乱な状況を打開できるのは──情けない話ではあるが、神楽かぐらヰゐ音ね耶やだけだ。


    「無茶です宗そう佑すけさん！　彼女を連れて逃げてッ」


    　こちらの考えを悟ったのか、音耶が叫んでいる。知らぬ存ぜぬ。どのみちこの状況では、どう頑張ったところで無事には逃げ切れまい。


    「こんなの、俺の仕事じゃねえんだけどな──ったく、やってらんねえよ。本当」


    　こいつらは音耶でさえ拘束するほどの戦闘力を有するようだ。この人数で一斉に襲おそい掛かられたのでは、俺なんて数秒も保もつまい。


    　それでも、と唇の端を吊つり上げる。


    「────」


    　俺は最後に春科瑠花の耳元で呟つぶやくと、一斉に襲い掛かってくる死者ども目掛けて駆け出した。


    



    　　　◇


    



    「……あ」


    　死者の群れの中に、丸腰で躊ちゆう躇ちよなく飛び込んでいく宗佑の後ろ姿を、瑠花は絶望的な心境でただ見つめていた。


    　今すぐ、自分も走り出さなくては──頭の中身は必死にそう叫んでいるにもかかわらず、下半身は脳から断線したように動かなかった。


    　こうなることは最初からわかっていた。


    　自分という存在は、ただの壊れた時計だ。過去から一歩も進むことのできない、かろうじて呼吸をしているだけの無意味なガラクタ。


    　そんな自分が、誰だれかのために何かを成し遂げることなんてできるはずがなかった。


    「そんなこと……もう、わかりきっていたのに」


    　瑠花の奥歯がかちかちと耳障りな音を立てる。地下空間に充満する冷気は、死者達の怨えん嗟さと混ざり合って、瑠花の全身に呪じゆ詛そのごとくまとわりついてくる。


    　なすすべもなく立ち尽くす瑠花のもとに、耳をふさぎたくなるような苦痛の声と、鈍い打撃音が同時に飛び込んでくる。四体もの死体を相手取って、それでも宗佑は果敢に奮戦を続けていた。


    「てめ──」


    　苦し紛れに放たれた宗そう佑すけの前まえ蹴げりは、しかし相手に直撃したところで何の損害も及ぼさなかった。背後から迫り来る別の死体が、無防備な彼の背中に腕を振り下ろしている。


    　宗佑の躰からだが地面に崩れ落ちる。意識だけはかろうじて繋つなぎ止めているようだが──しかし、それだけだった。


    「……、ギ」


    　彼相手に四体もの戦力は不要だと判断されたのか、死体のうちの一体が、きりきりと錆さび付いた動作で瑠る花かの方へと向き直った。


    「……ひ」


    　喉のどの奥からふたたび、吐き気のする恐怖がせり上がってくる。一刻も早く前に踏み出さなければならない足は、じりじりと後ろに下がっていた。


    　逃げたかった。すぐにこの現実ばしよから逃げ出して、あの小さな病室の中で幸せな幻想に浸っていたかった。──でも、その幸せをくれる人は今、瑠花の知らない所へ行ってしまった。


    　瑠花の葛かつ藤とうなど意にも介することなく、死体がゆっくりと歩み出す。その背後では──操り人形の糸を繰るように細い指を蠢うごめかす静しず來くの黄色い瞳ひとみが、瑠花をじっと見つめていた。


    「──瑠花さんっ！」


    　遠くで音ね耶やが、自分の名前を叫んでいる。


    　たじろぐ足が、ぴたりと止まる。


    　前に向き直る。


    　……音耶の所までは、約一五メートル。背後からは死体が迫り来ている。


    　軋きしむ心臓を押さえ付ける。暴れる呼吸を押さえ付ける。


    　怯おびえきった声で、しかし瑠花は気丈に呟つぶやいた。


    「でも。ここで逃げたら、もう──」


    　瑠花の片手が、無意識のうちにポケットの中の硬い感触を握り締める。


    　自分の名を呼ぶ音耶の声が、変わり果てた静來の姿が、瑠花の全身を一度だけ奮い立たせた。宗佑から託されたナイフを右手に握り直し、瑠花は今度こそコンクリートの床を蹴り出す。


    　敵の渦中に飛び込む間際、宗佑が残した最後の一言が蘇よみがえる。


    



    〝いい加減、針を動かせ〟


    



    　歯を食いしばる。


    　ここで背を向けてしまったら。


    「──瑠花は」


    　そして走り出す。


    　全力で駆け抜ける。


    　躰からだはすぐに音を上げ始める。


    　それでも必死に走る。


    



    　──あんなにも自分に尽くしてくれたその理由を、静しず來くは一言も語らなかったけれど、その優しげな瞳ひとみの中に時折宿る虚うつろな泥を垣かい間ま見みるたび、彼女が大切な何かを隠していることだけは嫌いやでも伝わった。


    　もしかしたら、自分の家族の死に、彼女は深く関かかわっているのかもしれない──その予感が確信へと変わるのに、あまり時間はかからなかった。


    



    　でも、それでいいか、と瑠る花かは思った。


    　魂にまでへばり付いた絶望感と孤独感が、憎しみの感情すら塗り潰つぶしていた。


    　そう。家族なんて概念もの、所しよ詮せんは儚はかなく脆もろい壊れものだった。


    　たった一度の不運であっけなく奪われ、永遠に手の中から失われてしまうガラス細工。


    　だけど、自分がこのまま──哀れで孤独な子供のままでいる限り、梨なし木き静來はその身が果てて骨と灰になるまで、こうして寄り添い続けてくれるだろうから。


    　そうして瑠花は、時を数えることを否定した。


    　そうすることで、静來の運命を縛り付けた。


    



    「───、はぁッ」


    　音ね耶やの元まであと五メートル。今にも崩れ落ちそうな躰を、激しい痛みに苛さいなまれた胸を──無様な声を張り上げて叱しかり付ける。


    　追ってくる死体の気配はすぐ後ろにまで迫っている。このままでは確実に追いつかれるだろう。


    　瑠花は振り返らなかった。視界の中には、音耶以外の何者も映っていない。


    　自分をここに行かせるために身を挺ていしてくれた誰だれかは、前に進めとだけいった。


    　それなら、自分はせめてそれを果たさないと。


    　瑠花の背後にまで迫った死体が腕を振り上げた瞬間、耳をつんざく銃声が駐車場に反響した。火点が二度立て続けにまたたき、周囲の薄うす闇やみを引き剝はがす。


    「わたしの──銃FN Five-seveN！」


    　音耶が驚く声を上げる。


    　宗そう佑すけが犬歯を覗のぞかせて笑う。地面に倒れ伏した彼の手には、黒塗りの合成樹脂ポリマーフレームで覆おおわれた自じ動どう拳けん銃じゆうが握られていた。


    「やぁあ───！」


    　瑠る花かは雄叫びを上げる。生じた隙すきを無為にすることなく、手の中のナイフを両手で強く握り直し、音ね耶やを拘束する縄目掛けて全力で振り下ろした。


    「瑠花さん！」


    　音耶の声が耳元で響いている。


    　何度もナイフを振り下ろす。しかし瑠花の膂りよ力りよくでは、幾重にも巻き付けられた縄の切断にはどうしても至らない。


    「……瑠花さん、後ろですッ」


    　もう一度振り下ろそうとした右手を、背後から摑つかみ上げられた。ナイフが音を立てて落ちる。瑠花は背後に振り返る。


    「────、ギ──」


    　逃れようのない〝死〟の具現が、意志のない瞳ひとみで彼女を見下ろしていた。銃弾に背中を抉えぐられながら、その死体は活動を止める気配など微み塵じんもない。


    「……ごめん、なさい。音耶さん──」


    　片手を締め上げられたまま、瑠花は震ふるえる声で呟つぶやくと、死体の後ろに佇たたずんでいる静しず來くに視線を投じた。色のない、温もりのない静來の表情を見つめる。


    「……ごめんなさい」


    　死体の腕が頭上に持ち上がる。


    　これは罰だ、と瑠花は自分にいい聞かせた。


    　静來の心を自分に縛り付け、釘くぎ付づけにし、彼女を追い詰め続けたことへの罰。


    　まだ生者である瑠花を手に掛けることを──死者であることの安あん寧ねいを受け入れた静來はもはや厭いとわないだろう。


    　静來によってもたらされるその終わりを受け入れることが、自分に残された最期の使命だと信じ、瑠花は静かに瞼まぶたを閉じた。


    「……？」


    　しかし、予想していた痛みも、そして死も、いつまで経たっても一向に訪れなかった。


    　おそるおそる瑠花は目を開く。


    「ありがとうございます、瑠花さん」


    　穏やかな声が瑠花の耳を静かに打つ。それはかつて、自分の名を優しく呼んでくれた母の声にも似て、壊れかけた彼女の心を癒いやすように凛りん然ぜんと響いた。


    「……音耶さん？」


    　瑠花のナイフによって大きく切れ目の入った麻縄を力ずくで引き千切り、拘束から抜け出した音耶が、頭上に交差した両腕で、死体の打ちよう擲ちやくを受け止めていた。


    　隠されていた音耶の右目──その虹こう彩さいに、鮮血のような猩しよう々じよう緋ひが灯ともる。


    



    「──さあ。滑こつ稽けいな人形劇もカーテンコールのお時間です。


    　わたしは奇械仕掛けの人形ガラテア。対奇腫指キヤンサー専門兵装──紅こう指し〈執行者エグゼキユーター〉。


    　黄おう指し〈人形師ネクロマンサー〉──あなたを敵性指バンデイツトと判断し、これより撃墜いたします！」


    



    　鎖から解き放たれた紅あかき猛もう禽きんが、はじけ飛んだ。


    



    　　　◇


    



    　音ね耶やは地面に落ちていた宗そう佑すけのナイフを拾い上げ、たじろぐ死者の眼孔に刃を突き入れた。


    　ずぶ、と身の毛もよだつような音を立てながら、刃先が沈んでいく。


    「ゾンビ戦のセオリーは頭部破壊ヘツドシヨツト、でしたよね？」


    　黄指の能力──死体操作。おそらくは特殊な電磁パルスを介して、静しず來くは死体の中枢神経に働きかけることで人体を操っている。


    　それならば、その命令系統を直接破壊するしかない。


    　案の定、脳のう漿しようを撒まき散らした死体はそのまま床に崩れ落ち、活動を停止した。


    「戦闘開始エンゲージ……！」


    　食い込んだナイフを引き抜くと同時に、音耶の体たい軀くが地面から爆はぜた。紅い流星めいた残光を右目からこぼし、真しん珠じゆ色の髪をはためかせて、彼女は死者の群れに向かって加速する。


    「──、──！」


    　手て駒ごまを操るため、静來の右腕が横よこ薙なぎに振るわれる。宗佑を蹂じゆう躙りんしていた死体達は、その標的を即座に音耶へと切り替えていた。


    　が、音耶の初速は、静來の動作など遥はるかに凌りよう駕がしていた。


    　行く手に立ちふさがる先頭の屍しかばねを一撃で仕留める。両手を床につき、音耶の下半身が竹とんぼのごとく旋回する。敵の首元をバッシュの爪先で蹴けり付け、頸けい椎ついごと神経を破断した。


    　回転の止まらない躰からだを四肢で押さえ込み、音耶は立ち上がる。


    「──────」


    　都合十秒にして二体の手駒を失った静來は、しかし別段あわてる様子もなく、両手の指だけを別の生物のように蠢うごめかせた。


    　次の瞬間、天井から金属のひしゃげる音が鳴り響いた。天井裏と繋つながるパネルが床に落下してくると同時に、新たな人形が三体、上から降ってくる。現在の兵力では目の前の狩猟者には敵かなわないと悟った静來は、素早く病院ちじようから新たな手駒を調達していた。彼らの右手に小指はない。──義ぎ指しに備わる防衛本能が、不測の事態に備えて予あらかじめ用意した手駒だ。


    「あら、おかわりですか？」


    　そんな軽口と共に、音ね耶やの躰からだが大きく跳躍する。五メートル近い間合いを一瞬でゼロにして、彼女は屍しかばねの肩の上に着地する。


    　そのまま頭部を両手で摑つかんで捻ひねり回した。ごぎり、という鈍い音が響く。その死体が崩れ落ちるよりも早く、その肩を踏み台にしてさらに高く跳躍する。


    　空中で躰を捻りながら、二体の側頭部を蹴けり上げる。頭ず蓋がいが粉々に砕ける音が響いた。


    　音耶は着地と同時に速やかに振り返ると、残りの二体と向かい合った。


    　──静しず來くによって操られた屍達が、集団で獲物を追い詰める肉食動物ならば。


    　神楽かぐらヰゐ音耶は、地を這はう有象無象など一瞬にして灼やき尽くす、鋼鉄の戦闘機だった。


    「──、──……ギ」


    　それぞれ廃材の鉄パイプを握り締めた二体の死者が、音耶目がけて殺到する。


    　銀色の軌跡が音耶の頭上を掠かすめ、白い髪を宙に散らせた。──操る死体の数が減ったことによるものか、屍の動きは今までと比べものにならないほど、機敏かつ精確なものになっていた。


    「────────」


    　静來の運指もまた、秒刻みで精密さを増していた。


    〈奇腫指キヤンサー〉によってアップデートされた彼女の肉体ゆびさきは、ミリの単位を飛び越え、マイクロの世界へと加速する。


    　空気を切り裂く鋭い音が、間かん隙げきなく鳴り続ける。二本の鉄パイプによる乱撃は達人同士の殺た陣てのようだった。


    　音耶はナイフの柄で鉄パイプを的確に弾はじき返しながら、敵の一体の背中に回り込み、その首筋に刃を突き立てた。脊せき椎ついの節目から神経を切断され、屍が活動を停止する。


    　脱力した屍を盾たてにしながら、音耶は後方に跳び退のいた。


    　追いすがる最後の一体が接せつ敵てきしてくる。繰り出される一撃一撃が、肉ごと骨と内臓を削そぎ取って余りある必殺の威力である。


    　もはや付け入る隙すきなどなかった。


    　ついに最後の一体となった屍は、最強の人形となって音耶を追い詰めていく。


    「それなら──！」


    　あろうことか音耶は、手にしたナイフを後方に向かって投擲していた。


    　その刃先が向かう先は、ほかならない──〈人形師ネクロマンサー〉である梨なし木き静來の顔面である。


    「────、」


    　自分目掛けて投とう擲てきされたナイフを、持ち上げた右手の甲でかろうじて受け止める。度重なる酷使によってこぼれた刃先が、静來の皮ひ膚ふを深く抉えぐる──が当然、その程度では致命傷にはなりえない。


    　しかし、神楽ヰ音耶を前にして、静來の見せたその隙は決定的であった。


    　生じた〇・一秒の空白。まばたきほどの一瞬ではあったが、完全に動きが停止した屍の顎あごを、音ね耶やは掌しよう底ていでおもいきり突き上げる。


    「さようなら。骸むくろは骸らしく、いい加減に眠ってください」


    　がら空きになった喉のど元もとを、削そぎ取るようなスピンキックが抉えぐる。


    　頸けい椎ついが完全に砕ける音と共に、最後の屍しかばねはようやく、その活動の一切を停止していた。


    



    



    　時間にして一分にも満たない攻防だった。すべての骸を片付けた音耶は、短く息を吐いて静しず來くへと向き直る。


    「ここまでです──〈人形師ネクロマンサー〉」


    「──、────」


    　静來は相変わらず、反応らしい反応など示さなかった。敗北したことの憂慮も、計画を台無しにされたことの憤ふん怒ぬもなく、ただ髪を不気味に揺らめかせて無表情に音耶を凝視している。


    「話す余地なんて、もうないようですね」


    　梨なし木き静來はすでに死亡している。今、周辺に転がっている物言わぬ死体達と、本質的には何ら変わりない。今の彼女は、残った未練ガソリンを糧かてに、義ぎ指しによって強制的に稼働させられているだけの人形に過ぎない。


    「では、あなたの義指を切除させていただきます」


    　冷然といい放ち、音耶はゆっくりと踏み出した。


    「音耶、足元だッ！」


    　しかし戦闘を終え、緊張感から解放されたことで生じた油断は、音耶の判断を一瞬遅らせた。倒れ伏していた宗そう佑すけの声と同時に、音耶の歩みががくんと止まる。


    「な……！」


    　──音耶の脚に、たった今斃たおしたはずの死者が、すがりつくようにしがみついていた。折れた首をぶらぶらと頼りなく揺らしながら、その濁にごった視線が音耶に絡み付く。


    「倒し損ねた……!?」


    　音耶が歯は嚙がみする。


    「────」


    　身動きのとれなくなった音耶を、静來は感情のない瞳ひとみで一いち瞥べつすると素早く背を向けた。機械敵な足音を響かせながら、彼女は暗くら闇やみの奥へと消えていく。


    「待ちなさい──！」


    　自らにすがりつく骸の頭部に、音耶は容赦なく拳こぶしを繰り出す。眼孔が陥没し、頭ず蓋がい骨こつが砕ける感触を捉とらえる。相手が生者ならそれで即死しておしまいだろうが、相手はすでに死んでいる。下半身を締め付ける力はまったく緩まない。


    「お姉ちゃん！　待って──行かないで！」


    　ろくに状況も理解できないまま、それでも大切な人を引き止める瑠る花かの悲痛な声が響き渡る。


    「待ちなさい──梨なし木き静しず來くッ！」


    　打ち下ろす腕の動きはいっさい緩めず、音ね耶やもまた立ち去っていく敵の背中に声を振り絞る。


    　それらの呼びかけにもいっさいの反応を見せることなく、まるで蜃しん気き楼ろうが消えていくように、梨木静來の気配は消え去っていた。


    



    



    　文字通り〝死闘〟の舞台となった地下駐車場には、色濃い死の残り香だけが漂っていた。


    　音耶は下半身に絡み付いている死体の腕をやっとの思いで外した。もっともその頃ころには、その死体は〈人形師ネクロマンサー〉のコントロールから外れて、ただの骸むくろへと立ち戻っていたが。


    「──瑠花さん！」


    　地面に倒れ伏している少女に駆け寄る。精神の許容量を超えたのか、瑠花は気を失っていた。ひとまず怪け我がはないようで、音耶は胸を撫なで下ろした。


    「って──宗そう佑すけさん！」


    　音耶ははっと顔を上げると、遠くで倒れている宗佑の方へ駆け出した。


    「よくご無事で……」


    「これで無事に見えんなら……てめえは入院ついでに眼科で診てもらってこい……」


    　全身を打撲と足跡で染め上げた宗佑は、音耶の助けを借りてようやく起き上がった。


    「じきに人が来ます。すぐにここを離れて、桐きり呀がさんに連絡を入れましょう」


    



    



    　異常を察知して駆け付けてきた警備員と入れ違うようにして、三人は地上に出た。


    　病院の正面入り口前はすでに警官やら消防やらでごった返していたため、ひとまず庭園の目立たない茂みに身を潜ませた。


    「もしも梨木静來としての理性が完全に失われていれば、今頃死んでたかもな」


    　背中に背負っていた瑠花を手近な木の根元に下ろしながら、宗佑はぽつりといった。


    「……そうですね。宗佑さんがあの状況から五体満足でこうして生還できたのは、奇跡だと思います」


    「不意打ちを食らったおまえもだよ。本来ならその場で殺されていてもおかしくなかったところを、奴やつはあんな雑な拘束で済ませた。……おそらく、梨木静來の肉体に残留していた意識なり人格なりが、無意味な形での殺生を避けているんだ。でなければ、わざわざ〝条件〟に合った死体が現れるのをじっと待つまでもなく、さっさと自分の手で死体にして揃そろえていたはずだからな」


    「……あの指の装着者が静來さんであったのは、ある意味で幸運だったのかもしれませんね」


    　確かに〝死体を操る〟というあの義ぎ指しの性質上、分別のない者が扱えば、引き起こされる事件の規模や異質性は、他と比べて段違いのものになるだろう。


    「ですが彼女は、いったいどういう経緯であの〈奇腫指キヤンサー〉を手に入れたのでしょう？」


    「さあな。生前から持ち歩いていたのか、それとも死後に誰だれかによって接続されたのか──その辺は今考えても詮せんなきことだろ」


    「──はい。今優先すべきは、逃走した静しず來くさんを捜し出すことですね」


    「そういうこと」


    「それにしても……瑠る花かさんに全部、見られてしまいましたね」


    　すっかり頭から抜け落ちていたが、これも大きな懸念事項のひとつである。


    「……問題は山積みだな。どうすっかねぇ」


    　そう呟つぶやき、何やら思索を始めたらしい宗そう佑すけの横顔を、音ね耶やはぼうっと見つめ──


    



    　──ぞくりと。


    　もう何度めかになる、刃物のような冷たい視線が首筋を突き刺す感触を覚えた。


    



    「──くすくす」


    　同時に頭上から、軽けい佻ちように笑う声が聞こえてきた。宗佑と音耶は弾はじかれたように立ち上がり、頭上を振り仰ぐ。
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    「な」と音ね耶やの驚く声が漏もれる。


    　背の高い樹木の枝にもたれかかって、小さな人影がこちらを見下ろしていた。


    　人影は辺りを包む暗くら闇やみを身にまとい、その容よう貌ぼうはほとんど見て取れない。


    　どうにか目視できるのは、黒い衣服に白磁のような白い肌。


    　そして、さっき梨なし木き静しず來くが瞳ひとみの中に灯ともしていたものとよく似た──薄ぼんやりとした黄色い光を発する瞳と、片腕にぶら下げた黒い傘かさだけ。


    　音耶は目を見張る。


    　あの姿はまるで、同室の少女から聞かされた都市伝説の──


    「「───〈黒傘アンブレラ〉」」


    　宗そう佑すけと音耶の口から、まったく同じ単語が同時に飛び出す。


    　少女──〈黒傘アンブレラ〉は、最後にもう一度宗佑たちを見下ろすと、おもむろに樹から飛び降りた。少女の躰からだを支えていた枝が揺れ、葉が数枚舞い落ちる。


    「待ちなさい！」


    　音耶の叫びが闇夜に響く。


    　少女はそれを意に介することなく茂みの向こう側へ降り立つと、軽やかな足音を響かせて立ち去っていった。

  


  
    【Intermission】


    　それはすでに闇やみの彼方に失われた、いつかの平穏な記憶だった。


    



    「──瑠る花かはまた、ちょっぴり背が伸びたね」


    　自分に向けてふいに放たれたその一言に、瑠花はびくりと身をすくませた。


    「もう……なんて顔してるの？　それは瑠花の躰からだが健康だって証拠なんだから、もっと喜ばなくちゃいけないことなのよ？　今のチンチクリンな瑠花だって可愛かわいいけど、やっぱり大人の女はセクシーじゃなくっちゃね」


    　疲れを滲にじませた顔に、それでも明るさと慈いつくしみに満ちたいつもの微笑ほほえみを浮かべる静しず來くの言葉に、しかし瑠花は沈ちん鬱うつとした表情を返すことしかできなかった。


    「……嬉うれしくないもん。そんなの、別に」


    　瑠花は芯のない声で、静かに首を横に振る。


    「瑠花は別に──大人になんてなれなくたって、それでいいの」


    「そっか」


    　否定的な瑠花の返答を、静來は責めるでもなく咎とがめるでもなく、ただ困ったように頷うなずいた。


    　──自分の心を保護するための精神的な壁が、目の前の女性を自分に繋つなぎ止めるための手段と化していることを自覚したのは、いったいいつのことだっただろう？


    　彼女は時おりではあるが、こうして自分を〝前に進ませよう〟と試みてくる。


    　だが瑠花は決して、それを肯定しなかった。


    　この小さな青い病室の中で、自分が孤独で哀れな子供でい続ける限り──彼女は絶対に離れることなく、傍そばに居てくれるのだから。


    「瑠花はさ、もしも退院したら、どっか行きたいところってないの？」


    　いつもならそこで終わるはずの話題だったが、その日の静來はさらに質問を重ねてきた。


    　先ほどのように突っぱねようと瑠花は唇を尖とがらせるが、こちらを見つめてくる静來の瞳ひとみを見ていると、胸を締め付けられるような感覚に駆られた。必死に考える。


    「……お花見」


    　やがて瑠花はぽつりと、小さな火の灯ともるような声で答えた。


    　胸が軋きしむような痛みと共に、かつての思い出がノイズ混じりに頭の中を乱舞する。


    　遊歩道の両りよう脇わきを取り囲むように植えられた桜の木。桃色の花弁が視界いっぱいに広がる敷地で、ビニールシートを広げてお弁当を食べ、日が暮れるまで遊んだ。


    　街の外れに位置するあの大きな公園は、今もまだ変わらずあるのだろうか。


    「お花見かぁ。……そういえばあたしも、何年か前に友達と行ったきりだったっけな」


    　彼女は天井を見つめながら、神妙な様子で何度も頷く。


    「うん──いいね。瑠る花かが元気になったら、ふたりで一緒に行こっか」


    　唐とう突とつなその提案に、瑠花は大きな躊躇ためらいを覚えた。鼓動を早める心臓を服の上から握り締め、ぐにゃりとした目め眩まいに耐えて視線を落とす。


    　この病室から出るなんて──流れる時の中にこの身を晒さらすなんて考えただけで背筋が凍えた。


    「……ごめんね、瑠花。あたしが意地悪だったね」


    　ベッドの上に腰を下ろした静しず來くは、震ふるえる瑠花の躰からだをそっと抱き締めた。ほのかな汗とリンスの匂においが少女の鼻孔に広がり、その温もりに安あん堵どした。


    「……瑠花はきっと、猫を被かぶっているのね」


    　瑠花の頭を覆おおい隠す猫耳のフードの上から撫なでる。瑠花が身につけているパジャマは、以前に静來がプレゼントしてくれたお気に入りだった。


    　静來はやり切れなさを声音に滲にじませて、ぽつりと囁ささやく。


    「知っているのに──知らないふりをして、弱虫のふりをしてる」


    　それはじっと耳を澄ませていなければ聞き取れないほどの、独り言めいた吐と露ろだった。


    「……お姉ちゃんが何をいってるのか、わからないよ」


    「今はそれでいいの。でも、いつかきっと──」


    　続く言葉は声にならず、優しげな沈黙の中に呑のみ込まれていった。


    



    



    「ねえねえ、お姉ちゃんっ。この時計の模様、すごくきれいだね」


    　ある日、いつものように病室に訪れた静來が、宝物だといって見せてくれた懐中時計。


    「それはね、永遠の象徴なの。紐ひものような模様が、ぐるぐると終わりなく絡み合ってるでしょ？　ケルトデザインのひとつで、サーキュラー・ノットっていうのよ」


    「ふぅん……よくわかんない」


    　ただ、その精せい緻ちな意匠以上に、じっと止まったまま動くことのない時計の針と盤面が、自分の心を強く惹ひき付けていた。


    　──まるで、この懐中時計を大切に持っているだけで、この平穏な時間がいつまでも続いてくれるような──そんな気がしたのだ。


    「でも、この時計かわいくって好き。いいなぁー」


    　手の中の時計を握り締めながらいうと、彼女は自分のその言葉を待っていたかのように優しく微笑ほほえんだ。


    「そっか。そんなに気に入ったなら、瑠花にあげるわ」


    　あまりにも唐とう突とつな申し出に、驚くよりも先に尻しり込ごみしてしまった。


    「で、でも……お姉ちゃんの宝物なんでしょ？　悪いよ──」


    「いいのよ。もともとそのつもりだったし……それにもう、壊れちゃってるしね」


    　壊れている。


    　その一言が、まるで今の自分の在り方を否定するような響きを帯びている気がした。


    　ふいに心配になり、ベッドの傍かたわらに座る彼女に向かっておどおどと訊たずねる。


    「……お姉ちゃんは、瑠る花かとずっと一緒にいてくれる？」


    「──ええ」


    　少しの沈黙のあと、静しず來くは一度だけ頷うなずくと、瑠花の頭をそっと抱き寄せた。


    「お姉ちゃんが、ずっと一緒にいてあげる」

  


  
    　Day04【20xx/08/31】


    　地下駐車場での戦闘から一夜が明けた夕刻。音ね耶やは、目の前の扉を小さくノックした。


    「音耶です……入ってもよろしいですか？」


    　かろうじて聞き取れるほどの声が聞こえたので、静かに病室へ入る。病室の壁紙は、スカイブルーではなく明るいクリーム色だった。


    　もともと使っていた病室はガラスを割られて使えないため、現在は一時的に小しよう児に病棟から特殊病棟へと部屋を移されていた。壁の時計は取り外され、カーテンの隙すき間まからはオレンジ色の鮮やかな光が漏もれて、病室の一画を濡ぬらしている。


    　そして、これまでよりも一回り大きなベッドの上に、春はる科しな瑠る花かは上半身を起こしたまま、音耶を出迎えた。


    　音耶はベッドの傍そばに置かれた椅い子すに腰掛けると、まずは小さく頭を下げた。


    「……ありがとうございます。わたし達のこと、黙っていてくれたんですね」


    　瑠花は萎しおれるように頷うなずく。昨夜の出来事の一部始終を目撃した瑠花は、しかしその一切を誰だれにも告げることはなかったのだ。


    　もしも安全策を取るのなら、あのまま瑠花を連れて病院を後にし、桐きり呀がを通して適当な施設に隔離してもらう──といった手順になるのだが、音耶と宗そう佑すけはそれをしなかった。


    　瑠花の精神状態を考えれば、ふたたびこの病院へと預けることが最善であると、どちらからともなく決定した。もしも瑠花がすべてを証言しても誰も信じないだろうし、仮に露見したとしてもそれはもう仕方がないという、ある意味やけくそな判断ではあったのだが、その心配は杞き憂ゆうに終わってくれた。


    「瑠花さんが無事で、本当によかった」


    　昨夜の騒動については、結局桐呀が手を回したらしく、またもや公に知れ渡ることはなかった。現在、地下駐車場は封鎖されており、〝失しつ踪そう〟した遺体も、梨なし木き静しず來くのものを除いて回収されているとのことだった。


    「瑠花さん──何も、聞かないんですか？」


    　穏やかに問いかける音耶に、瑠花は俯うつむけていた顔を微かすかに持ち上げた。


    　動く死体。それを蹂じゆう躙りんする自分。あの常軌を逸した光景を目の当たりにすれば、聞きたいことは山ほどあるはずだ。


    「……静來、お姉ちゃんは」


    　消え入りそうな声で、やがて瑠花はそっと切り出した。


    「瑠花のために、あんなことをしたの？　瑠花のために死んで──瑠花のために、たくさんの人達を不幸にしたの？」


    　もはや安易な誤ご魔ま化かしは通じないだろう。音耶は覚悟を決め、瑠花の質問に頷いてみせた。


    「──はい。ですが、あれは静しず來くさんの意志ではありません。彼女の罪の意識が、ある呪のろいによって増幅されてしまった。彼女はもはや、あなたの知る静來さんではありません」


    　慎重に言葉を選んだつもりではあるが、瑠る花かの表情にはまったく変化がないため、その内心を推し量ることは音ね耶やにはできなかった。


    「──静來お姉ちゃんは、どこに行っちゃったの」


    「わかりません。ですが、必ず見つけ出します」


    　語調に強い決意を滲にじませて答える音耶に、しかし瑠花は何の感情の挙動も見せない。光の失うせた──初めて出会ったときのような、どこか空虚さを感じさせる瞳ひとみで音耶を見返す。


    「瑠花、また他の人に頼らなくちゃいけないの？　音耶さん達まで、危ない目に合わせて──」


    　瑠花はすがるような声で訴える。その手には、古びた懐中時計が握られている。


    「力がないことは罪ではありません。瑠花さんのすべきことは、その後悔を忘れず──人生を懸けて強くなっていくことだと思います」


    　それは音耶なりの、瑠花の心情を慮おもんぱかった一言であったが、そんなのは遅すぎるというように彼女は目を滲ませる。


    「──どうしたら、お姉ちゃんを助けてあげられるの」


    　弱々しいその言葉は、泡のように病室を漂ただよって消えた。


    　今日はもう、これ以上のやり取りは無意味だろう。


    　そう判断した音耶は、静かに椅い子すから腰を上げると、項うな垂だれたままの瑠花に一言別れを告げ、踵きびすを返した。


    「……？」


    　と、立ち上がった音耶の視界が、ふと〝それ〟を捉えた。


    　ベッドの傍そばに置かれた、小さなくずかご──その中に、一枚の封筒が捨てられていたのだ。腰をかがめ、手を伸ばして拾い上げる。


    　捨てられていたはずのそれが音耶の目に留まったのは、それが事務的な無地のものではなく、瑠花の病室の壁紙と同じ淡い青色をした、可愛かわいらしいデザインだったからだ。


    　しわひとつない封筒の口はしっかりと糊のり付づけされていて、仕上げとばかりに可愛らしい猫のキャラのシールで封されていた。開封された様子は、少なくともない。


    「────！」


    　音耶の手の中にある封筒を見た瞬間、瑠花の顔色が急変した。見開かれた瞳の中に、動揺の色がありありと膨らんでいく。


    「──瑠花さん？」


    「やめて……っ！」


    　瑠花はシーツをはねのけてベッドから飛び出すと、驚く音耶の手から封筒をもぎ取った。


    　瑠花の様子は、明らかに平静を欠いていた。まるで何かに取り憑かれたように封筒を破り捨てようとする瑠る花かを、音ね耶やはあわてて制止する。


    　──この手紙は、目の前の少女にとって、きっと大切なものだ。


    　得体の知れない予感に衝つき動かされるように、音耶は瑠花の手から封筒を取り返していた。


    「返して──っ！」


    「落ち着いてください！　開けたりしませんから……！」


    　詰め寄ってくる瑠花をベッドに座らせて落ち着かせ、音耶はそっと封筒を手渡した。


    「ごめんなさい、瑠花さん。どうしても──ゴミなんかには見えなくて」


    　瑠花はおずおずと封筒を受け取った。小さな丸文字で、『瑠花へ』と宛名だけが書かれている。


    　しばらくの間、瑠花は潤うるむ瞳ひとみで青い封筒を見下ろしていた。


    「……お姉ちゃんが会いに来てくれた最後の夜に、もらったの」


    　やがてぽつりと、瑠花は独白するように漏もらした。


    



    「もしもお姉ちゃんが、瑠花と会えなくなったときには──これを読んでって」


    



    　音耶は思わず言葉を失った。それはもしかして、遺書の類たぐいではないのか。


    「では、その手紙を読まないのですか──？」


    　訊たずねる音耶に、瑠花は唇を強く嚙かみ締めながら首を横に振った。


    「だって。お姉ちゃんともう会えないなんて──そんなの、ウソだもん」


    　声音に悲痛さを滲にじませて瑠花はいう。彼女にとって、この封筒を開けるという行為は、静しず來くとの永遠の決別を受け入れることと同義だったのだろう。


    「この中に入ってるのは、きっと──瑠花の〝つみ〟なんだと思う」


    　手の中の封筒を握り締めながら、瑠花は今にも泣き出しそうな口調でいった。


    「瑠花がいつまでも〝つみ〟から逃げ続けてたから、お姉ちゃんはきっと心配して、あんなことをしたの。だからこうして捨てちゃえば、お姉ちゃんはもう、これ以上──」


    　封筒ごと握り潰そうとする瑠花の手を、音耶はそっと摑つかんで止めていた。


    「……音耶さん？」


    　おそるおそる見上げてくる瑠花の瞳を、音耶は正面から見つめ返し、首を横に振った。


    



    　　　◇


    



    「──梨木静來の行方は、まだわかってない」


    　夕刻の庭園。俺は音耶と並んでベンチに座り、淡々と現状を報告した。


    「一応、今日一日かけて目ぼしい場所は回ってみたんだけどな。さすがに単独じゃ限界がある」


    「すみません、宗そう佑すけさんに負担をかけてしまって」


    　音ね耶やは夜空を見上げながら、ぽつりといった。


    「それにしても、昨日の〈黒傘アンブレラ〉──彼女はいったい何者なのでしょうか」


    　──〈黒傘アンブレラ〉。陳腐な都市伝説の中にしか存在しないはずの怪人。


    　それが確かに昨日、俺と音耶の前に現れていた。


    「正直、まったくわからん……。あの目の色を見るに、〈黄おう指し〉と何かしら関係があるかもしれないが──それにしたってなぁ」


    　義ぎ指しに侵された人間の肉体に顕あらわれるもっともわかりやすい〝異常〟──それが、あのノイズに侵された奇妙な色彩の瞳ひとみだ。霞かすんだ黄色の灯ともったふたつの目は、まるで観劇でもするかのように、俺と音耶のことを見下ろしていた。


    　時折目の前を通り過ぎる車のヘッドライトを視線で追いながら、しばし思考に耽ふける。


    「──ああ、そうです。今日、瑠る花かさんからこれを預かったんです」


    　音耶は思い出したように両手を合わせると、ポケットから青い封筒を取り出してみせた。


    「梨なし木き静しず來くさんが、亡くなる前日に瑠花さんに託した手紙だそうです。もしも自分が病院に来られなくなるようなことがあったら、開けて読んでほしいと」


    「…………」


    　封筒を受け取る。口は糊のり付づけされ、おまけにシールでしっかり封されていた。


    「今がまさしくその状況なのですが……今の瑠花さんが読んでいいものかどうか、わたしには判断がつかなくって。もしも遺書めいたものだったりしたら、瑠花さんへの衝撃は計り知れずですしってうきゃーーーーーーーーーーーーーーーっ！」


    「？　うるせーな」


    　甲高い音耶の悲鳴が耳元で響き渡り、思わず顔をしかめる。


    「ななななっなんで勝手に封筒開けてんですかぁ!?」


    「いや、開けるだろ……」


    　シールを剝はがし、ぴりぴりと糊も剝がしていく。封筒を破っていないだけありがたいと思ってほしい。


    「だ、だって……プライバシー……とか……」


    「いってる場合じゃないだろ」


    　今の俺達にとって何よりも必要なものは、とにかく情報だ。


    　それに、だ。この手紙に、はたしてどのような美辞麗句や恨みつらみが記されていようとも──きっと、今の春はる科しな瑠花にとっては何の救いにもならない。


    　中に収められていた便びん箋せんを取り出して広げ、そこに記された文面に余さず目を走らせる。


    「…………」


    　音耶はちらちらとこちらを窺うかがい見ては、ぶんぶんと首を横に振って目を背ける、という動作を繰り返している。結局、自分も気になるらしい。


    　手紙を読み終える。便びん箋せんを折りたたみ直して封筒にしまい、音ね耶やに返した。


    「あの、何が書いてあったんですか？」


    「……特には。おまえがいっていた通り、ただの私的なメッセージだよ。ただ、これだけはわかった」


    　一呼吸の間を置き、にやりと笑って告げる。


    



    「──梨木静來はやはり他殺だ」


    



    　え、と声を漏もらす音耶には答えず、俺はベンチから立ち上がった。


    「ど、どういうことですか……？」


    「ちゃんと確かめて、そんで話す」


    　まだ話を聞きたそうな音耶の視線を振りきって、俺は踵きびすを返す。


    　──さて。それじゃいったん事務所に戻って、色々と準備しないと。


    



    



    　午前〇時前。建物の灯あかりが落ちているのを確認し、俺は裏口から窓ガラスを割って建物に侵入した。警備システムの類たぐいが導入されていないことは、以前訪れたときにわかっていた。


    「……うし。元は古いビルだし、防犯はザルだな」


    　まさに今、梨なし木き静しず來くの勤め先だった奥おう司じ自動車整備工場のビルに不法侵入中の俺である。


    　足音を殺して階段を上がり三階へ。事務室らしいスペースにそれらしいロッカーを発見。


    　ピッキング道具を使い、難なく解錠する。


    　──今、俺がしていることは、今回の事件の解決に何ら結び付かない無駄な行為だ。


    　だが、それでも──この場所で起きたであろう真実は、春はる科しな瑠る花かがこれから生きていく上で、きっと必要になるはずだ。


    　大量の書類はそれぞれファイリングされ、背表紙には年月を記載したシールが貼り付けられている。手にした懐中電灯の灯りを頼りに、十分ほどかけて目当てのブツを捜し出した。


    　手にした黒い表紙のファイル。


    　その背表紙に記されている年月は、今から二年前の八月。


    　ぱらぱらと分類された書類をめくる。


    　目的は、二年前の『分解整備記録簿』の写しである。


    「……あった」


    　捜し出した二年前の記録簿には、確かに春科家の名前が記されている。日付も点検項目も、春科瑠花の叔父が持っていた控えと相違ない。


    　──しかし。ただ一点だけ、異なる箇所がある。


    　その整備者記入欄には、奥おう司じ康やす彦ひこ──工場長の名前が記してあった。


    　分解整備記録簿は二年間の保管義務があるため、春はる科しな家の事故からぎりぎり二年経たっていない今であれば、まだ保管してあると踏んだのだ。


    　せっかく侵入したので、ついでに最上階に出てみることにした。


    　屋上へ続く扉は施錠されていたが、建物自体が古いため、鍵かぎは一昔前の簡素な作りだった。さっきのロッカーと同じ要領でちょちょっと解錠し、夜空の下に出る。


    　生温かい夜風が強く吹き、首筋を通り過ぎる。見上げた空にはぼやけた月と、まばらに光る星々がいくつか垣かい間ま見みえる。


    　手すりの傍そばに近寄り、地上を見下ろした。


    　これが、梨なし木き静しず來くが最後に見た景色。


    「そこで何を、しているんですかね」


    　ふいに背後から、一度聞いたことのある男性の声がした。振り返る。


    「君は、この間の……」


    　俺の顔を見た男性の表情が、暗くら闇やみの中でありありと驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。


    　屋上の扉の前に立っていたのは、前にも対面したこの工場の責任者──奥司康彦だった。


    「──どうも。無人だったことは、確認したんすけどね」


    　慇いん懃ぎんな口調で返す俺に、彼はにこりともせずいう。


    「これは不法侵入です。……犯罪ですよ」


    「はい、本当すいません。ちゃんと謝るんで帰してくれませんか」


    　ぞんざいな口調でお目こぼしをお願いしてみたが、彼は入り口に立ちふさがったまま、落ち着かない表情でこちらを見つめてくる。


    「芥あくた君、でしたか。君は三階で……いったい何を見ていたんですかね？」


    　──あ。そういえばファイルを漁あさって、まだ片付けていなかったっけ。


    　ということは、奥司康彦はすでに、俺が何を調べていたのか察しをつけているだろう。


    　少なくとも、このまま大人しく帰してくれるつもりはなさそうだ。


    　仕方ない。どうにか隙すきを作らないと。


    「梨木静來は、自殺なんかしていない」


    　指摘した瞬間、奥司康彦の顔が目に見えて引きつった。


    



    「梨木静來に手を下したのはアンタだな───奥司康彦？」


    



    　告げた瞬間、奥司康彦が血走った瞳ひとみを凝然と見開いた。


    「梨木静來がここから落ちた日。……彼女は、深夜の工場であんたとふたりきりになるのを待って、二年前の出来事を警察に告げるといった」


    　二年前当時、まだ勤続二年目だった梨なし木き静しず來くには、自動車の分解整備を行う資格をまだ得ていなかった。


    　当時発生した事故に関して、捜査の手がこの工場に及ぶことはついぞなかったが、もしも資格を持たない者が整備した車が重大事故を起こしたとなれば、その嫌疑は当然、違法な整備を施ほどこした当人と──そして、それを監督すべき立場にある責任者へと向く。


    「二年前は、今ほど従業員もいなかったんだろ。なら、どうしても期日までに済みそうのない業務を、まだ資格も持たない若じやく輩はいに無理やり押し付けていてもおかしくない」


    　奥おう司じ康やす彦ひこの目を睨にらみ据すえて訊たずねかける。


    「……証拠は？　彼女が整備を行ったという証拠です。証拠がなければ、そんなものはただの言いがかりですよ？」


    　虚勢と共に告げる奥司康彦に、唇を歪ゆがめて笑いかけてやる。


    「昨日、春はる科しな家の親しん戚せきから分解整備記録簿の控えを見せてもらった。残念ながら燃え残って、そのまま遺族に託されていたよ」


    「──は、え？」


    　奥司康彦が頓とん狂きような声を上げる。その事実は、梨木静來から聞かされていなかったらしい。


    「ここに保管されてる春科家の記録簿は、あんたが偽造した偽物だ」


    　春科瑠る花かの叔父が保管していた『本物』の記録簿と、ここに保管されていた記録簿の相違。


    「事実の発覚を恐れたあんたは、当時の記録を偽造し、書類の保管義務である二年間を乗り切ろうとした」


    　万が一、警察から資料の提出を求められた場合、それに応じられなければ工場側に嫌疑がかかる。かといって、馬ば鹿か正直にオリジナルの記録簿を見せようものなら、無資格者による違法整備がばれてしまう。


    「奥司さん。あんたは知る由よしもなかっただろうが──梨木静來は書類が効力を失う二年を迎える前に、自分が犯した罪を生きて償おうという意志を、死の直前に文面で残していたんだ」


    　奥司康彦の顔色が、みるみる蒼そう白はくなものへと変わっていく。


    　──それはさっき、音ね耶やから見せてもらった便びん箋せんの内容の一部だった。


    　事故からちょうど二年が経過しようとしている今になって、梨木静來は決別を選んでまで、自分の責任を果たそうとしたのだ。


    「馬鹿な！　いいがかりだ！」


    　奥司康彦は、シワの寄った額に脂汗を浮かべて動揺をあらわにした。


    　本当に反応がわかりやすい。この男、ババ抜きとか弱そうだ。


    「静來静來が事実を公表すれば、この工場にまで追及が及ぶもんな。そうすりゃ最悪、会社は倒産。で、修理を指示したアンタはめでたくお縄。──ま、口封じをされたのも納なつ得とくいく」


    「わ、私は……何もしていない」


    「梨なし木き静しず來くがここから落ちた夜……他の従業員はすでに全員退勤していた。それは確か、調べがついてるんだよな？」


    　──梨木静來は二年前から精神的に不安定になっており、そしてそれは周知の事実だった。そうして周囲から何の疑問も抱かれず、彼女の死は自殺と断定された。


    　しかし彼女に、自殺する意思はなかった。


    　ならばその死が他殺であると仮定した場合、犯人になり得るのは、飛び降りた彼女の第一発見者である──


    「奥おう司じさん。……あんたしか、いないんじゃないのか」


    　金魚のように口をぱくぱくと開け閉めしている奥司康やす彦ひこに、俺は構わず続ける。


    「──大方、最初は梨木静來の提案を大人しく受け入れたふりでもして油断させたか？　で、警察にお世話になる前に、大事な話があるとでもいって彼女を屋上に呼び寄せりゃ、突き落とすのは簡単だよな」


    　少なくとも、梨木静來からの信頼はそれなりに厚かった様子である。


    「ふ、ふ、ふ……」


    　鼻をふくらませ、顔を真っ赤にした中年男が、血走った目でこちらを睨にらんでくる。


    　あとは適当に錯乱して、こっちに飛びかかってきてくれれば御の字だ。脇わきをすり抜けて、一気に外に逃げてしまおう。と、そんなことを考えていた俺の耳に、ちゃきんちゃきんちゃきん、と軽快な金属音が響いてくる。って、ん……？　金属音？


    「あ、あまり──大人を馬ば鹿かにするもんじゃない──」


    「……あ、あれ？」


    　奥司康彦の次なる行動に、思わず目を見張る。


    　彼の手には、ぎらつく光を放つバタフライナイフが握られていた。キレる五十代。


    「なんでそんなもん常備してんだよ!?」


    　目に見えて錯乱した奥司康彦が、ナイフ片手に突進してくる。


    　とっさに身をかがめる。頭上を銀色の軌跡が奔はしる。


    「てめ──！」


    　第二撃が来るよりも早く、音ね耶や直伝の足払いを繰り出す。少々威力不足ではあるが、俺の足の甲は奥司康彦のふくらはぎをしっかり捉とらえ、彼の躰からだを地面に転倒させた。


    「ぐ、ぐぅう、痛ぅ──は!?」


    「ンの野郎ッ！」


    　無防備に悶もん絶ぜつしている奥司康彦の鼻っ柱に狙ねらいをすまし、全身全霊のキックをお見舞いした。


    　団子っ鼻から鼻血を噴き散らかし、サッカーボールのように顔面を蹴けり飛ばされて昏こん倒とうした奥司康彦を、俺は肩で呼吸しつつ見下ろした。


    「……しっかし。いくらなんでもあんな突っ込みどころだらけの説明で取り乱しすぎだろ……」


    　俺が口にした証拠の数々がただの狂言である可能性を、こいつは最後まで考えなかった。


    　自ら殺人を犯したことに対して、それだけ不安に駆られていたんだろう。だから、何かしらの仕掛けを施ほどこして俺の侵入を悟っていたし、ついには武器まで持ち出してきた。


    　個人的には書類偽造のウラを取るのと、ついでに殺害現場の下見ができれば御の字だったのだが、海え老びで鯛たいを釣った心ここ地ちだ。


    　と、携帯に着信が入る。


    『──芥あくた。まずいことになった』


    　通話に出た瞬間、珍しいことに、焦りを露あらわにした桐きり呀がの言葉が飛び込んできた。


    「まずいって何が」


    『門かど間ま総合病院と、その近辺の斎場に安置されていた遺体が相次いで〝失しつ踪そう〟している。規模はこれまでの比じゃないぞ！』


    　へぇ。そりゃ、本気でホラー映画も真っ青なＢ級展開だこと──


    「───って、何ぃ!?」


    



    　　　◇


    



    　音ね耶やは何とももやもやした気分のまま、病室のベッドに潜り込んでいた。


    　今夜も瑠る花かの病室に泊まり込もうとしたのだが、結局断られてしまったのだ。


    　主治医の許可は下りたものの、肝心の瑠花がそれを拒んだというのだ。


    「まあ……当たり前か」


    　日中の、憔しよう悴すいした瑠花の様子を思い出す。


    　昨日の駐車場での出来事は、瑠花にとってあまりに残酷なものだった。


    　あの現実を真正面から許容するのは、大の大人にだって到底無理な話だろう。ましてや──


    「───つっ」


    　と。突然、小さな針で突かれたような鋭い痛みが、不意に音耶のこめかみ辺りを走った。反射的に頭を押さえる。


    「……何、今の」


    　あまりの不可解さに、思わずひとりごちる。今のは物理的な痛みじゃない。


    　何か──強い電流が頭の中を駆け抜けたような、奇妙な感覚だった……。


    「すみません」


    　と、ベッドを囲むカーテンの後ろからいきなり声が響き、音耶はびくんと躰からだを跳ねさせた。


    　おそるおそるカーテンを開けると、見知った中年男性が音耶のことを見下ろしていた。


    「……あ、こんばんは」


    「こんな時間にすみません」


    　瑠る花かの主治医は頭を下げて非礼を詫わびると、音ね耶やを廊下へと連れ出した。時刻はもうすぐ〇時になる。


    「あの、どうしたんですか……？」


    　目を血走らせてうろたえている彼に、音耶はおそるおそる訊たずねる。


    「瑠花ちゃんが、病室にいないんです！　一時間ほど前にトイレに行くといって、そのまま──帰ってきていないんですッ」


    　彼は切迫した声で、そんなことを告げた。


    



    　　　◇


    



    　およそ二年ぶりに自分の目で見渡した街の情景は、まるで昔に絵本で読んだ魔ま窟くつのようだと春はる科しな瑠花は思った。


    　もっとも、深夜になって人ひと気けがなくなり、粘ねばつく暗くら闇やみに包まれた南区の景観は、誰だれであろうと似たり寄ったりの廃すたれた印象を抱かせるだろう。数週間前まで街を騒がせていた潰殺魔スカツシヤー事件の余波もあり、常時でさえ人ひと気けのない南区は、今や廃はい墟きよの様相を呈している。


    「…………ひっ」


    　脇わきの車道を、速度違反の乗用車が猛スピードで通り抜ける。車の走行音やエンジン音、タイヤが地面を擦こする音が耳に入るたび、瑠花の躰からだは魂ごとすくみ上がりそうになった。


    　激しい震動。かき回される車内。骨が折れる音、肉が潰つぶれる音──二年前に味わった痛みと恐怖が否いや応おうなく蘇よみがえる。


    　それでも──自分が、止めてあげないと。


    　気持ちが萎なえかけるたび、早鐘を打つ胸を押さえて、自分を奮い立たせる。


    　不幸中の幸いというべきか、深夜の時間帯であり、車の通行量はさほど多くない。恐怖心よりもさらに大きな感情に衝つき動かされている今であれば、歯を食いしばってどうにか耐えられる。


    　病院を抜け出してから、すでに一時間が経たとうとしている。震ふるえる脚に鞭むち打うち、上がる呼吸を必死に整えながら、瑠花はふたたび走り出す。


    　目的地はもう、すぐそこだった。


    



    



    「────」


    　ようやく辿たどり着いた公園の景観は、夜や闇あんに包まれているという点を除いても、瑠花の中に残っていた印象とは随分と異なるものになっていた。


    　亀き裂れつの入った足元のタイルを踏み締めながら、瑠花はゆっくりと敷地内に踏み込んでいく。


    　敷地面積だけはそれなりに広いものの、整備らしい整備は長年施ほどこされておらず、街灯もところどころ切れたまま放置されている。堀の中に溜たまった水は黒く濁にごり、そこかしこには放置されたゴミが溢あふれている。この有り様では、地元の不良さえ寄り付かないだろう。


    　少し進んだ一角には様々な残ざん骸がいが積み上げられ、その傍かたわらには無人のショベルカーが、首長の怪物のごとく鎮座している。かつては多くの人で賑にぎわったこの公園も、来年には更地になる運命だった。


    　あまりに変わり果てた姿ではあったが、──それでも、面影はあった。


    　瑠る花かは頭上を見上げる。遊歩道の両りよう脇わきを取り囲むように植えられた桜の木。


    　今は青々とした葉を茂らせているが、春になれば桜色の花弁で彩られる。


    　かつて家族五人揃そろって訪れ、ここで花見をした。


    　二度と戻らない想い出が濁流のように押し寄せ、瑠花は唇を嚙かみ締める。


    「──静しず來くお姉ちゃん」


    　いつかその話を静來に話して聞かせたとき、彼女はいつものようににっこりと笑っていった。


    



    〝お花見かぁ。うん──いいね。瑠花が元気になったら、ふたりで一緒に行こっか〟


    



    「……どこにいるの？」


    　かつて静來が口にしたその言葉が、瑠花をこの場所に導いていた。


    　あのとき、瑠花は首を縦に振ることができなかった。彼女はそれ以来、瑠花とどこかへ行こう、と口にすることはなくなった。


    　外の世界にふたたび戻る。


    　──多くの入院患者達が当たり前に抱くその目標は、瑠花にとってはいつしか喪失と同義になっていた。


    　自分が元気になり、誰だれの手も必要なくなった瞬間が静來との別れなのだと──そんな漠然とした予感に阻はばまれて、彼女を余計に傷付けた。


    「……静來お姉ちゃん、どこッ！」


    　敷地の奥へ奥へと進みながら、暗くら闇やみに向かって掠かすれた声を張り上げる。


    　根拠はない。自信もない。


    　しかし瑠花にはもう──他に、静來の居場所なんて思い付かなかった。


    「出てきて、お願いっ！」


    　声を嗄からして叫び続ける瑠花の背後でそのとき、ざり、と地面を踏み締める音が鳴った。


    「……お姉ちゃん？」


    　口の端に微かすかな期待を浮かべて瑠花が振り返る。


    



    「────、ギ──」


    



    　そんな、軋きしむように嗤わらういびつな声が、瑠る花かを出迎えた。


    



    　　　◇


    



    　──春はる科しな瑠花が病室からいなくなった。


    　音ね耶やから緊急報告を受けた俺は、代わりに今街を襲おそっている事態を音耶に告げた。


    　それから数十分後。タクシーから飛び出すように降りた俺を、「宗そう佑すけさん！」と叫ぶ声が出迎えた。


    　折よくというべきか──集合場所に決めた公園の入り口付近で、怒ど濤とうのごとき勢いで駆け付けてきた音耶とちょうどかち合ったのだ。ふたり並んで公園に飛び込む。


    　街灯すら満足に点ともっていない真夜中の敷地内は、視界がほとんどきかなかった。


    「おい音耶、ほんとにここでいいのか？」


    　走りながら訊たずねる。


    「ええ、〝発信源〟は間違いなくこの場所です。指の出力が増大しすぎて、わたしが感じ取れるほどにまで膨ふくらんでいる」


    　暴走した梨なし木き静しず來くの〈奇腫指キヤンサー〉は、宿主の肉体にかろうじて残っていた一片の目的いしきすら喰い潰し、義指みずからにインプットされた存在意義スキルを行使するだけの存在と化している。


    　おかげで今現在、この街中の至る所で、遺体失しつ踪そうの騒ぎが発生していた。


    　──人の目のほとんどない深夜のうちは、まだいい。


    　だがこのまま夜が明ければ、街は確実にパニックに陥るだろう。今のところ〝生きている人間〟への目立った被害は発生していないようだが──〈奇腫指キヤンサー〉に乗っ取られた梨木静來をこのまま放置すれば、この先どれほどの規模の被害が出るのか想像すらつかない。


    「───いた！」


    　隣の音耶が呻うめくような声でいう。彼女の視力は、いち早く前方の状況を捉とらえたらしい。


    　俺の脚力に合わせていた音耶の躰からだが、ニトロを注ぎ込まれたように急加速する。右眼を紅あかく濡ぬらして猛然と飛び出した音耶は、三歩の疾走を経て水切りのように低く跳躍した。


    　ごぎん、という鈍い音が響く。充分な助走と遠心力を伴って放たれた空中回し蹴げりが、春科瑠花の目前まで迫っていた骸むくろの頭部を容赦なく蹴り上げていた。


    　完膚なきまでのクリーンヒット。頭ず蓋がいと頸けい椎ついを同時に粉砕された骸が、血の跡を地面に引きながらカーリングの石のように滑っていく。


    「大丈夫ですか、瑠花さん！」


    　一撃でかっ飛ばした音耶に遅れて、俺もようやく追いつく。


    「音ね耶や、さん……？　どうして──」


    　春はる科しな瑠る花かは茫ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま、突如として現れた俺達を交互に見つめていた。音耶は彼女の前に膝ひざをつくと、震ふるえる肩に手をおいて告げた。


    「よかった、無事で……早くここから逃げてください」


    「でも──」


    　泣き出しそうな声で瑠花がいい淀よどむ。その様子を見るに、梨なし木き静しず來くとはまだ会えていないのだろう。そんな彼女を勇気づけるように、音耶は小さく微笑ほほえんでみせる。


    「静來さんは、必ずわたしが止めてみせますから。──宗そう佑すけさん、彼女を頼めますか？」


    「いや……そうもいかないみたいだぜ」


    　こちらに向き直った音耶に向かって、俺は吐き捨てた。


    　即座に状況を察した音耶が、瑠花を背後に庇かばうようにして周囲を見回す。


    「────、」


    「──ギ──、──」


    「───きィ、──」


    　金属の軋きしむような奇妙な声が、断続的に耳を打つ。


    　ぞろぞろと蠢うごめく物陰。十数体もの骸むくろ達がどこからともなく現れ、俺達三人を包囲していた。微かすかな死臭が風に乗って鼻をつく。


    　右手の指が欠落した死者達の、黄色く濁にごった眼光が、意志もなくこちらを見み据すえている。


    「……は。ずいぶん根に持たれてるらしいぜ、おまえ」


    「──まったく、はた迷惑な話です」


    　おそらくは昨夜の交戦後、梨木静來──というよりも、彼女に宿った〈人形師ネクロマンサー〉が、〈執行者エグゼキユーター〉という存在の危険性を懸念したのだろう。


    　準備万端整った敵の巣に、俺達はまんまと飛び込んでしまったらしい。


    「この数は──さすがに少々、厄介ですね」


    　音耶の横顔に焦りの色が浮かぶ。この人数に一斉に襲おそい掛かられては、音耶もさすがにひとたまりもないだろう。加えて、まともな戦闘力を持たない俺と瑠花を庇いながらの戦いとあっては、一片の勝機すら見み出いだせない。


    「あ──ぅ……」


    　俺は怯おびえる瑠花の手を取り、公園の奥に続く夜や闇あんを見据えながら音耶に訊たずねる。


    「梨木静來がいるのは、この先か？」


    「はい、それは間違いありません。ですが、この状況では埒らちが──」


    「一瞬でいい。隙すきを作ってくれ。俺と瑠花ちゃんで突貫してくる」


    　音耶と瑠花──驚きよう愕がくするふたりの視線が、同時に俺を突き刺した。


    「宗佑さん達だけで彼女を止める気ですか!?　そんな無茶──」


    「無茶は承知だってんだ阿あ呆ほ。でも、この状況をうまく納められる可能性があるとしたら、それはこの子しかいないだろうが。それに……」


    　出口へ続く方向を顎あごで示してやる。獲物の逃げ道を塞ふさぐようにして、数体の骸むくろがふらふらと立ちはだかっていた。


    「どのみち選択肢はないみたいだ。いいから安心しとけ。この子には指一本触ふれさせねえよ」


    　猫耳フードを被かぶった頭にぽんぽんと手を置く。


    　音ね耶やは顔を険しくして、判断に悩んでいるようだ。こうしている間にも、周囲を囲む骸達は気を窺うかがうようにじりじりと包囲の輪を狭めてきていた。


    　考えている猶予など残されていないことを悟ったのか、やがて音耶は、苦汁を舐なめるような表情のまま頷うなずきもせずいう。


    「くれぐれも無茶はしないでくださいね──といったところで、馬の耳に念仏なのでしょうが」


    「いってろ。──と、そういうワケだが、行けるか？　瑠る花かちゃん」


    「…………うん」


    　瑠花は力強く頷くと、俺の手をぎゅっと握り返してきた。


    　音耶は腿もものシガレットケースに手を伸ばす。


    



    　　　◇


    



    「装填リロード──〈潰殺鬼スカツシヤー〉！」


    　音耶の指が換装される。紅あか色の義ぎ指しから銀色の義指へ。


    　それに伴って変容した虹こう彩さいが、数日前に霊安室の扉を粉砕したときと同じように、空間を破壊の力で満たしていく。


    「───、ギッ」


    　公園の奥へと続く道を塞いでいた二体の骸の両足が、見えない槌つちに押し潰つぶされるかのようにして同時にひしゃげた。地面に崩れ落ちた骸達を飛び越えて、宗そう佑すけと瑠花の背中はみるみるうちに深い闇やみへと呑のみ込まれていった。


    　音耶があらかじめ〝肉体〟に入力した命令に従って〈銀ぎん指し〉が外され、ふたたび〈紅こう指し〉へと切り替わる。音耶の意識が再浮上したときには、すでに残りの骸達が自分目掛けて殺到してくるところだった。幸い、宗佑達を追いかけた個体はいないようだ。


    「──交戦開始エンゲージ」


    　躰からだを回転させて躱かわしつつ、手近な一体の側頭部を蹴けり砕く。その反動を利用して大きく跳躍し、音耶はいったん敵の群れと距離をとった。


    〈銀指〉の攻撃力で一気に殲せん滅めつしたいところではあったが、あれは消耗が激しいうえに攻デ撃イ間レ隔イが長いため、対多数の戦闘には向かない。


    　仕方がないと呟つぶやき、音ね耶やは冷然と告げた。


    



    「まったく──だらだらと締まりのないお芝居ほど、興ざめするものはありませんね。


    　わたしは奇械仕掛けの人形ガラテア。対奇腫指キヤンサー専門兵装──紅こう指し〈執行者エグゼキユーター〉。


    　黄おう指し〈人形師ネクロマンサー〉……は、現在この場にはおりませんが……あなたを敵性指バンデイツトと判断し、今度こそ撃墜いたします！」


    



    　その宣言を合図にしたかのように、骸むくろの群れがふたたび飛びかかってきた。　


    



    　　　◇


    



    　小さな手を引きながら、俺は目を凝らして周囲を見回す。


    「ったく……こんな僻へき地ちに、馬ば鹿かみたいに広い公園作んなっての！　大丈夫かっ？」


    　しょうもない悪態をつきつつ、俺は後ろに向かって呼びかける。


    「う、うん……！」


    　呼吸を荒らげながらも、どうにかといった様子で答える瑠る花か。


    　音耶と別れてから、すでに五分ほどが経たつが──梨なし木き静しず來くの姿はいまだ発見できない。


    「……くそっ」


    　苛いら立だちが募る。あの数相手では、いくら音耶といえども長くは保もたないだろう。


    　沸き立つ焦燥が頂点に達し始めた──そのときだった。


    「うにゃっ!?」


    　急停止した俺の背中に、瑠花がおもいきり追突し、短い悲鳴を上げる。


    　二〇メートルほど前方──頼りなくまたたいている街灯の下に、ようやくその姿を見つけた。


    



    「────、────」


    



    　公園最深部に位置するアスレチックスペース──その朽ちて錆さびたブランコに、ひとりの女性が腰掛けていた。


    　瞳ひとみを黄色のノイズに侵食された梨木静來は、まるで見えないピアノを弾ひいているかのように、両手を広げてその五指を蠢うごめかせていた。ぎぃ、ぎぃ、と鎖の鳴る耳障りな音が耳を突く。


    　──その足元には、切断された大量の小指が、虫の死骸か何かのように散乱していた。


    「……静來、お姉ちゃん？」


    　続いて顔を上げた瑠花も、その姿を認めた瞬間に目を見開いた。


    「早い再会だったな、梨木静來。──まだ理性は残ってるか？」


    「────」


    「愛いとしの仔こ猫ねこちゃんが、てめえと話したいとよ」


    　挑発を交えたこちらの問いかけに、しかし梨なし木き静しず來くは何ら反応を示さない。黄色の瞳ひとみは虚空を見つめたまま、その指だけが別の生き物のように忙せわしなく動いている。こちらの言葉を、はたして言語として理解できているのかさえ判然としない有り様だった。


    「静來、お姉ちゃん……」


    　そのとき、歯は嚙がみする俺の背後から、瑠る花かが一歩前に踏み出した。


    「──静來お姉ちゃん、さびしかったよね。一緒に帰ろう？」


    　さらに一歩踏み出しながら、瑠花は震ふるえる声で目の前の女性に訴える。


    「お姉ちゃんが死んじゃってても構わないよ。お姉ちゃんは、こんな瑠花とずっと一緒にいてくれた──だから瑠花も、ずっと一緒にいてあげるから。だからもう、あんなことはやめて」


    　瑠花は両手の拳こぶしを握り締め、さらに一歩踏み出した。


    「音ね耶やさんに、ひどいことしないで──っ！」


    　喉のどを痛めかねない激しい叫びが、夜気を微かすかに震わせる。距離を置いた俺の耳にさえ、びりびりと響くほどの声量で放たれた絶叫。


    　しかし──


    「────、──」


    　その必死の願いも、肝心の梨木静來に対しては──些いささかほども響いてはいなかった。


    「返事、してよ──お姉ちゃん」


    　瑠花が肩を上下させながら、絶望に染まった声を喉から滲にじみ出させる。


    「──────」


    　梨木静來は、そんな瑠花の姿に一いち瞥べつすらくれることなく、ただ機械のように指を動かして、見えない人形の糸を繰り続けていた。


    



    　　　◇


    



    　──きりがない！


    　無数の骸むくろ達を一手に相手取りながら、音耶はほぞを嚙む思いで舌を鳴らした。


    　決定的な負傷は、まだ受けていない。しかし〈人形師ネクロマンサー〉によって操られた骸達による猛攻は、時間を置くごとに緩むどころか、激化の一途を辿たどっていた。足元にはすでに都合六体の敵が転がっているが、彼らもまた完全に死滅したわけではなく、へし折られていない無事な手足を駆使して這はいずっては、隙すきあらば音耶の足首を摑つかみ取ろうとしてくる。


    　こうも絶え間なく複数方向から襲おそい掛かられては、一撃離脱を旨とする音耶の戦法など封殺されているのと同じだ。


    「く……っ！」


    　しかし──堅実に確実に、各個撃破を心がけつつ処理していけば、何とかならない相手ではないのもまた事実だった。


    　ただ、今の音ね耶やは冷静を欠いている。戦闘能力を持たないふたりを、状況的にやむを得なかったとはいえ先行させてしまったことの焦燥が、音耶の思考力のリソースを割いている。


    　骸むくろ達の総数がここに集まっているだけとは限らないのだ。向かった先で死者達と遭遇してしまえばただではすまないことは明白だ。


    　急がなければ──その焦りが、とっさの判断を鈍らせた。


    　横よこ薙なぎに振るわれる豪腕。躱かわせるはずの攻撃を、音耶はしかしまともに喰くらってしまった。


    「──くっ」


    　右側の肋ろつ骨こつが数本、みしりと嫌いやな音を立てる。致命打ではなかったが、それでも生じた隙すきまではどうにもならない。


    　たたらを踏んだ音耶の両側から、一斉に別の骸達が飛びかかってくる。左側の敵を顎あごを蹴けり上げて撃墜するが、残る片方に腕を摑つかまれた。


    「はな、せ──ッ」


    　自らを拘束する腕の骨を、渾こん身しんの膝ひざを入れてへし折る。拘束が僅わずかに緩んだところで一気に抜け出そうと音耶は試みるが、次々と押し寄せてくる二体目、三体目の敵を前にして、その行為はあまりに悠長に過ぎた。


    　左腕、右脚、左脚、腰部──骸達が、ミツバチの蜂ほう球きゆうのように群がってくる。音耶はついに身動きひとつとれなくなった。


    「く、ああああぁぁ──ッ」


    　骸達の腕に万力のような力がこもり、全身を襲おそう激痛に音耶の喉のどから悲鳴が上がる。彼らは構う様子もなく、音耶の全身を砕こうと、つかんだ四肢を全力で締め上げていた。


    「────」


    　無力感と失意に身を浸しながら、音耶は奥歯を嚙かむ。


    　そうして、音耶の体が完全に粉砕されようとした瞬間──


    



    　音耶に群がる骸達が、巨大なミキサーにでもかけられたかのように引き裂かれていた。


    



    　肉片が飛び散り、黒い血が周囲一帯にぶち撒まけられる。


    「……？」


    　わけもわからないまま拘束から解放された音耶は、返り血を浴びながら地面にへたり込み──自分の危機を救ったその少女を、両目を見開いて凝視した。


    「───くすくすくすくす」


    　無邪気な嘲ちよう笑しようが、音ね耶やの耳を撫なでる。


    　肩にかかる滑らかな濡ぬれ羽ば色のボブカット。幼児とも見まごう矮わい軀くを軽やかな嬌きよう声せいに揺らしながら、彼女は捕食する食虫植物じみた、蠱こ惑わく的てきな笑みを幼い面立ちに浮かべている。


    　棒のように華きや奢しやな手首には、サーベルが握られていた。しなやかで繊細な刃やいばが、微かすかな月明かりを受けてぬらりと煌きらめいている。


    　ぐるりと湾曲したその柄は──どう見ても、傘かさの柄だった。


    　目の前の少女は、たった一振りの華奢なサーベルのみで、骸むくろ達の全身を一瞬にして斬きり刻んでいた。


    「あなたは──」


    　音耶は掠かすれた声でいう。


    　その黒ずくめの姿にも、貫くような冷たい視線にも、見覚えがありすぎた。


    



    「───〈黒傘アンブレラ〉！」


    



    「ギ──」「───、？」「────！」


    　突如として現れた新たな〝敵〟を、骸達は統制された獣けものの群れのような動きで素早く取り囲んでいた。


    「くすくす。木で偶く人形の分際で、少々おいたが過ぎるんじゃなくて？　義ぎ指しの方はどうでもいいけど──大切な躰からだまで傷付けないでちょうだい」


    　その状況に臆おくすることも、慌あわてふためくこともなく、〈黒傘アンブレラ〉は鼻にかかったような猫なで声で嗤わらいながらそれだけいい放った。


    「さぁ」


    　長い睫まつ毛げの向こう側から覗のぞくふたつの瞳ひとみが、にたりと禍まが々まがしく歪ゆがむ。


    



    「存分に───踊り咲きましょう？」


    



    



    　その少女は、触ふれたもの一切を無慈悲に寸断する、人の形をしたミキサーだった。


    　果敢に飛びかかっていった骸達は、腕を振り下ろせばその腕から、脚を繰り出せばその脚から、牙きばを剝むき出して食い付こうとすればその首から──細切れの肉片へと姿を変えていく。


    〈黒傘アンブレラ〉が手にするサーベルは単に鋭利なだけで特別な仕掛けなどない、ただの繊細な薄刃だ。素人が力ずくで扱えば、まず一刀目で折れるか歪むかするであろう。


    　少女が華麗に踊るたび、銀色の剣先が閃ひらめく。


    　それはもはや戦闘ではなく、一方的な蹂じゆう躙りんだった。


    　絶え間なく襲おそい掛かってくる死者の群れを、白はく刃じんが周囲の闇やみもろとも引き裂き、そのたびに新たな死体の山が築かれ、周囲は濁にごった血で彩られていく。


    「……あら？」


    　次の瞬間、地響きと共に戦場に乱入してきた〝モノ〟を認めて、〈黒傘アンブレラ〉の表情に初めて驚きらしきものが浮かんだ。


    　ごぅん、という腹の底に響くような、ディーゼルエンジンの奏でる重低音。散乱した肉片をめきめきと踏み砕くキャタピラの駆動音と共に、巨大な首長の怪物が姿を現したのを、音ね耶やもまた驚きよう愕がくの表情で見届ける。


    「あらまぁ、面白い。そんなこともできるのねぇ？」


    　──怪物の正体は、公園の敷地内に駐とめられていたショベルカーだった。


    　その操縦席はむろん無人である。


    　にもかかわらず、操り主不在の機械仕掛けはまるで自らの意志を持つがごとく、その鎌かま首くびを夜空に向かってもたげると、黒い少女目掛けて容赦なく振り下ろしていた。


    　──それはまさに、等身大の操り人形だった。


    〈人形師ネクロマンサー〉が死体を操るために放出する電磁パルスは極限まで増幅され、今や機械の操縦系統すらも掌しよう握あくするほどに至っていたのだ。


    　油圧アームの先端に取り付けられた金属塊バケツトが、圧倒的な質量と速度をもって、〈黒傘アンブレラ〉目掛けて叩たたき付けられる。


    　轟ごう音おんと共に遊歩道が粉砕され、巨大な亀き裂れつが地面に走る。


    　生存など望むべくもない。鉄塊によって押し潰つぶされた〈黒傘アンブレラ〉は原形すら留とどめず、物言わぬミンチと化しているはずだ。


    



    「くす──ノロマなのね、でくの坊さぁん？」


    



    　果たして、どのような運動能力をもってすれば今の一撃を躱かわせるというのか。


    　運転席を足場にして宙に飛び上がった〈黒傘アンブレラ〉が、華麗にスピンしながらサーベルを閃ひらめかせた。剝むき出しのケーブルを断ち切られ、油圧アームが一瞬にして無用の長物と化す。


    　だが、腕を封じられた程度で、機械仕掛けの怪物が止まるはずはなかった。


    　ぎゅらぎゅらとキャタピラが回転する重苦しい音を立てながら、五〇〇トンもの質量を誇る車体が、着地した〈黒傘アンブレラ〉を押し潰そうと迫り来る。


    　その突進を一度の跳躍で軽々と躱した〈黒傘アンブレラ〉は、サーベルを握っている方とは逆の手に、スカートの下から抜いたナイフを握り直す。


    　戦馬のごとく暴れ回るその車体に苦もなく取り付くと、彼女は高速回転する金属製の履帯ベルトに肉厚のナイフを一いつ閃せんさせた。甲高い金属音と共に、易やす々やすと切断された履帯ベルトがホイールからはじけ飛び、鞭むちのように地面に叩たたき付けられて死体のひとつを押し潰つぶした。


    「そんな無様なステップでこのわたしをリードしようだなんてぇ……思い上がりを通り越して、ただの侮辱でしかなくてよ？」


    　そうして、腕に続いて脚までも失った怪物は、エンジン音による咆ほう哮こうを撒まき散らすだけのスクラップと化したのだった。


    



    



    「────」


    　その、常軌を逸した戦闘の一部始終を、音ね耶やはただ見守るほかなかった。


    　無人の公園の一角は、すでに地獄絵図と化している。斬きり裂かれ、潰された肉片がそこかしこに散乱していた。


    　そして、墓標のように夜空を指したまま止まったショベルカーの巨体が落とした影に溶け込むようにして、この殺さつ戮りくを繰り広げた少女の瞳ひとみが音耶を見つめていた。


    〈黒傘アンブレラ〉の両目は、昨日と同じく黄色のノイズに輝いている。


    　いや──違う、と音耶は思い直した。


    「出来損ないの肉体だったけど、さっきやっと〝掌しよう握あく〟できたのよねぇ。でも、ざぁんねん。遅すぎよぉ──私アナタはもう、今夜でお別れ」


    　梨なし木き静しず來くの〈黄おう指し〉による〝黄色〟のノイズと似た発色の瞳が、みるみるうちにさらなる精彩を帯びていき、ついには夜空に輝く満月じみた〝黄金こがね色〟へと変へん貌ぼうしていく。　


    「くすくすくす。やっと、やっと──ようやく待ちに待った瞬間が来てくれた」


    〈黒傘アンブレラ〉は陶然と微笑ほほえみながら、両腕で自らの躰からだをかき抱いて悶もだえている。


    　その姿形は、音耶の記憶の中にあるものとは、顔かたちも体格も、髪の色から声に至るまでまったく異なるものだ。


    「やっと……本来の躰で、獲物を存分に刻める日が来てくれた。切り裂く皮ひ膚ふのシルクみたいな繊細さも、断ち切る骨の石せつ膏こうみたいに硬い感触も、飛び散る内臓のタルトみたいに滑らかな柔らかさも──感触を余すことなく味わえる肉体に、やっと帰れるときがきたのねぇ」


    　否──彼女達〈奇腫指キヤンサー〉にとっては、外面上の姿形など何の意味も持たないことを、音耶はここに至ってようやく思い出した。


    「あなたは──まさか」


    　戦せん慄りつを隠せない音耶の呟つぶやきに、〈黒傘アンブレラ〉は嘲ちよう笑しようを崩さず目を細める。


    「あら、今さら気付いたの？　まあいいわ……ようやく会えたわねぇ」


    　黄金色の虹こう彩さいが、手にした刃物サーベルそのものの冷気を孕はらんで、ぎろりと音耶を見下ろした。


    



    「───私の大切なボディ？」


    



    〈黒傘アンブレラ〉の薄桃色の唇から覗のぞく赤い舌が、ぬらりと妖あやしく這はい回る。


    　黒い少女に宿ったその人格は、音ね耶やの〈専用肉体ハードウエア〉のかつての所有者である。


    　残虐で、残酷で、残忍な惨殺者。


    〈狙撃手スナイパー〉を巡る過去の事件で躰からだを音紅耶指に取って代わられ、海上に散ったはずの──


    



    「生きていたんですか──金きん指し〈斬殺鬼リツパー〉」


    



    「くすくす──そういうコト。こぉんな死にぞこないの宿主カラダじゃあ、あなたに正面から挑んでも分が悪いでしょ？　〈黄指ほかのゆび〉がこそこそやってるのは知っていたから、今まで静観していたわけだけどぉ……」


    　嘲あざける笑い声と共に、〈斬殺鬼リツパー〉がスカートの裾すそをひるがえして飛び降りる。


    「期待はずれもいいところねぇ。平和ボケしすぎよ、あなた」


    　と、正面から見定めていたはずの〈斬殺鬼リツパー〉の姿が──ふいに、陽かげ炎ろうのように揺らめいた。


    「だってわたしがその気になってたら──あなた、一〇回は首が飛んでるもの」


    「…………っ！」


    　次の瞬間、背後から聞こえてきたその声に、音耶は凝ぎよう然ぜんと目を見開いた。


    　首筋がぞくりと震ふるえる。


    　背後に回り込まれた。


    　いったい、いつの間に──？


    　動揺を殺意で塗り潰つぶし、音耶は即座に躰を回転させる。相手の首を狙ねらって振り抜いた脚は、しかし虚むなしく宙を切っていた。


    「コソコソと陰から機を窺うかがってた自分が馬ば鹿かみたぁい。こんな粗悪品の躰に遅れをとるなんて、あなたにはほとほと呆あきれ果てたわ」


    　しなやかな動作で後方に跳躍した〈斬殺鬼リツパー〉目掛け、音耶は地面を蹴けって全力で飛び出した。


    「……わたしの躰なんだから、あまり傷付けたくないんだけど」


    　即座に接せつ敵てきし、軸足を踏み込むと同時に轟ごう然ぜんと繰り出した右足を、〈斬殺鬼リツパー〉は易やす々やすと回避した。指先を唇に当てて、くすりと微笑ほほえみ、


    「感謝なさい──少しだけ、あなたの無様なステップに合わせて踊ってあげる」


    　手にしたサーベルを、音もなく閃ひらめかせた。


    



    　　　◇


    



    　梨なし木き静しず來くに駆け寄ろうとする瑠る花かの手を、俺はすんでのところで摑つかんで止めた。


    「放して──！」


    　声を上げて訴える瑠る花かに対し、黙って首を横に振る。その意味を悟った瑠花の表情が、みるみるうちに絶望の色に歪ゆがんでいく。


    　錆さびたブランコに腰掛けるその死体に、もう一度だけ視線を向ける。


    　──アレにはもはや、梨なし木き静しず來くとしての断片は残っていないと見た方がいい。


    「……結局、コイツに頼るしかないのか」


    　口の中で呟つぶやき、ベルトに挟んだ銃の感触を確かめる。


    　すべての死体を音ね耶やひとりに投入しているのか、それとも俺達を外敵として認識すらしていないのかは知れないが──なぜか梨木静來は、さっきまで忙せわしなく蠢うごめかせていた指の動きすら止めている。接近して狙ねらいをすませば梨木静來の右手に寄生した義ぎ指しを撃ち抜ける。


    　今回の敵に関しては、〝除去〟の必要はないだろう。彼女はすでに死んでいる。


    　今、引き金を引けば、今回のふざけた遺体失しつ踪そう事件もめでたく幕だ。


    　だが、それでいいのだろうか。未練にも似た逡しゆん巡じゆんがあった。俺の傍そばで、いまだに静來の名前を叫び続ける少女の悲痛な声が、嫌いやでも耳に響く。


    　梨木静來の人格は、本当に──完全に、消滅してしまったのか。


    



    「見ぃつけた。こんな所にいたのねぇ？」


    



    　ふいに背後から、そんな間延びした声が聞こえた。瑠花を背中に庇かばって振り返る。


    　瞬間──全身を血ち塗まみれにし、髪を摑つかまれて引きずられる音耶の無惨な姿が、まず目に飛び込んできた。


    「音耶さんっ！」


    　身を乗り出す瑠花を押さえ付け、突如として現れた少女と睨にらみ合う。彼女は片腕で音耶の髪を鷲わし摑づかみにしており、空いている方の腕には黒い傘を掛けていた。彼女によって音耶はあそこまでこっぴどく痛め付けられたらしい。


    　闇やみの中に幽鬼のごとく浮かび上がるその姿は、昨夜、庭園で邂かい逅こうした〈黒傘アンブレラ〉に相違ない。だが──


    「……てめえは、こないだの」


    　その容よう貌ぼうには見覚えがある。小柄な体たい軀くに、肩上まで伸びた滑らかな黒髪。


    　彼女は数日前に巻まき島しまを家まで送ったとき、夜道で倒れていた少女だった。


    〈黒傘アンブレラ〉は俺の姿を認めると、身み震ぶるいするような冷たい微笑ほほえみを浮かべた。


    「くすくす──お久しぶりねぇ。〈執行者エグゼキユーター〉の片割れさん？」


    「その目の色……まさか」


    　獅し子しのように煌きらめく黄金こがね色の虹こう彩さいを目の当たりにした瞬間、否いや応おうなく彼女の正体を悟った。


    「てめえ──〈斬殺鬼リツパー〉か」


    　数日前に桐きり呀がから聞かされた、切り裂き事件を思い出す。


    「ずいぶん久しぶりじゃねえか、クソ殺人鬼。宿主ごと細切れになって海に撒まかれて、性懲りもなく化けて出てきたか？」


    「ええ……あの時の痛みと屈辱を思い出すだけで、腸はらわたが煮えくり返りそうよ」


    　黄金こがね色の瞳ひとみを憎々しげに眇すがめつつ、奴やつ──〈斬殺鬼リツパー〉はそれでも優雅な微笑を保っている。


    　そもそもだ。どういった経緯で生還したかは知れないが、今目の前にいる金きん指し──〈斬殺鬼リツパー〉は、別の人間の肉体を乗っ取ることで、こうして活動しているらしい。


    　だが、なぜ〈専用肉体ハードウエア〉に繋つながれているわけでもないにも拘かかわらず、義ぎ指しの中のプログラム人格が表出しているのか。


    「逃げ、て──ください」


    　全身を夥おびただしい刀傷で満たした満まん身しん創そう痍いの音ね耶やが掠かすれた声でいう。


    「なぁに、それ。ホント虫むし唾ずが走るわ。あなた、本気でヒトの真ま似ね事ごとなんてしてるわけ？」


    〈斬殺鬼リツパー〉は金色の瞳を眇め、さも滑こつ稽けいそうに冷笑する。


    「純度の高かった頃のあなたとなら、それなりに愉たのしめたんでしょうけど──つまらないわ」


    「おい。とりあえずそいつを放せ」


    　すかさずベルトから銃を抜き、〈斬殺鬼リツパー〉に銃口を突き付けた。もう片手は、今にも飛び出しかねない瑠る花かの腕を摑つかんだままだ。


    「──くすっ。そんなの、わたしに通用すると思って？」


    〈斬殺鬼リツパー〉が心底可お笑かしそうに笑う。


    　銃把を握り締めながら、今さらのように疑問がよぎった。俺は訊たずねる。


    「……どうしてさっさと〈紅こう指し〉を切除しない？　目的は音耶の躰からだだろうが」


    　義指をすげ替えることが彼女の目的なら、今が絶好の機会であるはずだ。それを先延ばしにしてまで、どうして奴は俺の前にわざわざ姿を現したのか。


    〈斬殺鬼リツパー〉は目をじっと細めると、摑んだままの音耶の髪をぐいと引き上げた。喉のど下したをこちらに晒さらした音耶が、「ぅ──」と短い呻うめきを漏もらす。


    「……〈紅指〉と長く接続されすぎた影響なのかしらね──以前の〈専用肉体わたしのからだ〉から、何か変化が生じてるみたいなの」


    　苦痛に呻く音耶をじっと見下ろしながら、〈斬殺鬼リツパー〉は疑問の声を漏らす。


    「デッドセルでもないみたいだけどぉ──あなた、何か知らない？」


    「──変化だと？」


    〈専用肉体ハードウエア〉以外の人体に接続された〈奇腫指キヤンサー〉は、装着者の体内に〈デッドセル〉と呼ばれる腫しゆ瘍ようを形成する。その腫瘍デツドセルは、義指から流し込まれる毒素を増幅させ、装着者の体内に循環させる〝第二の心臓〟の役割を果たす。


    　だが、〈奇腫指キヤンサー〉を運用すべく生み出された音ね耶やの躰からだに限っては、そんな事態は決して起こりえないのだ。


    　押し黙る俺に構わず、〈斬殺鬼リツパー〉がいう。


    「同じ〈専用肉体ハードウエア〉を共有したわたしだけが感じ取れる違和感なんでしょうけど。とにかく、何かこの躰に異常が起きていることだけは、切除しようとする間際に感じ取れた。……コレはわたしの躰なんだからぁ、心配事は少ないほうが良いでしょう？」


    　ならばその異常とは、いったいどういうことだ。


    〈斬殺鬼リツパー〉は低い声音で告げる。


    



    「取引をしましょう？　あなたの〝透視スキヤン〟で、〈専用肉体ハードウエア〉を精査なさい。そうすればあなたと、そっちの女の子の生命だけは助けてあげる」


    



    「……なに？」


    「あなたの躰に、〈紅こう指し〉のスキルの一部が宿っているのは知ってるわ」


    　無意識に、心臓の辺りを握り締める。


    〈奇腫指キヤンサー〉装着者の体内に巣食ったデッドセルを視認する〝透視スキヤン〟能力。


    〈斬殺鬼リツパー〉が俺を捜してここまでやってきたのは、それが目的か。


    「宗そう佑すけさん──従って、ください。でないと──」


    　身動きのとれない音耶が、髪を摑つかみ上げられたまま、喘あえぐように呟つぶやく。音耶は自らの生命など顧かえりみることなく、俺と瑠る花かの生命を優先している。


    「……ちなみに、断った場合は？」


    　血と傷に塗まみれた、痛々しいその姿を見み据すえながら、俺は〈斬殺鬼リツパー〉に訊たずねた。


    「そのときはぁ、ここにいる全員、綺き麗れいな活いけ造りにしてあげる」


    「なるほど」


    　そうか、と頷うなずいてみせる。音耶をも一いつ蹴しゆうしてみせた〈斬殺鬼リツパー〉にとって、俺と瑠花を血祭りに上げることなど造作もないだろう。


    「わかったよ」


    　俺は苦笑交じりに答える。それなら、返答なんて最初から決まってる。


    「どっちも──お断りだッ」


    　構えた銃のトリガーを引き絞る。命中しなくてもいい。いくら常軌を逸した戦闘力を有する〈斬殺鬼リツパー〉といえど、自分に向けて放たれた銃弾を無視することなどできまい。音耶が抜け出す隙すきさえ生み出せれば御の字で、


    「───あ？」


    　ぞぶ、という嫌いやな音が、耳の内側で鳴り響いた。


    　痛みはあまりに鋭利すぎて、痛みとして認識できていない。


    　いつの間に貫かれたのか──自分の胸に突き立った黒塗りのナイフを、俺は他人事のように見下ろしていた。肋ろつ骨こつの隙すき間まを搔かい潜くぐった刃先は、おそらく心臓の壁にまで達しているだろう。


    「くすくす……そういうと思った」


    　片腕を薙ないだ姿勢のまま〈斬殺鬼リツパー〉が笑う。どうやら俺の躰からだは、奴やつが投とう擲てきしたナイフの的になったらしい。


    　口から大量の血が溢あふれ、胸をじわじわと生温かく濡ぬらしていく。呼吸ができない。どこかから悲鳴が響いた気がしたが、それもすぐに聞こえなくなった。声が止やんだのではなく、単に自身の聴覚が断線しただけだということを、少し遅れて理解した。


    「……おやすみなさぁい、もうひとりのお父様。糸で操られる人形でしかないあなたは、地べたで永遠に微睡まどろんでいなさいな」


    　嘲あざけるその声ももう聞こえない。


    　力を失った躰がゆっくりと傾かしぎ、顔面から地面に倒れ伏した。


    



    　　　◇


    



    「宗そう佑すけ──さん？」


    　目の前で繰り広げられた惨劇を、傷付いた音ね耶やは茫ぼう然ぜんと眺めていることしかできなかった。


    　倒れた宗佑の躰を起点として、地面にみるみる血ち溜だまりが広がっていく。あらぬ方向に投げ出された指先だけが、小刻みな痙けい攣れんを繰り返していた。


    　怒りすらも冷却する喪失感によって、音耶の胸が染め上げられていく。


    　苦もなく宗佑の胸を射抜いた〈斬殺鬼リツパー〉は、その冷たい視線を、なすすべなく立ち尽くしている瑠る花かへと向けた。


    「──別に構わないわよ。それなら〈紅こう指し〉の断片だけ摘出して、そっちの女の子に埋め込むだけだもの」


    〈斬殺鬼リツパー〉の唇から紡つむがれたおぞましい提案に、音耶は我が耳を疑った。


    「あなたは……！」


    　奥歯を軋きしませる音耶の髪を解放した〈斬殺鬼リツパー〉は、宗佑の心臓を切り開くため、いまだ痙攣を続けている彼の躰に歩み寄り、


    「……あら？」


    　そんな、戸と惑まどいの声を漏もらしていた。


    「……もう、やめて」


    　倒れ伏した宗佑の前に、瑠花が立ちふさがっていた。全身を恐怖で震ふるわせ、情けなく奥歯を鳴らし、瞳ひとみには涙を溜めながら、それでも彼女は全身で宗佑を庇かばおうとしていた。


    「瑠る花か、さん──逃げて」


    　地に這はいつくばったまま懇こん願がんする音ね耶やだったが、瑠花は首を横に振るだけだった。もっとも、仮に瑠花が背中を向けて逃げ出したところで、〈斬殺鬼リツパー〉からは万に一つも逃げおおせられる可能性などない。


    「健けな気げな子ねぇ。愛いとおしくなっちゃう……指先から一ミリずつあなたの柔らかいお肉を削そぎ取って、お腹いっぱい食べさせてあげたいくらい」


    〈斬殺鬼リツパー〉は躊ちゆう躇ちよなく傘からサーベルを引き抜くと、自身の欲望に従って瑠花の肌を刻もうとその薄刃を振り上げる。


    　しかし次の瞬間、目の前で繰り広げられた予想外の光景に、音耶は瞠どう目もくした。


    「──────！！！！！！！！」


    　それは、いかなる執念が生み出した奇跡だったのか。


    　これまで身じろぎすらせずにいた梨なし木き静しず來くが、声にならない咆ほう哮こうを上げながら〈斬殺鬼リツパー〉に向けて馳はせていた。


    　つい昨夜、自ら瑠花を手に掛けようとしていた彼女が──今、瑠花を救うために戦おうとしていることの矛む盾じゆんに、音耶は当惑する。


    　しかし静來のとった行為は、剣士が剣を捨てて徒手で死地へ特攻することと何ら変わりない。


    　それは〈人形師ネクロマンサー〉としての運用企図を無視した、あまりに無謀な真ま似ねだった。


    「──、──」


    〈斬殺鬼リツパー〉が億おつ劫くうそうに振り上げた一いつ閃せんで、静來の右腕は肩口からあっけなく切断された。跳ね跳んだ腕が、どちゃりと粘土が潰つぶれるような音を立てて地面に落ち、〈奇腫指キヤンサー〉による制御を失った胴体もまた、一瞬にして元の骸むくろへと立ち戻り、やがてうつ伏せに倒れ伏した。切断面から溢あふれ出した血の染みがゆっくりとコンクリートを濡ぬらし、宗そう佑すけの血と混ざり合っていく。


    「────いやぁあああああッ！」


    　凄せい惨さんな光景を目の当たりにした瑠花の絶叫がこだまする。〈黄おう指し〉──梨木静來の特攻は、無意味な結果に終わった。


    　しかし、今の奇襲のおかげで一瞬の隙すきが生じた。


    　音耶は全身から鮮血を噴き出しながら、残された力を総動員して地面を蹴けり上げた。無防備な〈斬殺鬼リツパー〉の背中に向かって疾走する。


    「だからぁ、遅いんだってば」


    　接せつ敵てきし、軸足を踏み込むと同時に轟ごう然ぜんと繰り出した音耶の蹴りを、〈斬殺鬼リツパー〉は身を翻ひるがえして回避した。


    「もういいわ。興が冷めちゃった」


    〈斬殺鬼リツパー〉はスカートの下からナイフを抜くと、それを右手に握り直し──音耶が振り向きざまに猛然と繰り出したその右腕を、ざくりと串くし刺ざしにした。


    　そのまま脚を掛けられて倒され、刺し貫かれた腕を地面に磔はりつけにされる。


    「あッ」


    　激痛に呻うめく。


    「音ね耶やさん……っ」と瑠る花かの悲鳴がこだまする。


    　──信じられない。あまりにあっけなさすぎる。


    　紅こう指しの持つ戦闘力と〈専用肉体ハードウエア〉の基本性能をもってしてなお、この実力差。ナイフの刃先は音耶の右腕もろとも完全に地面に食い込んでおり、もはや脱出は不可能だった。


    「もういいわ。この際、ちょっとの異常くらいは目を瞑つぶることにする。それ以上、わたしの躰からだを傷付けたくないものねぇ」


    　無防備に晒さらされた音耶の右腕──そこに装着された紅あかい義ぎ指し目掛けて、次の手段を講じようとする彼女の思考よりもなお疾とく、〈斬殺鬼リツパー〉の白はく刃じんが斬きり掛かる。


    　宗そう佑すけを守りきれず、瑠花も守りきれず、自分もまた、無意味に破壊されるのか。


    　終わりなく込み上げる失意と無念に全身を包まれながら、音耶は瞼まぶたを閉じた。


    　そうして。


    〈執行者エグゼキユーター〉の義指が容赦なく切り離される──まさに寸前。


    「───ッ!?」


    　何者かに横腹を蹴けり上げられた〈斬殺鬼リツパー〉の矮わい軀くが、横殴りに吹き飛んでいた。


    　コンクリートの床の上を、黒衣の少女の矮軀が水切りの石のようにバウンドしながら滑っていく。


    「な……」


    　数秒の間を置いて、音耶は今何が起きたのかをようやく理解した。


    　突如として戦局に乱入した何者かが、〈斬殺鬼リツパー〉を一撃のもとに蹴り倒していたのだ。


    「宗佑、さん？」


    〈斬殺鬼リツパー〉の凶刃から自らを救った者の名を、音耶は茫ぼう然ぜんと口にする。その胸にはいまだ、深々とナイフの刃が食い込んだままだ。


    「────」


    　返答はない。胸を貫かれ、致命傷を負った彼の意識は依然として失われたままだ。


    　だというのに、血ち塗まみれになった彼の躰は、先ほどまで〈人形師ネクロマンサー〉に操られ暴れていた屍しかばね達のごとく、まるで糸に吊つられているような頼りない動きでふらふらと左右に揺れている。


    　右目は虚うつろなまま──見開かれた左の眼球だけが、まるでカメレオンのようにぎょろぎょろと眼孔内を転がり転がり転がり回り──吹き飛んだ〈斬殺鬼リツパー〉の姿を捉とらえた瞬間、


    「────／────」


    　紅色に輝きながら、歯車のように、ぎしぎしと回転を始めていた。


    



    　　　◇


    



    　──俺はいったい、何をしているんだろう。


    《心拍：停止　血圧：停止》


    　まるでジェットコースターの夢を見ている心地。


    《体温：低下　──緊急度：Ｓ》


    　意識は冷たく凍り付いたまま、躰からだだけが、煮え滾たぎるような亜音速に晒さらされている。


    《敵性指バンデイツト：〈斬殺鬼リツパー〉　──脅威度：Ｓ》


    「は、ははは。ははははははッ」


    　下品な哄こう笑しようは、自分の喉のどの奥から迸ほとばしっている。


    《執行モード／オン　レベル６解放》


    「あなた──なぁに？」


    　地面から身を起こした〈斬殺鬼リツパー〉の声から、余裕が消える。こちらの側頭部目掛けて横よこ薙なぎに払われた刃を躱かわす。


    《──排除》


    　俺の心臓に巣食った異ゆ物びが、耳元で語りかけてくる。


    《排除　排除　排除》


    　意識が、意識が、


    《排除　排除　排除　排除　排除排除排除排除排除排除排除排除排除排除────》


    



    　　　◇


    



    　それはまさしく、奇械仕掛けの獣けものだった。


    　駆ける。跳ねる。跳ぶ。殴る。蹴ける。奔はしる。躱す。払う。斬きる。潰つぶす。廻まわる。張り付く。


    　それぞれが、言葉にすればただそれだけの、シンプル極まりないアクション。


    　しかし彼の躰から次々と繰り出されるそれらは、途方もない速度と熱量によって、すでに生物の領域を大きく逸脱しつつあった。


    「開きにしてあげる──！」


    　肩部に蹴りを食らい、骨を軋きしませながらも、〈斬殺鬼リツパー〉は構わず手にしたサーベルを宗そう佑すけの股また下したに潜くぐらせ、そのまま上方に斬り上げる。


    　防御する術すべも回避する暇もなく、標的を正中線に沿って股下から顎あごまで真っ二つに引き裂く斬ざん撃げきは、しかし猿のごとき背転によってあっけなく宙を斬った。


    「────」


    　宗佑は下がった勢いを殺さず、朽ちたアスレチックを足がかりにして宙に跳ね上がった。手にした拳銃Five-seveNのトリガーを空中で引き絞る。激発音と共に吐き出された弾丸が、夜気を猛然と搔かき分けながら〈斬殺鬼リツパー〉の眉み間けん目掛けて飛翔する。


    　相手の軽率さに、少女は思わずほくそ笑んだ。銃の間合いアウトレンジが、自分だけの間合いだとでも思ったのか。


    〈斬殺鬼リツパー〉は躰からだを転回させて射線から身を反らしつつ、その遠心力を保ったまま、髪の下から黒塗りの投擲用スローイングナイフを二本抜き放った。先ほど標的の胸を貫いたそれを、空中目掛けて放つ。


    　地に足を着けている〈斬殺鬼リツパー〉と違い、宙に無防備な身を晒さらしている宗そう佑すけに、凄すさまじい速度で飛来する二本のナイフを躱かわす手だてはない。どちらかを銃で弾はじこうとも、残った片方が彼の躰を貫く。


    　そのはずだった。


    「………あらあら！」


    〈斬殺鬼リツパー〉の驚きよう愕がくは、失笑へと変わる。放たれたナイフは、片方を銃床によって──そしてもう片方は、よりにもよって、文字通り宗佑の歯によって食い止められていた。金属との摩擦に耐え切れず砕けたエナメル質の欠片かけらが、暗くら闇やみの中に撒まかれて消える。


    　立て続けに響き渡る炸さく薬やくの激発音。返礼とばかりに乱射された銃弾の雨を、〈斬殺鬼リツパー〉は地面を駆け抜けて躱す。


    　仮に彼女が〈専用肉体ハードウエア〉を装備した十全の状態であれば、殺到する銃弾を斬きり裂くことすら容易だが、この死にかけの肉体ではその芸当も叶かなわない。
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    　地面に降り立った宗そう佑すけは弾切れの銃を放ほうり捨てると、口に咥くわえたナイフを右手に、自らの胸に突き刺さっていたナイフを引き抜くと左手に、それぞれ携えて踏み出した。


    　迎え討つ〈斬殺鬼リツパー〉のサーベルと一対の黒刃とが嚙かみ合い、夜や闇あんのさなかに火花を散らして拮きつ抗こうする。が、


    「いい線いってるけどぉ──まだまだ力不足よ？」


    　得物を用いた白兵戦をこそ運用目的とした〈斬殺鬼リツパー〉に対して刃物による勝負を挑んだことは、あまりに軽率に過ぎた。


    　数十合にわたる交錯のすえ、二本のナイフを立て続けに弾はじき飛ばされた宗佑は、無防備な全身を〈斬殺鬼リツパー〉の射程内に晒さらす結果となった。


    「──さようならぁ」


    　とっさに飛び退のく宗佑だが、〈斬殺鬼リツパー〉のサーベルはそれよりも数瞬速く、彼の左肩口から右脇わき腹ばらにかけてを真っ二つに引き裂くだろう。自らの勝利を確信した〈斬殺鬼リツパー〉は、酷薄な笑いを頰ほおに浮かべたままサーベルを振りかぶり──


    「……え？」


    　何者かに足首を摑まれて、体勢を大きく崩していた。


    〈斬殺鬼リツパー〉はすぐさま視線を落とし──そして、我が目を疑った。


    　先ほど右腕を義ぎ指しごと斬きり飛ばされ、ただの骸むくろへと立ち戻っていたはずの梨なし木き静しず來くが、残された左腕で彼女を捕まえていたのだ。


    　それは、あり得ない事態だった。


    　動かないはずの死体が動き出すなど──


    　──これではまるで、〈人形師ネクロマンサー〉の能力そのものではないか。


    　凄すさまじい力で足首を締め上げられながら、〈斬殺鬼リツパー〉は自ら切断した静來の右腕に視線を向ける。〈黄おう指し〉はいまだ装着されたままである。しかし宿主を失ったにもかかわらず、その爪そう部ぶは淡い光を放って瞬またたいており、その能力が〝稼働中〟であることを示していた。


    「────／────」


    〈斬殺鬼リツパー〉の間合いから無事離脱した宗佑の表情は、躁そう的てきな笑みで歪ゆがんでいた。彼の右腕の指先は、まるで見えない糸を繰るかのように蠢うごめき、その左目は〝黄色〟のノイズに満たされている。


    　それを認めると同時に、〈斬殺鬼リツパー〉の視界が大きくブレる。急所をガードした左腕を蹴けり上げられ、〈斬殺鬼リツパー〉の矮わい軀くがふたたび吹き飛ぶ。


    　空中で身を捻ひねって着地した彼女は、自らの左腕をへし折った敵の黄色い瞳ひとみを睨にらみ、呟つぶやいた。


    「義指の能力の……〝乗っ取り〟ですって？」


    　そうとしか考えられない。


    　宗そう佑すけの肉体に埋め込まれた〈紅こう指し〉の断片が、〈人形師ネクロマンサー〉の能力である〝死体操作〟を、自らの力として一時的に行使したのだ。


    「まったく……相変わらず、ふざけた〈指〉ねぇ」


    「────／────」


    　宗佑の左目は、紅あかと黄の色彩を流動的に灯ともしながら、昆虫のように〈斬殺鬼リツパー〉を捕ほ捉そくしている。


    　他の〈奇腫指キヤンサー〉の排除を目的とした〝同種喰ぐい〟の義ぎ指し──〈執行者エグゼキユーター〉。


    　他の〈奇腫指キヤンサー〉とは、存在目的からして一線を画した存在。


    　宿主の肉体の蘇そ生せいに、身体能力の急激な上昇、そして他の義指のスキルの略奪──初めて晒さらされた天敵の能力スペツクの数々に、〈斬殺鬼リツパー〉は呆あきれて息をつく。


    「〈怪盗〉が話してた通りね。何が〝特別製〟よ……相変わらずふざけた指だこと」


    　折れた左腕のことなど意にも介さず、〈斬殺鬼リツパー〉はほくそ笑んだ。


    「でもねぇ──これで遊びはおしまいよ？」


    　──敵の能力も限界速度も、すでに見切った。次に間合いに入り込んできた瞬間、彼女の刃やいばは宗佑の頸くびを一刀のもとに寸断するだろう。それは慢心でも過信でもなく、自らに蓄積された戦闘経験がはじき出した、必然たる結果である。


    　身を低くする宗佑を睨にらみつつ、〈斬殺鬼リツパー〉はサーベルを構え直す。


    　一秒後に訪れるであろう、獲物の生命を断ち切る甘美な感触を想像して背筋を震ふるわせつつ、彼女が次に目の当たりにしたものは──


    「……あら？」


    　──まるでガソリンの切れた機械のように崩れ落ちた、宗佑の姿だった。


    



    　　　◇


    



    　一連の光景を前に、神楽かぐらヰゐ音ね耶やは身動きどころか、声を上げることすらできなかった。


    　……今の光景は、いったいなんだ。


    　数か月前──〈奇腫指キヤンサー〉を巡る奇禍に巻き込まれた宗佑の心臓には、紅指──〈執行者エグゼキユーター〉の義指を構築していた細胞の一部が癒ゆ着ちやく、同化している。


    　それは彼の生命を救うための応急処置であったが、その施術は、元来紅指に備わっていた機能の一端までを彼に付与してしまっている。


    　だが──今のような、宿主の肉体の蘇生能力や、他の義指の乗っ取りなどというでたらめな作用を及ぼしたことは、いまだかつて前例がない。


    　ともあれ、〈斬殺鬼リツパー〉相手に大立ち回りを演じた宗佑は今、力尽きたかのようにふたたび地面に倒れ伏していた。


    「……何だっていうの、まったく」


    　唐とう突とつに幕切れた戦闘に拍子抜けするように、〈斬殺鬼リツパー〉が冷然と吐き捨てる。


    「まあいいわ──さて、待たせたわねぇ？」


    　その黄おう金ごんの瞳ひとみが、ふたたび音ね耶やを捕ほ捉そくする。音耶の右腕を地面に縫ぬい付けているナイフは、いまだ抜ける気配がない。


    「……音耶さんに、近寄らないで」


    　恐怖に震ふるえる声が響く。いつの間にか立ち上がった瑠る花かが、ふらつく足で音耶を背中に庇かばい、ふたたび〈斬殺鬼リツパー〉と対たい峙じしていた。


    「駄目です、瑠花さん！」


    「──いい子ね」


    　乾いた靴音を響かせ、ちっぽけなサーベルを指揮棒のように振り上げながら、〈斬殺鬼リツパー〉は悠然と歩み寄ってくる。


    　彼女を止めるものは、今度こそ誰だれひとりとして存在しなかった。


    　その相そう貌ぼうに酷薄な笑みを浮かべた〈斬殺鬼リツパー〉は、謳うたうような口調で、


    



    「くすくす──いい子ね。さあ、今度こそ遠慮なく、躊ちゆう躇ちよなく、容赦なく、情けなく、あなた達の生命をまとめて斬きり刻んであ、げ───」


    



    　口上を述べている最中──糸の切れた人形のように、地面に崩れ落ちていた。


    「……!?」


    　つい数秒前まで、圧倒的な戦闘能力を見せつけていた少女が、突如として倒れた。予想だにしなかった状況の変転に、音耶と瑠花は揃そろって言葉を失う。


    　──それとも、先ほどの戦闘で致命的な傷を負っていたとでもいうのか。


    「…………まったく。やっと取り返せたわ」


    　どうにか状況を推し量ろうとする音耶の耳に、そんな呆あきれたような声が響く。


    　倒れたばかりの〈斬殺鬼リツパー〉が、ふたたびむくりと身を起こしていた。彼女は埃ほこりにまみれたスカートを払おうとし──左下腕が半ばから折れていることに気付いて顔をしかめた。


    「──痛。もう、ヒトの躰からだで無茶をしてくれるわね」


    　彼女は音耶と瑠花を一いち瞥べつすると、ぺこりと行儀よくおじぎをしてみせた。──その瞳の色はいつしか、肉体本来のものであるらしい鳶とび色いろに戻っている。


    「……大変ご迷惑をおかけいたしました。あなた方を脅おびやかしていた殺人鬼は早々に退散いたしますので、どうぞ追ってこないでいただけると嬉うれしいです」


    〈斬殺鬼リツパー〉はサーベルの刀身を元の傘にかしんと収めると、くるりと踵きびすを返し、粛々とした足取りで去っていく。


    「翠すい子こ!?　あんたの人格は、もう掌しよう握あくしたはずなのに……ッ」


    「──ふん、油断も隙すきもありませんわ。こんなことを企んでいたなんてね。あなたが出て行ったら、わたくしの躰からだが死んでしまうじゃない。車に轢ひかれてめちゃくちゃなのよ？」


    　押し問答を繰り広げているふたつの声は、しかし妙なことに、同じ〈斬殺鬼リツパー〉の口から発せられている。端はたから聞けば、ただの独り言にしかない。


    「……あり得ない」


    　目の前で繰り広げられている珍妙な光景を、音ね耶やは信じられない心境で見守っていた。寄生した宿主の人格を食い潰つぶしてしまう〈奇腫指キヤンサー〉が、果たしてどういったカラクリか──互いの人格を保ったまま見事に共存しているのだ。


    〈斬殺鬼リツパー〉は首だけでくるりと振り返ると、花咲くような上品な笑顔を浮かべてみせた。


    「お礼には及びませんわ。それでは……え、表に出せ、私の躰を取り戻させなさい？　って──バカね。わたくしまだ、死ぬのはごめんなの。あなたにはまだまだ付き合ってもらうんだから。……憶おぼえてろ？　ふふ、憶えてたらね。……ところで、出口はどこなのかしら？」


    　そんなセルフ押し問答を繰り広げながら、〈斬殺鬼リツパー〉はまるで幻影であったかのように、闇やみの中へと姿を消した。


    



    



    「……くっ」


    　奥歯を嚙かみ締めて激痛に耐えつつ、腕を磔はりつけにしていたナイフを引き抜き、音耶はようやく自由を取り戻した。


    「瑠る花かさん……？」


    　極度の緊張感から解放された反動か、瑠花はいつの間にか意識を失っていた。微かすかな呼吸音が耳に届く。


    「──宗そう佑すけさん」


    　音耶は自身の負傷も忘れ、躰を引きずって、遠くに倒れ伏している宗佑に歩み寄った。


    「大丈夫ですか、宗佑さん……返事をしてくださいっ」


    　血ち塗まみれになった宗佑の上半身を抱き起こしながら、必死に呼びかける。


    「……っせぇ。耳元で、騒ぐな」


    　ややあって、激しく躰を揺さぶられた宗佑が静かに瞼まぶたを開け、掠かすれきった声で悪態をついた。


    　音耶は自ら呼びかけておきながら──あり得ないその光景に言葉を失った。


    　深々と急所を貫かれ、あれだけ無茶な戦闘を繰り広げたあげくふたたび昏こん倒とうした宗佑が、目を覚ましていた。


    「あの、宗佑さん。傷は……？」


    　いまだ鮮血に濡ぬれた宗佑の胸元を見下ろしながら、音耶はおそるおそる訊たずねた。


    「──塞ふさがってる、みたいだ。一応は」


    　宗そう佑すけは自らの胸に手を置くと、苦々しい表情で呟つぶやいた。


    「くそッ……こんなモンに二度も生命を繋つなげられるなんざ、考えただけで寒気がする……」


    　音ね耶やは安あん堵どのため息と共に、宗佑の躰からだを抱き締める腕に力を込める。……宗佑の身に生じた現象について言及したい気持ちはあるが、それは後回しだと自分にいい聞かせる。


    「……桐きり呀がさんに連絡して、早くこの場を離れましょう」


    　意識こそ取り戻してはいるものの、だからといって手放しで安堵できる状態でもない。一刻も早く治療を受けさせる必要がある。


    　桐呀に手早く現状を報告すると、すぐに部下の車両を向かわせると返答があった。傷だらけの躰をぐったりと弛し緩かんさせて息をつく。その視線がふと、梨なし木き静しず來くの亡なき骸がらへと向いた。


    「宗佑さん──これから先、瑠る花かさんは生きていけるのでしょうか」


    　昏こん々こんと眠る瑠花と、静來の亡骸を交互に見み据すえながら、音耶はぽつりと呟いた。


    「大切な人達を失って、この世にたったひとり、残されて──」


    　地面に打ち捨てられた静來の右腕から、葉が枯れ落ちるようにして、癒ゆ着ちやくしていた義ぎ指しがぼろりと外れてこぼれ落ちた。


    「知らねえよ。それは、俺達が負うもんじゃない」


    　いつも通りの冷淡な返答に、音耶は悲しげな表情を浮かべる。


    「──宗佑さん」


    　しばらくの沈黙のあと、音耶は意を決したように呟いた。


    「今からわたしがやろうとしていることは──ただの、偽善でしょうか？」


    　宗佑の返事を待たず、音耶はポケットから青い封筒を取り出すと、地面に転がっている義指に手を伸ばした。自身そのものである紅あかい義指を、音耶はそっと取り外す。


    「これまで静來さんと共に罪を犯してきた〝彼女〟に──わたしは、決着を委ゆだねたい」


    　音耶の虹彩が静かに黄色の輝きを放つと同時に、梨木静來の骸むくろが静かに身を起こしていた。


    



    　　　◆


    



    　閉じていた瞼まぶたを開けた瞬間、星さえ見えない昏くらい夜空と、淡い月明かりが飛び込んできた。


    「────？」


    　硬く冷たい地面の上で、春はる科しな瑠花は静かに目を醒さましていた。


    



    「やほ、お元気？」


    



    　ふと、聞き慣れた優しい声が聞こえて──瑠花はぼうっと微睡まどろんだまま、首だけを動かして声の方を見る。


    　誰だれかが、瑠る花かのことを見下ろしていた。膝ひざ枕まくらをされている、と少し遅れて瑠花は気付く。


    「突然ごめん。……瑠花。あたしはね、あんたに謝らなくちゃならないことがあるんだ」


    　語りかけてくる人物の顔は、夜や闇あんに隠れてはっきりと窺うかがえない。


    　──それでも今、自分の目の前にいる人が、会いたくて会いたくてたまらなかった大切な人であると気付いて、瑠花は身を起こそうとした。


    「あたしはね、瑠花……あんたの大切な家族を奪った、とっても悪い人かもしれないの」


    　──だというのに、なぜか躰からだは少しも動かなかった。つい先ほどまで、極限の緊張に晒さらされていた幼い心と躰は、あまりに疲れ果てていた。


    　頭の中も視界も、寝起きのように霞かすみがかったままだ。


    「お姉ちゃんは悪くないよって、きっと優しい瑠花ならいってくれると思う。……だけど、ごめん。これはきっと、本当にやったかとか、やってないかもとか、そういう問題じゃないんだ。結果的に、あたしはあたしの意思で社会のルールをやぶって、そしてあんたの家族に取り返しのつかない迷惑をかけてしまった」


    　抱き締めてほしいのに躰は動かず、せめて言葉を交わそうと唇を開く。


    　──なのに、声すら出てこない。もしかしたら自分はもう死んでしまっていて、これはただの夢なのかもしれないと、瑠花は思い始めていた。


    「よし、そろそろぶっちゃけるね。嫌いになってくれても構いません。……正直ね、あたしが瑠花に優しくしてあげてたのって、単なる罪滅ぼしだったんだ」


    　──これが夢なら、それでいい。


    　最期にこうして大好きな人に会えただけで、嬉うれしかった。


    「そうでもしないと、自分の気持ちで自分が押し潰つぶされそうだった。せめて生き残ってくれたあんたのために、何かしてあげないとって……必死だった」


    　嫌いになんて、なれるわけがない。


    　自分だって、それが罪とわかっていながら、静しず來くの心を自分に縛り付けていた。


    「あたしね、瑠花とおんなじで、昔に家族を亡くしてるんだ。それからずっとひとりで生きてきて、周りには『平気だよ』なんて強がって……だけど本当は、すごくさびしかった」


    　寂しいに決まってる。


    　誰だって、ひとりぼっちは寂しい。


    「……そんな弱いあたしだから、いつの間にか心から、瑠花のことを愛してしまった。ごめん。本当にごめん。さもしいのはわかってる。だけどね、こんなにかわいい妹がいてくれたら、どんなにいいだろうなって思っちゃったの」


    　謝るのは自分の方だ、と瑠花は泣きたくなった。


    　自分の存在が、自分の在り方が、大好きな人を追い詰めた。


    　最後に、酷ひどい言葉を投げかけて──ついにはあんな地獄を、彼女の手で生み出させてしまった。


    「瑠る花かと会えて、本当によかった。あたしが生み出してしまった、たったひとつの絶望。……その向こう側に、瑠花がいてくれた」


    　──同じだ。彼女と巡り会えたから、自分は今日まで心を失わずにいられた。


    　失われてしまった家族の温もりを、取り戻すことができた。


    「ごめんね、このままだとダラダラ続けてしまいそうなので、そろそろ終わりにするね。……あたしはこれから、自分がした悪いことをお巡りさんに打ち明けようと思います。隠しごとはよくないからね」


    　待って、と呼び止めようとした。


    　謝らなくちゃいけなかった。


    　なのに、やはり声は出てこず、躰からだも動かなかった。


    「あたしは、自分の中で止まっていた時計を動かしに行くよ。もしかしたら、瑠花とはしばらく会えなくなるかもしれない。……ううん、会っちゃいけないんだと思う」


    　病室で最後に会った夜、彼女が自分に向けていった言葉を瑠花は思い出していた。


    



    〝あたし達は──止まった時間を、動かさなくちゃいけないの〟


    



    「だから瑠花もさ、そろそろ自分の時計を動かして？　いろいろ大変かもしれないけど……でも、かわいくて優しい家族思いの瑠花なら、きっと誰だれよりも幸せになれるんだから。それはお姉ちゃんがホショーしてあげます」


    　彼女は微笑ほほえむ。ふいに、その左腕が瑠花の頰ほおに伸びた。


    　白い指先が、自分の頰を慈いつくしむようにそっと撫なでる。


    　その手はなぜか、まるで氷のように冷たくて──


    　──なのに、呆あきれるくらいに、優しかった。


    「幸せになって、瑠花」


    「──お姉ちゃん」


    　その言葉を聞き届けたのを最後に、瑠花の意識はふたたび闇やみの底へと落ちていった。

  


  
    　Day34【20xx/09/30】


    　瀬せ科しな市から一時間ほど電車を乗り継ぎ、音ね耶や達はある場所を訪れていた。


    「いい天気ですねぇ」


    「だなぁ」


    　石段で舗装された小高い道を、音耶と宗そう佑すけは並んで歩く。


    　小山を切り崩して造られた自然豊かなその景観は、突き抜けるような空の青さと相まって、墓所特有の陰気臭い雰囲気など微み塵じんも感じさせなかった。


    



    



    　連続遺体失しつ踪そう事件の収束から、すでに一か月が経過していた。


    　──あの夜。暴走した〈黄おう指し〉によって大量の遺体が〝失踪〟した事件については、遺族達が一度に騒ぎ立てたこともあって世間に隠し通すことは到底叶かなわず、大々的に報道されることとなった。


    　これについては「とある宗教団体による大規模な遺体窃盗・損壊事件」ということで一応の発表がなされたものの、〝動く死体〟を目撃したという証言は当然後を絶たず、現在進行形で報道やネットを騒がせる惨状と化している。


    　が、時間帯が深夜であり、潰殺魔スカツシヤー事件から間もないため外出者が少なかったこと、さらに加えて、遺体の集結した現場が人口の少ない南区であったため、結局は「遺体盗難騒ぎに便乗したデマ」という見方に、徐々にではあるが落ち着きつつある。


    　ともあれ。そうして、件くだんの連続遺体失踪事件──リビングデッド事件は、波乱の中で幕を閉じた。


    　ちなみに。重傷を負った音耶と宗佑は、さらに三週間の入院生活を余儀なくされた。


    　音耶は当然として、宗佑は胸に負った傷こそふさがっていたものの、肉体に掛かった負荷がやはり凄すさまじく、全身の筋繊維が断裂し骨格にまでガタがきている有り様だった。宗佑本人に、あの戦闘の記憶は断片的にしか残されていなかった。


    　──あの夜、宗佑の躰からだに生じた変化については、結局わからずじまいである。


    　規格外の外ゆ敵びを前にした〈執行者エグゼキユーター〉の制限解除リミツターオフと推測されたものの──それは〝透視スキヤン〟と同様に、本来は〈専用肉体ねや〉による運用を想定されていた機能なのだろう。


    　ともあれ、彼の心臓の中に埋め込まれた〈紅こう指し〉の断片に起因していることには違いないが、現状での検証は不可能だった。


    　そして──


    　金きん指し〈斬殺鬼リツパー〉のその後の行方についてもまた、いまだに判明していなかった。


    　ただ、梨なし木き静しず來くを殺害した奥おう司じ康やす彦ひこが、リビングデッド事件の解決から間もなく、持ち出された彼の全財産と共に他県にて変死体となって発見されたと、音ね耶やと宗そう佑すけは後になって知った。


    　彼の全身は鋭利な刃物によってバラバラに斬り刻まれ、人目につかない路地裏に散乱していたという──


    



    



    「あ、あのぅ？　おふたりとも～……？」


    　緩ゆるやかな丘陵を五分ほど登ったあたりで、ふたりの背後から疲ひ弊へいしきった声が飛んできた。


    「いきなり墓地で登山とか、巻まき島しまぜんぜん聞いてないんですケド……」


    　宗佑と音耶から数メートルほど遅れて、巻島がぜいぜいと息を荒らげていた。ちなみに彼女が履はいているのは明らかに運動には不向きなミュールで、それが余計に彼女の体力を奪っているらしい。


    「だからデートでもピクニックでもねえっていっただろうが」


    「だってぇ……ふたりだけでどっか出かけるなんて、気になっちゃうじゃないですかぁ……っていうか、暑いぃ……」


    　勝手にふたりのあとをついてきていた巻島が、額の汗を拭ぬぐいながらへばった声を上げる。


    「ですね。もうすぐ十月だっていうのに」


    　音耶が空を仰ぎながら苦笑する。九月もじき終わりだが、残暑はまだまだ厳しく、降り注ぐ日ひ射ざしはじりじりと石段を焦こがしている。


    　見かねた宗佑は「ったく」と吐き捨てると、被かぶっていた野球帽を巻島に投げてよこした。


    「あ、ありがとうございますー……。よし、この搾しぼりたての先輩スメルでさっそく気力の回復を……」


    「今すぐそれ返しやがれ、変態！」


    　と、石段の頂上が見え始めた辺りになって、ふたりはようやく見知った人影を見つけた。


    「お、やっと見つけた。んじゃ音耶、行ってこい」


    　宗佑に背中を叩たたかれ、音耶は意外そうに首を傾かしげた。


    「？　宗佑さんは来ないんですか？」


    「いいよ俺は。巻島と適当に時間潰つぶしてる」


    「そうですか……？　わかりました、ちゃんと待っててくれなくちゃいやですからねー」


    　ひらひらと片手を振る宗佑に背を向け、音耶は墓石の前でこちらに手を振っているふたりの人影の方へと駆かけ出した。


    「すみません、遅くなってしまって……」


    「いらっしゃーい、音耶さん！」


    　春はる科しな瑠る花かは、栗くり色いろの髪を風に躍おどらせながら、おどけた風に笑ってみせた。彼女はピンク色のブラウスに、丈が短めのキュロットスカートを身につけており、大きな麦わら帽子を首にかけていた。


    　瑠る花かの後ろには、穏やかな風ふう貌ぼうをした中年の男性が付き添っていた。瑠花の叔父である彼は、音ね耶やと二言三言挨拶を交わすと、宗そう佑すけがいるベンチの方へ歩き去っていった。


    「……どうしたの、音耶さん？　なんかぼーっとしてない？」


    「あ、いえ──なんだか新鮮だなぁ……と」


    　パジャマ姿でない瑠花の姿は、まるで別人のような印象を抱かせた。彼女はすでに退院しており、現在は叔父と共に暮らしているのだ。


    　どこにでもいそうな、可愛かわいらしい女の子──そんな普遍的なイメージを、あの春はる科しな瑠花に抱くことができていることに、音耶は深い感慨を覚えてしまう。


    「……あっ」と、その違和感の正体にふと気付いた音耶は、小さく声を上げてしまった。


    　少女の心を覆おおっていた停滞の象徴であった猫耳フード──当然だが、こうして外の世界に踏み出した瑠花は、もうあのパジャマを身につけていない。


    　──彼女はもう、猫を被っていないのだ。


    「お元気そうですね。体調の方はいかがですか？」


    「うん。……本当はまだちょっとだけ怖いけど、でも大丈夫」


    「偉いんですね」


    「勉強もがんばってるんだ。来年はお受験だから、今から忙しいよぅ」


    　と、そこで瑠花はふいに表情を曇らせ、心配そうな顔を音耶に向けてきた。


    「……音耶さん達こそ、だいじょうぶ？」


    　その質問は、一言には答えることのできない含がん蓄ちくを帯びている。あの夜の出来事を、春科瑠花はすべて憶おぼえているのだ。


    　音耶は「ええ」と、とびきりの笑顔で頷うなずいてみせた。


    　瑠花は組んだ手元に視線を落としたまま、じっと口を噤つぐんだ。


    「瑠花ね──」


    　やがて、ふたたび上目遣いで音耶のことを見上げながら、彼女は遠慮がちに言葉を紡つむぎ出した。


    「音耶さんのことも、宗佑さんのことも──それに、あの夜になにが起きてたのかも、瑠花にはよくわかんないんだ」


    「…………」


    「でも、それってきっと、詳くわしく訊きいちゃいけないことなんだよね……？」


    「……はい。そうしていただけると、助かります」


    　困ったように笑う音耶に、瑠花は任せろといわんばかりの笑顔を向けてみせる。


    「でも瑠花、忘れないよ。あの夜──あの場所で起こったこと、ぜんぶ」


    　とても力強い口調で、瑠花は自分自身の魂に刻み込むように、そう断言した。


    「強いんですね、瑠る花かさんは」


    「うん。……だって、もう止まっていられないもの。だって──」


    　そういって瑠花は、ポケットから古びた懐中時計を取り出した。


    　遠い昔から時を刻きざんでいないその時計を、瑠花は胸の中に抱き締めて、自身の心臓の鼓動と重ね合わせるようにして瞼まぶたを閉じた。


    「──お姉ちゃんのくれた未と来きが、瑠花の中で鳴り響いてるから」


    　瑠花は瞼を開いて笑った。その目め尻じりに微かすかな涙をたたえて、それでも、力強く。


    　かちり、かちり、と。


    　ゆっくりと、しかし確実に刻まれる時の鼓動が、音ね耶やの耳に届いた気がした。


    



    



    　叔父と共に去っていく瑠花を、宗そう佑すけとふたりで見送った。


    「実は今日、瑠花さんにこれを渡そうと思っていたんですけど──」


    　そういって音耶は、ポケットから一枚の封筒を取り出した。


    　中にはきれいに折りたたまれた、ピーコックブルーの便びん箋せんが収まっている。


    「きっと……もう、必要ないですね」


    　手の中にある便箋を、音耶はいくつもの破片に千切ると、空へ向かって放ほうった。細かい欠片かけらとなった彼女の想いは、暖かな風に乗って、蒼い空にどこまでもどこまでも溶けていった。

  


  [image: ]


  
    「いいのか？　勝手に破っちまって」


    　訊たずねてくる宗そう佑すけに、音ね耶やは一度だけ首を縦に振ってみせた。


    「ええ。──瑠花さんにはもう、静來さんの想いは全て伝わりましたから」


    　音耶はいたずらっぽく微笑ほほえむと、黄色いマニキュアの塗られた義ぎ指しを取り出した。


    「死体を操るなんていう、亡くなった人を弄もてあそぶような忌いむべき力も……あの夜だけはきっと、これからを生きる人の糧かてになってくれましたから」


    　ひと月前に繰り広げられた惨さん劇げきの夜──すでにこの世の人でなくなっていた梨なし木き静しず來くは、それでも最期に、愛してやまない少女に自らの想いを、自らの口で告げることができた。


    　死者がひとりでに動いて喋しやべったところで、それは糸に繰られた人形と何も変わらない。


    　それでも。


    　残酷な運命に翻ほん弄ろうされ続けたふたりにとって、あの人形劇はかけがえのない救いになったのだと──音耶はそう信じて、黄色の義指をシガレットケースにしまい込んだ。


    「宗佑さん」


    「ん」


    「死してなお──人の意志は、この義指に宿る狂気すら、凌りよう駕がするのでしょうか」


    　音耶は自らの右手の小指を空にかざしながら、独り言のようにいった。


    「もしもわたしという存在が、誰だれかによって作られた紛まがい物でなく、血の通った人間であったのなら──栂つが貴き織おりの結末も、また違ったものになったのでしょうか？」


    　当て所ない音耶の質問に、宗佑は「ばーか」と乱暴にいい捨てた。


    「人の心なんざ、左右に揺れる振り子と一緒だよ。強さも弱さも同じくらいに不安定だから、今回みたいな事件が起きるし、春はる科しな瑠る花かのように強くもなれる」


    「……あの？」


    「元から人だとか、人じゃねえだとか、そういう曖あい昧まいな一言で片付けんなってことだ。前にもいったろ。要は気付くか気付かないか。それだけだ。──過去を後悔して、反省して、進歩するってのは、少なくとも機械にはできないことだろうが」


    　ふん、と宗佑は鼻息をついてそっぽを向くと、頭上からはしゃいだ声が聞こえてきた。


    「せんぱーい、音耶さーん！　上で自販機見つけましたー！」


    　上の休憩所の方から、三人分の缶ジュースを抱えた巻まき島しまが石段を駆け下りてきていた。


    「おー、でかした。飲む飲む」


    　早足で歩き出す宗佑の背中にあわてて追いすがりながら、音耶はおそるおそる訊ねる。


    「ああ、えーと……もしかして宗佑さん、今のって、慰なぐさめてくれてたんですか？」


    「うるせえ野暮天。らしくねーこと言ってねぇで、とっとと帰るぞ」


    　冷えた缶を受け取る宗佑に、巻島がなぜかうきうきとした調子でいう。


    「さっき調べてたんですけどー、近所に美お味いしいビュッフェのお店があるみたいなんです！　せっかくはるばる来たんですし、ちょっと皆で寄ってみません？」


    　面倒くさそうに顔をしかめる宗そう佑すけと裏腹に、音ね耶やは両手を合わせて大きく頷うなずいた。


    「いいですねそれ。ではではちょっと遅めの退院祝いってことで、ここは所長さんのお財布に火を噴いてもらいましょうか」


    「ざっけんな！　んな余分な金あるか！」と宗佑が叫び、「えー、いいじゃないですかー。たまには太っ腹なとこ見せてくださいよ、先輩？」と巻まき島しまが甘えた声を出す。


    　にぎやかな押し問答を繰り広げるふたりの背中を眺めながら、音耶は最後に、広がる景色へと視線を移した。


    　視界の中には鮮やかな原色が広がり、周囲には色彩の海が氾はん濫らんしている。


    　晴れ渡った蒼そう穹きゆうは広く、秋の匂においを帯び始めた風は、どこまでも高々と空を駆け上っていた。

  


  
    　あとがき


    



    　ついへいじりうです。


    　本作を手にとっていただき、本当にありがとうございます。


    　ところで。自分が初めて（というか最初で最後の）本気の悲鳴を上げたのは、忘れもしない高校一年の夏の夜でした。


    　当時、所属していた剣道部の合宿で田舎いなかの山の方まで出向いたのですが、日中は道場で激しい稽けい古こに励はげみつつ、休憩時間には河原でスイカを割り、夜には大量に買い込んだ花火を打ち上げたりと、割りと青春っぽい合宿の日々をＥＮＪＯＹしておりました。


    　ところがうちの部活には、古来より代々伝わる忌むべき風習が残されていたのです。


    　──肝試しです。


    　山を囲む車道をひとりで（ひとりで！）ひたすら登り、山頂付近の廃車に貼り付けてある名簿にチェックを入れ、最後に山中の墓地をぐるりと一周して帰還するというコースで、特に道中に仕込みがあるわけでもなかったのですが、僕は筋金入りの怖がりで特に心霊系とかは本当ノーサンキューで……せめて隣で抱きついてくる女子マネのひとりでも居てくれれば、いくらか気持ちも違ったのかもしれませんが、そんなキラキラした青春の象徴がうちのムサい部に存在するわけもなく、それも相まって僕のテンションは決行前からすでにどん底でした。


    　そうして皆が出陣を尻込む中、同期のＫが勇ましく一番手を名乗り出、意気揚々と夜の山の中へ消えていきました。


    　……ところが、十分待てど、二十分待てど、Ｋが一向に戻ってこない。──おかしい。いくらなんでも、ここまで時間がかかるわけがない。


    　これは彼の身に何かあったに違いない、と場の緊迫感も否応なく高まっていきます。


    　そして話し合いの結果、とりあえず次の部員がＫを捜しつつコースを回ろう、ということに。


    　もう予想できると思いますが、そこで失踪したＫの捜索係兼、二番手として白羽の矢が立ったのが自分だったのです。「ああ、このパターンはあかんやつや」と深い絶望感に暮れつつも顧問の命令には逆らえず、僕はげっそりしたまま真夜中の山中へと足を踏み出しました。


    　どろりとした暗くら闇やみ、ざわめく木々、寂しげに鳴く虫の音、肌を撫なでるヒヤリとした夜気……下手な小道具なんて無くとも、夜の山っていうのはもうそれだけで充分すぎるくらい恐ろしい舞台で、もはやどのような魑ち魅み魍もう魎りようが飛び出してきてもおかしくない空気なのです。


    　やがてＫの姿は見えないまま山頂付近まで辿たどり着きました。鬱うつ蒼そうと茂った茂みに隠れるように、役目を終えて朽ちた乗用車が自分を待ち構えていました。


    　とりあえず自分の名前を書き込もうと、ルーズリーフの貼り付けてある廃車の窓へと歩み寄りました。錆さびたボンネットに片手をつき、震える手でペンを走らせます。


    　そのとき。車内の運転席から──ずるり、と二本の腕が飛び出し、そして、煤すすけた窓ガラスを──


    



    　バンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバン！！！


    



    　後で聞いた話によると、その際に僕が上げた悲鳴は遥はるか離れたスタート地点にまで響き渡り、それを聞いた顧問は、僕が崖から落ちたと本気で焦あせっていたらしいです。


    　よくよく考えてみると、あのとき本気で怖かったのは僕ではなくて、山中の廃車の中でひとりじっと息を潜ひそめていたＫに違いないと思うのです。


    　そんな恐怖体験の断片がひっそりと込められている、『奇械仕掛けのブラッドハウンド』第二巻でした。秋の夜長のお供に、ぜひどうぞ！


    



    謝辞
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    　そしてなにより、この本を手にしてくれた貴方に、最大の感謝を──


    
      ついへいじりう　

    

  


  
    ついへいじりう


    Riu Tsuiheiji


    



    怖い話って、怖いのわかってるのについつい読みたくなってしまいますよね……。他の生物にはなくて人間だけが持ってるものってたくさんあると思うんですけど、「怖いもの見たさ」っていう感覚は、その最たるものだと思うのです。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    奇械仕掛けのブラッドハウンド２
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